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十
全
同
窓
会
理
事
長
就
任
挨
拶

加　

藤　
　
　

聖

　

こ
の
度
、
古
川 

仭
理
事
長
の
後
任
と
し
て

理
事
長
職
を
拝
命
致
し
ま
し
た
加
藤
で
す
。
会

員
の
皆
様
に
ひ
と
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
医
学
部
の
学
生
支
援
や
卒

前
卒
後
研
修
等
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
創
立
以
来
約

百
五
十
年
近
い
歴
史
と
、
現
会
員
数
約
七
千
名

を
擁
す
る
本
会
の
理
事
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た

こ
と
は
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
同
時
に
、
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
佐
藤 

保

同
窓
会
会
長
始
め
会
員
皆
様
の
暖
か
い
ご
協
力

を
賜
り
な
が
ら
本
会
発
展
の
た
め
に
精
一
杯
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
程
、何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
昭
和
四
十
八
年
に
本
学
を
卒
業
し
、
旧

神
経
情
報
研
究
施
設
情
報
伝
達
部
門
に
入
局

し
、
以
来
ず
っ
と
基
礎
医
学
教
室
に
在
籍
し
て

お
り
ま
す
関
係
上
、
臨
床
の
方
々
に
は
お
目
に

か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
先
生
方
も
沢
山
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
で
き
る
だ
け
多

く
の
会
員
の
諸
先
生
方
と
お
会
い
し
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
現
在
全
国
に

四
十
五
の
十
全
同
窓
会
支
部
が
あ
り
、
様
々
な

活
動
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
本
会
と
支

部
と
の
交
流
も
益
々
活
発
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
皆
様
の
元
に
出
向
き
、
ご
意
見
ご
要
望
を

医
学
部
同
窓
会
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

近
年
臨
床
初
期
研
修
の
開
始
に
よ
る
地
方
中

核
病
院
の
医
師
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
対
し
て
、
大
学
と
同

窓
会
の
大
合
唱
の
お
陰
で
政
府
も
重
い
腰
を
上

げ
、
よ
う
や
く
医
学
部
入
学
定
員
数
の
増
加
や

初
期
研
修
医
の
地
方
出
身
大
学
病
院
へ
の
定
着

数
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後

益
々
、
医
療
の
諸
問
題
に
対
し
て
大
学
と
同
窓

会
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
橋
渡
し
役
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
同
窓
会
の
当
面
の
最
大
課
題
は
来

た
る
平
成
二
十
四
年
春
に
開
催
さ
れ
る
創
立

百
五
十
周
年
記
念
事
業
で
す
。
記
念
事
業
の
骨

格
も
よ
う
や
く
本
決
ま
り
と
な
り
、
ま
た

百
五
十
周
年
記
念
誌
の
内
容
も
決
定
致
し
ま
し

た
。
目
玉
は
講
内
に
製
作
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
記
念
碑
）
と
十
全
講

堂
前
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
（
遊
歩
道
）
の
建
設
で

す
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
現
在
金
沢
美

術
工
芸
大
学
と
交
渉
中
で
す
。
そ
の
他
、
記
念

館
の
改
修
、
記
念
式
典
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

に
は
会
報
を
通
じ
て
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
百
五
十
周
年
に
向
け
て
同
窓
会

報
の
紙
面
も
い
よ
い
よ
充
実
さ
せ
新
企
画
な
ど

も
掲
載
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
こ
れ
ら
の
記

念
事
業
を
通
じ
て
我
々
同
窓
生
の
学
び
の
故
郷

で
あ
る
本
学
百
五
十
年
の
歴
史
と
先
人
方
の
ご

労
苦
を
偲
ぶ
と
共
に
、
創
立
二
百
年
、
三
百
年

に
向
け
た
未
来
へ
の
発
展
を
誓
う
大
切
な
記
念

式
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
百
五
十
周
年
記
念
事
業
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
す
る
次
第
で
す
。
ま
た
十
全
同
窓
会
や

百
五
十
周
年
記
念
事
業
な
ど
に
つ
い
て
何
な
り

と
ご
高
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存

じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
会
員
の
皆
様
の
一
層

の
ご
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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創
立
百
五
十
周
年
記
念
事
業
の

進
捗
状
況
と
ご
寄
附
の
お
願
い

井　

関　

尚　

一

　

本
年
四
月
、
金
沢
大
学
医
学
部
創
立
百
五
十

周
年
記
念
事
業
推
進
準
備
委
員
会
（
以
下
、
準

備
委
員
会
）
の
長
を
前
任
者
の
金
子
教
授
か
ら

引
き
継
ぎ
、
五
月
二
十
五
日
に
今
年
度
第
一
回

の
準
備
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
決

定
さ
れ
た
事
業
内
容
の
変
更
点
を
含
め
て
、
現

在
ま
で
の
準
備
状
況
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
募
金
の
状
況
で
す
が
、
昨
年
十
月
に
医

学
類
H
P
上
に
記
念
事
業
の
趣
意
書
を
掲
載
し

て
募
金
事
業
を
開
始
し
て
以
来
、
本
年
八
月

十
八
日
現
在
で
二
〇
、八
六
〇
、〇
〇
〇
円
が
集

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
六
、七
一
九
、〇
〇
〇

円
は
二
〇
〇
八
年
五
月
以
来
の
現
職
教
員
の
給

与
天
引
き
に
よ
る
も
の
、
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

が
十
全
同
窓
会
大
阪
支
部
か
ら
の
ご
寄
附
に
よ

る
も
の
、
残
り
一
三
、六
四
一
、〇
〇
〇
円
が
同

窓
会
員
を
中
心
と
す
る
個
人
（
法
人
を
含
む
）

の
ご
寄
附
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
寄

せ
ら
れ
た
お
志
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

趣
意
書
に
よ
れ
ば
募
金
活
動
の
期
限
は

二
〇
一
五
年
三
月
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
全
学
に
お
け
る
創
基
百
五
十
年
の
記
念
式

典
が
予
定
さ
れ
る
二
〇
一
二
年
五
月
頃
を
ひ
と

つ
の
目
安
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
に
実
現
す
る
事

業
と
、
そ
の
後
に
正
式
決
定
し
て
着
工
す
る
事

業
に
分
け
る
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
内
容
と
し
て
、
昨
年
の
趣
意
書
で
は
十

全
講
堂
前
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
整
備
、
医
学
部
記
念

館
の
改
修
、
医
学
部
百
五
十
年
史
の
編
纂
、
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
記
念
式
典
の
開
催
を
挙
げ

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
に
つ
い
て

は
、
全
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
事
業
と
し
て
国

へ
の
概
算
要
求
事
項
と
す
る
べ
き
だ
と
い
う
こ

と
で
、
五
月
の
準
備
委
員
会
で
は
記
念
事
業
か

ら
外
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
国
家
財
政
の
逼
迫

を
考
え
る
と
、
や
は
り
寄
附
金
に
よ
る
ほ
か
実

現
の
道
は
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
整
備
は
検
討
継
続
と
い
う
こ
と
に
い
た

し
ま
す
。
医
学
部
記
念
館
に
つ
い
て
は
、
十
全

講
堂
と
と
も
に
同
窓
会
の
ご
寄
附
に
よ
り
つ
く

ら
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、
約
二
〇
年
前
の

医
学
部
学
術
振
興
募
金
に
よ
り
十
全
講
堂
の
方

は
十
分
な
改
修
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
記

念
館
の
改
修
を
記
念
事
業
と
し
て
残
し
ま
し

た
。

　

新
規
事
業
と
し
て
決
定
し
た
の
は
、
宝
町

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設
置
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

制
作
で
す
。
現
在
、「
若
き
医
師
群
像
（
仮
称
）」

と
い
う
も
の
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
題
材
と
な

る
の
は
、
明
治
九
年
に
撮
影
さ
れ
て
現
在
金
沢

市
医
師
会
が
所
蔵
し
て
い
る
金
沢
医
学
館
初
代

卒
業
生
九
名
の
羽
織
袴
姿
の
集
合
写
真
で
す
。

こ
れ
を
等
身
大
の
銅
像
と
し
て
台
座
に
置
い
た

も
の
を
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
す
る
べ
く
、
金
沢
美

術
工
芸
大
学
の
彫
刻
専
攻
の
教
授
に
費
用
見
積

も
り
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
二
千
万
〜

二
千
五
〇
〇
万
円
く
ら
い
に
な
り
そ
う
で
す
。

設
置
す
る
場
所
と
し
て
は
基
礎
研
究
棟
の
中
庭

緑
地
が
候
補
の
ひ
と
つ
で
す
。
九
月
中
に
予
定

す
る
第
二
回
の
準
備
委
員
会
で
了
承
が
得
ら
れ

れ
ば
、
年
内
に
も
発
注
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

二
〇
一
二
年
に
開
催
を
考
え
て
い
る
医
学
部
と

し
て
の
記
念
式
典
で
の
除
幕
に
間
に
合
わ
せ
る

予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
大
手
町
の
金
沢
医
学
館

跡
地
に
右
碑
を
建
て
る
と
い
う
案
も
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
今
後
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
新
た
に
加
わ
っ
た
事
業
と
し

て
、
キ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ

イ
ブ
化
が
あ
り
ま
す
。
先
日
の
同
窓
会
総
会
で

除
幕
式
を
行
っ
た
キ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
に
つ
い

て
、
国
宝
修
理
所
に
よ
る
修
復
の
際
の
分
解
と

組
み
立
て
を
詳
細
に
記
録
し
た
膨
大
な
数
の
写

真
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
と
し
、
文
字
と
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
加
え
て
D
V
D
を
つ
く
る
作
業
を
す

で
に
開
始
し
ま
し
た
。
見
違
え
る
ほ
ど
美
し
く

な
っ
た
キ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
で
す
が
、
内
部
構
造

を
見
る
機
会
は
今
後
半
永
久
的
に
な
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
D
V
D
に
よ
り
、
内
臓
を
含
む
す

べ
て
の
パ
ー
ツ
に
つ
い
て
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
完
成
し
た
ら
、
数
年
前
に
つ
く

ら
れ
た
D
V
D「
金
澤
醫
科
大
學
時
代
の
教
育
・

研
究
・
診
療
風
景
」
と
同
様
に
、
有
料
配
布
と

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

記
念
事
業
の
メ
イ
ン
と
な
る
医
学
部
百
五
十

周
年
記
念
誌
の
制
作
に
つ
い
て
は
、
編
纂
作
業

委
員
会
に
よ
り
順
調
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
現

在
「
教
室
史
」
の
執
筆
を
各
分
野
に
依
頼
し
て

い
ま
す
。
記
念
誌
も
ま
た
、
有
料
配
布
を
考
え

て
お
り
ま
す
。
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
記
念
式

典
に
つ
い
て
は
ま
だ
未
定
で
す
が
、
今
後
全
学

の
創
基
百
五
十
年
記
念
事
業
に
お
け
る
同
様
な

催
し
と
の
関
係
を
考
え
た
う
え
で
計
画
を
立
て

て
行
く
予
定
で
す
。

　

以
上
に
挙
げ
た
う
ち
、
記
念
館
改
修
（
及
び

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
整
備
）
事
業
以
外
で
、

二
〇
一
二
年
五
月
ま
で
に
仕
上
げ
る
予
定
の
事

業
の
費
用
と
し
て
は
、
三
千
万
円
余
が
見
込
ま

れ
、
こ
れ
は
現
在
ま
で
の
募
金
ペ
ー
ス
で
実
現

可
能
な
数
字
で
す
。
こ
れ
に
ど
れ
だ
け
の
募
金

額
が
上
乗
せ
さ
れ
る
か
に
よ
り
、
記
念
館
改
修

（
及
び
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
整
備
）
事
業
の
規
模
が

決
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。記
念
館
改
修
費
は
、

施
設
部
の
見
積
も
り
に
よ
れ
ば
、
内
装
の
み
か

ら
外
装
や
周
辺
の
全
面
改
修
に
至
る
ま
で
、

二
千
万
円
程
度
か
ら
一
億
円
以
上
ま
で
の
幅
が

あ
り
ま
す
。
準
備
委
員
会
と
し
て
は
、
記
念
館

の
雰
囲
気
を
も
っ
と
明
る
く
す
る
、
ま
た
十
全

講
堂
と
の
連
絡
通
路
を
つ
く
っ
て
一
体
的
に
使

用
す
る
、
な
ど
の
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
て
お

り
ま
す
。
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
に
つ
い
て
も
見
積
も

り
を
得
る
予
定
で
す
。

　

以
上
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
募
金
に
つ

い
て
は
、
現
職
教
員
に
よ
る
寄
附
を
さ
ら
に
増

や
す
努
力
を
い
た
し
ま
す
。
そ
の
う
え
で
同
窓

会
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
多
端
の
お
り
、

二
○
年
前
に
引
き
続
き
再
び
大
き
な
ご
寄
附
を

お
願
い
す
る
の
は
ま
こ
と
に
心
苦
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
す
が
、
創
立
百
五
十
周
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
こ
と
か
ら
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

金沢医学館第一期生
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総
会
記
事

平
成
二
十
二
年
度　

十
全
同
窓
会
総
会
開
催

　

平
成
二
十
二
年
度
の
十
全
同
窓
会
総
会
が
去

る
七
月
三
日
（
土
）
医
学
部
記
念
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。
今
回
遠
方
か
ら
十
二
支
部
代
表

を
含
め
、
総
勢
六
十
六
名
の
参
加
が
あ
り
、
ま

ず
議
長
に
佐
藤
会
長
を
選
出
し
同
会
長
の
挨
拶

と
会
員
名
簿
作
成
へ
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
五
十
六
名
の
物
故
者
会
員
に
黙
祷
を
捧

げ
た
後
、
会
長
よ
り
各
支
部
代
表
の
紹
介
が
行

わ
れ
た
。
次
に
、
古
川
理
事
長
よ
り
昨
年
度
の

会
務
報
告
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
松
井
研
究
科

長
に
よ
る
研
究
科
報
告
が
な
さ
れ
、
引
き
続
き

高
安
賞
の
最
優
秀
賞
杜
娃
博
士
、
優
秀
賞
の
橋

本
優
実
博
士
、
ト
ウ
ウ
ィ
チ
ェ
ン
博
士
の
表
彰

が
行
わ
れ
た
。
次
い
で
井
関
医
学
類
長
よ
り
医

学
部
報
告
並
び
に
、
同
窓
会
百
五
十
周
年
事
業

の
取
組
み
が
話
さ
れ
た
。
次
に
、
会
長
よ
り
各

支
部
代
表
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
議
案
審
議
に
移
り
、
松
井
会
計
理
事

か
ら
平
成
二
十
一
年
度
会
計
決
算
報
告
が
、
倉

西
監
事
よ
り
監
査
報
告
が
あ
っ
た
。
引
き
続
き

松
井
理
事
よ
り
本
年
度
の
予
算
案
の
説
明
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
了
承
さ
れ
た
。
ま
た
古
川
理
事

長
よ
り
同
窓
会
資
金
の
危
機
管
理
、
資
金
運
用

の
説
明
が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。
次
に
役
員
交
代

が
報
告
さ
れ
主
な
も
の
と
し
て
、古
川
副
会
長
、

加
藤
理
事
長
、
大
井
会
計
理
事
、
中
尾
監
事
の

就
任
が
了
承
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
古
川
理
事
長
の
退
任
挨
拶
、
加
藤

平
成
二
十
一
年
度
決
算
報
告
な
ら
び
に

平
成
二
十
二
年
度
予
算
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
度
決
算

　

表
一
に
一
般
会
計
の
決
算
書
を
示
し
ま
す
。

会
費
収
入
は
名
簿
作
成
効
果
に
よ
り
予
算
よ
り

大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
雑
収
入
で
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ

頒
布
に
係
る
分
配
金
が
継
続
し
た
収
入
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

支
出
で
は
、
事
業
費
が
少
々
減
額
と
な
り
ま

し
た
。
会
報
の
頁
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
会

報
発
送
代
が
宅
配
便
採
用
で
減
少
し
た
こ
と
な

ど
が
そ
の
理
由
で
す
。
補
助
費
は
記
念
館
整
備

が
延
期
さ
れ
た
た
め
そ
の
分
減
少
し
ま
し
た
。

名
簿
作
成
費
は
、
従
来
通
り
特
別
会
計
で
決
算

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
予
備
費
か
ら
、
名
簿

情
報
変
更
サ
イ
ト
作
成
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

イ
負
担
金
そ
の
他
を
支
出
し
ま
し
た
。

　

全
体
と
し
て
は
、
支
出
の
節
約
で
昨
年
に
引

き
続
き
三
百
万
円
を
基
金
へ
繰
り
込
ん
だ
後

も
、
昨
年
以
上
の
金
額
を
二
十
二
年
度
に
繰
り

越
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

付
随
す
る
特
別
会
計
で
は
、
十
全
同
窓
会
基

金
会
計
か
ら
は
、
金
沢
大
学
附
属
病
院
新
外
来

棟
記
念
式
典
補
助
を
支
出
し
ま
し
た
。
名
簿
作

成
会
計
で
は
、
免
除
会
員
の
先
生
方
か
ら
の
賛

助
が
大
き
な
収
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
柳
奨

学
金
会
計
は
、
平
成
二
十
一
年
度
は
奨
学
生
三

名
に
対
し
て
支
給
し
ま
し
た
（
表
二
〜
五
参

照
）。
以
上
の
決
算
報
告
に
対
し
て
監
査
理
事

か
ら
会
計
監
査
報
告
が
な
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

理
事
長
の
就
任
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
医

学
部
学
生
の
課
外
活
動
へ
の
支
援
金
・
補
助
金

交
付
が
会
長
よ
り
行
わ
れ
た
。
続
い
て
キ
ン
ス

ト
レ
ー
キ
の
修
復
に
つ
き
山
本
研
究
域
長
か
ら

説
明
が
あ
っ
た
後
、
全
員
で
一
階
の
資
料
室
に

移
り
新
し
い
陳
列
ケ
ー
ス
に
納
め
ら
れ
た
キ
ン

ス
ト
レ
ー
キ
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後

新
任
教
授
講
演
会
が
始
ま
り
最
初
に
谷
内
江
教

授
（
小
児
科
学
）
の
「
炎
症
性
疾
患
の
病
態
評

価
と
早
期
診
断
の
た
め
に
：
サ
イ
ト
カ
イ
ン
・

プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
と
細
胞
解
析
を
駆
使
し
た

ア
プ
ロ
ー
チ
」の
講
演
が
佐
藤
会
長
の
司
会
で
、

続
い
て
長
瀬
教
授
（
経
営
企
画
部
）
の
「
制
度
、

デ
ー
タ
と
医
療
経
営
」
の
講
演
が
中
村
副
会
長

の
司
会
で
、
最
後
に
吉
崎
教
授
（
耳
鼻
咽
喉
科

学
）
の
「
頭
頸
部
腫
瘍
と
頭
頸
部
外
科
」
の
講

演
が
古
川
理
事
長
の
司
会
で
行
わ
れ
、
出
席
者

一
同
最
新
の
知
見
に
聞
き
入
り
、
時
間
を
忘
れ

る
程
で
あ
っ
た
。

　

講
演
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
開
か
れ
佐
藤
会

長
の
挨
拶
、
中
川
正
明
埼
玉
支
部
長
の
発
声
に

よ
る
乾
杯
の
後
、
各
支
部
代
表
に
よ
る
支
部
の

報
告
が
な
さ
れ
、
和
や
か
な
内
に
交
歓
の
会
が

進
行
し
、
奈
良
支
部
坂
上
正
義
先
生
の
中
締
め

で
午
後
一
時
四
十
五
分
盛
会
裏
に
閉
会
し
た
。

（
加
藤　

聖　

記
）

平
成
二
十
二
年
度
予
算

　

表
六
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
会
費
収
入
は
例
年

と
ほ
ぼ
同
額
を
見
込
み
ま
し
た
。
金
沢
医
科
大

学
時
代
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
購
入
希
望
が
あ
る
た
め
、

雑
収
入
を
期
待
し
ま
し
た
。

　

支
出
で
は
、
前
年
度
並
と
し
ま
し
た
が
、
十

全
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
費
を
予
算

し
、
新
た
に
学
生
課
外
活
動L

ive-A
id

 
K
an

azaw
a

へ
の
補
助
金
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
イ
開
催
負
担
金
を
計
上
し
ま
し
た
。
基
金
へ

の
繰
込
み
に
関
し
て
は
会
費
の
収
入
率
が
回
復

し
、
一
般
会
計
が
軌
道
に
の
る
ま
で
調
整
し
た

額
と
し
ま
し
た
。

　

百
五
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
は
、
記
念
施

設
設
備
（
記
念
館
改
修
工
事
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
建

設
）、
記
念
誌
の
発
行
、
記
念
式
典
の
開
催
な
ど

が
、
募
金
活
動
を
中
心
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

（
会
計
担
当　

松
井　

修　

記
）
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（表1）平成21年度決算書
自　平成21年01月01日
至　平成21年12月31日

収　　　　　入 支　　　　　出

科　目 予算（円） 決算（円） 摘　　　要（円） 科　目 予算（円） 決算（円） 摘　　　要（円）

前 年 度 繰 越 金
会 費 収 入

雑 収 入

名簿会計より繰入
基金より繰入

1,832,060
12,580,000

183,480

2,536,163
2,000,000

1,832,060
15,108,000

291,676

0
2,000,000

平成 21 年度会費   　
　4,000 円 ×2,117 人 8,468,000
過年度分 833 人 5,672,000
平成 21 年度以降会費 412,000
準会員会費　　　
　6,000 円 ×90 人 540,000
　4,000 円 ×4 人 16,000
預金利息 1,494
H20 年　SP 研修会
支援金からの返金 95,122
DVD 頒布に係る分配金

（KUTLO より）15 部 133,860
総会祝儀

（四高・法経文学部） 20,000
旅費等返金 41,200

事 業 費

旅 費

会 議 費

慶 弔 費

補 助 費

5,997,656 

850,000 
 
　

330,000 

100,000 

2,700,000

5,446,051 

772,890 

326,822 

75,060 

2,499,040 

会報印刷製本・封筒代 2,686,005 
アカンサス印刷代 27,440 
会報・アカンサス発送代 1,536,800 
関連病院長会議・関連病院渉外費 

200,000 
卒前研修支援（ＳＰ研修会支援） 200,000 
学生課外活動支援
　（西医体） 300,000 
　（立山診療班） 100,000 
   （白山診療班） 100,000 
会費払込用紙印刷代 24,150 
新入会員卒業祝（印鑑付ペン）　 271,656 
各支部総会への出張費 387,730 
各県支部長総会招待旅費 353,880 
理事会出席・監査の為の来学旅費 31,280 
総会、理事会、会報編集委員会、名簿編集委員会 

326,822 
弔電 （7 件） 4,060 
御香典（3 件） 50,000 
生花一対（１件） 21,000 
記念館展示室整備 0 
図書館医学部分館整備補助 299,040 
学生課外活動補助（ACLS） 80,000 
医学展補助 100,000 

「大学院医学系研究科」進学説明会補助金 
20,000 

金沢大学附属病院新外来棟完成記念式典 
2,000,000 

事 務 費

雑 費
支部への補助費
名簿作成費
基金への繰込み
予 備 費

繰 越 金

2,730,000 

　

60,000 
500,000 

4,500,000 
0 

1,364,047

2,772,794

　

60,000 
420,000 

0 
3,000,000 
1,332,372 

2,526,707 

会費払込料金、プリンター修理・感光体・トナー、
通信費、証明書発行手数料、文具、振込手数料 

392794
人件費 2,380,000 
会報袋詰め作業代 60,000 
11 件 420,000 

0 
十全同窓会基金口座へ 3,000,000 
会員名簿情報変更サイト制作、ホーム
カミングデイ負担金、その他

1,332,372 

計 ¥19,131,703 ¥19,231,736 計 ¥19,131,703 ¥19,231,736

（表2）十全同窓会基金会計報告書
自　平成21年01月01日
至　平成21年12月31日

収　　　　　入 支　　　　　出

科　目 金　額（円） 摘　　　要（円） 科　目 金　額（円） 摘　　　要（円）

前 年 度 繰 越 金

繰 入 金

利 息

138,845,023 

3,000,000 

2,204 
425,919 

8,084 
1 

一般会計（十全同窓会普通預金）から

北國銀行普通預金利息
北國銀行定期預金利息
北陸銀行定期預金利息
北陸銀行普通預金利息

補 助 費 2,000,000 金沢大学附属病院新外来棟記念式典　補助

計 142,281,231 計 2,000,000 残高　¥140,281,231  

（表3）十全同窓会会員名簿作成会計報告書
自　平成21年01月01日
至　平成21年12月31日

収　　　　　入 支　　　　　出

科　目 金　額（円） 摘　　　要（円） 科　目 金　額（円） 摘　　　要（円）

繰 越 金
協 賛 金
雑 収 入

2,536,163 
3,680,000 

1,539 
企業協賛（2社）　免除会員協力＠5,000×728件
普通預金利息

事 務 費
通 信 費
謝 金

315,297 
255,095 
485,000 

払込手数料、名簿掲載確認届等印刷費
郵便料・料金受取人払、名簿学年担当調査費
謝金・ホームページ改訂作業謝金

計 6,217,702 計 1,055,392 残高　¥5,162,310

（表4）高柳奨学金会計報告書
自　平成21年01月01日
至　平成21年12月31日

収　　　　　入 支　　　　　出

科　目 金　額（円） 摘　　　要（円） 科　目 金　額（円） 摘　　　要（円）

前 年 度 繰 越 金

利 息

8,126,365 

4,970 普通預金利息

奨　 学　 金 675,000 H21年度　奨学生3名（25,000円/1 ヶ月）
　平成21年4月～平成21年12月分

計 8,131,335 計 675,000 残高　¥7,456,335  



第146号（平成22.10.5）

5

（表5）金沢大学医学部史会計報告書
自　平成21年01月01日
至　平成21年12月31日

収　　　　　入 支　　　　　出

科　目 金　額（円） 摘　　　要（円） 科　目 金　額（円） 摘　　　要（円）

前 年 度 繰 越 金

利 息

雑 収 入

3,315,014 

2,028 

0 

普通預金利息 ─ 0

計 3,317,042 計 0 残高　¥3,317,042  

（表6）平成22年度予算書（案）
自　平成22年01月01日
至　平成22年12月31日

収　　　　　入 支　　　　　出

科　目 金　額（円） 摘　　　要（円） 科　目 金　額（円） 摘　　　要（円）

前 年 度 繰 越 金
会 費 収 入

雑 収 入

2,526,707
　12,872,000

 
138,860

22 年度会費   　
　4,000 円 ×1,800 人 7,200,000
過年度分 4,500,000
平成 22 年度以降会費 480,000
準会員会費　　　
　6,000 円 ×112 人 672,000
　4,000 円 ×5 人 20,000 
預金利息 5,000
ＤＶＤに係る分配金 133,860

事 業 費

旅 費

会 議 費
慶 弔 費
補 助 費

6,334,428 

1,000,000 

330,000 
100,000 
750,000 

会報印刷製本代 2,700,000 
会報発送代 2,000,000 
会費払込用紙印刷代 26,000 
アカンサス印刷代 50,000 
アカンサス発送代 50,000 
関連病院長会議・関連病院渉外費 200,000 
卒前研修支援（SP 研修会支援） 200,000 
学生課外活動支援
　（西医体） 300,000 
　（立山診療班） 100,000 
　（白山診療班） 100,000 
新入会員卒業祝（印鑑付ペン）　 274,428 
　＠ 2,772×99 本　　　　  
会報製本代 No.101 ～ No.145 各 2 冊 84,000 
十全同窓会ホームページ制作 250,000 
各支部総会への出張費、各県支部長総会招待
旅費、会報取材旅費 　
総会、理事会、編集委員会 330,000 
弔電等 100,000 
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炎
症
性
疾
患
の
病
態
評
価
と
早
期
診
断
の
た
め
に
：
サ
イ
ト
カ
イ
ン
・

プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
と
細
胞
解
析
を
駆
使
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ

血
管
発
生
発
達
病
態
学（
小
児
科
学
）教
授　

谷
内
江　

昭
宏

総
会
講
演
抄
録

　

古
く
か
ら
小
児
科
医
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な

役
割
の
一
つ
は
、
髄
膜
炎
や
敗
血
症
な
ど
の
重

症
感
染
症
を
的
確
に
診
断
し
て
治
療
を
行
う
こ

と
で
し
た
。
発
熱
や
全
身
状
態
不
良
を
訴
え
る

小
児
に
対
し
て
私
た
ち
が
と
り
わ
け
力
を
注
ぐ

の
は
、
あ
り
ふ
れ
た
感
染
症
の
中
に
紛
れ
込
む

重
症
例
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
訓
練
さ
れ
て
い

る
た
め
で
す
。
一
方
で
、
感
染
症
の
予
防
・
診

断
・
治
療
の
方
法
が
進
歩
し
た
現
在
、
こ
の
よ

う
な
小
児
科
診
療
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
少
し
ず
つ

変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
変
化
の

中
で
、
私
た
ち
小
児
科
医
が
新
た
に
力
を
尽
く

す
べ
き
分
野
の
一
つ
が
、
こ
れ
ま
で
は
「
不
明

熱
」
あ
る
い
は
「
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
」
と
さ
れ

て
き
た
「
炎
症
性
疾
患
／
免
疫
性
疾
患
」
に
分

類
さ
れ
る
疾
患
で
す
。「
診
断
基
準
」
と
い
う

道
具
に
よ
っ
て
安
易
に
ゴ
ミ
箱
的
診
断
名
を
与

え
ら
れ
て
い
た
、
多
様
な
炎
症
性
疾
患
の
病
態

を
明
ら
か
に
し
て
、
適
切
な
診
断
法
や
治
療
介

入
の
方
法
論
を
提
示
す
る
の
が
私
た
ち
に
与
え

ら
れ
た
新
し
い
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

遷
延
す
る
発
熱
疾
患
、
あ
る
い
は
重
症
発
熱

疾
患
の
中
で
も
私
た
ち
が
特
に
注
目
し
て
い
る

も
の
に
全
身
型
若
年
性
特
発
性
関
節
炎
（sJIA

; 
system

ic ju
ven

ile id
iopath

ic arth
ritis

）

と
、Ｅ
Ｂ
Ｖ
関
連
血
球
貪
食
症
候
群（E

B
V
-H

L
H

; 
E

B
V

-a
sso

c
ia

te
d
 h

e
m

o
p
h
a
g
o
c
y
tic 

lym
ph

oh
istiocytosis

）
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
二
つ
の
疾
患
は
い
ず
れ
も
、
通
常
の
ア
プ

ロ
ー
チ
で
は
正
し
い
診
断
に
至
ら
な
い
場
合
が

あ
る
こ
と
、
私
た
ち
が
駆
使
し
て
い
る
サ
イ
ト

カ
イ
ン
・
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
や
細
胞
解
析
の

手
法
に
よ
り
早
期
診
断
が
可
能
で
あ
る
点
が
共

通
し
て
い
ま
す
。
特
に
複
数
の
炎
症
性
サ
イ
ト

カ
イ
ン
の
定
量
と
そ
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に

よ
る
炎
症
病
態
の
評
価
や
、
フ
ロ
ー
サ
イ
ト
メ

ト
リ
ー
法
を
駆
使
し
た
Ｔ
細
胞
活
性
化
、
Ｔ
細

胞
ク
ロ
ー
ン
増
殖
の
評
価
は
、
金
沢
大
学
附
属

病
院
内
の
他
診
療
科
の
み
で
な
く
、
全
国
の
複

数
の
医
療
機
関
か
ら
の
相
談
実
績
を
重
ね
、
高

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

sJIA

は
成
人S

till

病
と
類
似
の
病
態
を
示
す

疾
患
と
理
解
さ
れ
ま
す
が
、
ま
だ
そ
の
本
態
は

わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
し
ば
し
ば
診
断
に
難
渋
す

る
小
児
疾
患
の
一
つ
で
す
。
小
児
科
領
域
で
は

Ｊ
Ｉ
Ａ
の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、「
診
断

基
準
」
を
基
に
診
断
さ
れ
る
疾
患
で
す
。
一
般

的
に
は
二
週
間
以
上
遷
延
す
る
発
熱
、
発
熱
に

伴
い
出
現
す
る
皮
疹
、
肝
脾
腫
、
さ
ら
に
全
身

の
炎
症
病
態
を
伴
う
「
関
節
炎
」
と
定
義
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
症
状
や
検
査

所
見
がsJIA

に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、

関
節
炎
を
示
す
客
観
的
な
証
拠
が
な
い
場
合
は

な
か
な
か
こ
の
疾
患
と
診
断
す
る
の
が
躊
躇
さ

れ
ま
す
。
一
方
で
本
疾
患
は
ス
テ
ロ
イ
ド
な
ど

を
用
い
た
強
力
な
抗
炎
症
治
療
が
必
須
で
あ
る

こ
と
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
活
性
化
症
候
群
な
ど

を
合
併
し
て
致
死
的
な
経
過
を
た
ど
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
正
確
な
診
断
が
望

ま
れ
る
疾
患
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
診
断
に
苦
慮
す
るsJIA

に
お
い

て
は
、
サ
イ
ト
カ
イ
ン
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
が

極
め
て
有
用
で
す
。
特
にsJIA

は
炎
症
性
サ
イ

ト
カ
イ
ン
の
内
、IL

-1
8

が
異
常
な
高
値
を
示

す
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
の
検
討

で
も
初
発
時
に
は
正
常
対
照
の
千
倍
以
上
の
高

値
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
にIL

-6

やn
eo

p
terin

な
ど
の
他
の
炎
症

性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
を
同
時
に
測
定
す
る
と
、
炎

症
病
態
に
よ
っ
て
特
徴
的
な
パ
タ
ー
ン
を
示
す

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
（
図
１
）。

図１　サイトカイン
プロファイリングに
よる炎症病態の解析；
sJIA では IL-18 が特
徴的に高値を示し、
HPS を合併しない限
りは他のサイトカイ
ンは低値に留まる。
川 崎 病（MCLS） で
は IL-6 が高値を示す
一 方、IL-18 は 正 常
のことが多い。本症
例も IL-18 が著しく
高値を示す sJIA に特
徴的なプロフィール
を示した。

　
E
B

V
-H

L
H

は
通
常
の
Ｅ
Ｂ
Ｖ
感
染
症
（
伝

染
性
単
核
症
）
と
異
な
り
、
Ｅ
Ｂ
Ｖ
が
Ｂ
細
胞

で
は
な
く
、
Ｔ
細
胞
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
り

発
症
す
る
、
急
性
の
致
死
的
疾
患
で
す
。
こ
の

疾
患
は
特
定
の
キ
ラ
ー
Ｔ
細
胞
ク
ロ
ー
ン
に
Ｅ

Ｂ
Ｖ
が
感
染
、
感
染
細
胞
が
腫
瘍
性
に
増
殖
し

な
が
らIF

N
-γ

な
ど
の
サ
イ
ト
カ
イ
ン
を
大

量
に
産
生
す
る
こ
と
に
よ
り
発
症
し
ま
す
。
そ

の
診
断
は
、
末
梢
血
中
に
Ｅ
Ｂ
Ｖ
量
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
有
用
で
す
が
、
迅

速
検
査
と
し
て
は
不
適
で
す
。
私
た
ち
は
フ

ロ
ー
サ
イ
ト
メ
ト
リ
ー
法
に
よ
り
、
Ｅ
Ｂ
Ｖ
感

染
細
胞
の
増
殖
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
早
期

診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

私
た
ち
が
現
在
駆
使
し
て
い
る
こ
の
よ
う
な

病
態
解
析
の
方
法
論
は
、
多
様
な
炎
症
性
疾
患

の
早
期
診
断
に
寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、
病
態

が
不
明
な
多
く
の
疾
患
の
本
質
に
迫
る
解
析
も

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
紹
介
さ
せ
て
頂

い
たsJIA

やE
B

V
-H

L
H

は
、
比
較
的
短
期
間

で
診
断
、
治
療
が
な
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
診

断
困
難
な
炎
症
性
疾
患
の
多
く
は
そ
の
症
状
が

年
余
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
若
年
発
症
の

こ
の
よ
う
な
疾
患
に
つ
い
て
、
私
た
ち
小
児
科

医
が
そ
の
早
期
診
断
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
こ

と
が
可
能
か
、
患
児
や
家
族
の
苦
痛
を
早
期
に

取
り
除
き
、
合
併
症
を
防
ぐ
た
め
の
治
療
的
介

入
が
適
切
に
で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
問
い
か
け
に
答
え
る
た
め
に
、
こ

こ
で
述
べ
た
サ
イ
ト
カ
イ
ン
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン

グ
や
細
胞
解
析
の
み
で
な
く
、
遺
伝
子
解
析
や

細
胞
培
養
な
ど
多
様
な
方
法
論
を
駆
使
し
て
、

問
題
解
決
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

図２　末梢血 T 細胞抗原受容体解析；CD8＋ 
T 細胞の中で、特定の集団（Vβ14）のみ
選択的に増殖しているのがわかる。
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制
度
、
デ
ー
タ
と
医
療
経
営

医
療
経
営
学
（
経
営
企
画
部
）
教
授　

長
瀬　

啓
介

医
療
の
組
織
化
と
デ
ー
タ

　

患
者
を
収
容
し
て
医
療
を
提
供
す
る
場
で
あ

る
病
院
の
歴
史
は
長
い
。
し
か
し
、
病
院
運
営

を
科
学
的
に
、
つ
ま
り
、
再
現
性
の
あ
る
方
法

に
よ
り
病
院
の
運
営
を
分
析
し
設
計
す
る
に
い

た
っ
た
の
は
、
比
較
的
近
い
時
代
に
な
っ
て
か

ら
で
あ
り
、
わ
が
国
で
、
こ
の
よ
う
な
科
学
的

な
運
営
に
目
が
向
け
ら
れ
た
の
は
さ
ら
に
遅

れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
わ
が
国
の

病
院
運
営
を
前
近
代
的
と
み
な
し
て
以
降
の
こ

と
で
あ
る
。
近
年
の
医
療
経
営
の
逼
迫
を
ふ
ま

え
、
医
療
経
営
学
講
座
が
い
く
つ
か
の
大
学
で

整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
近
代
化
に
必
要
な
人
材

の
育
成
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

再
現
性
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
デ
ー
タ
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
医
療
は
そ
れ
自
体
が

付
加
価
値
を
生
産
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
医
療
供
給
の
制

度
を
設
計
す
る
こ
と
が
、
医
療
機
関
の
目
的
に

沿
っ
た
持
続
的
な
運
営
つ
ま
り
医
療
経
営
に
重

要
で
あ
る
こ
と
を
、
本
日
お
伝
え
出
来
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

現
代
の
病
院
を
取
り
巻
く
課
題

　

現
代
の
病
院
に
お
け
る
経
営
あ
る
い
は
管
理
上

の
課
題
は
、
短
期
的
に
対
応
が
求
め
ら
れ
る
財
務

お
よ
び
法
務
に
か
か
わ
る
管
理
上
の
諸
問
題
と
、

中
長
期
的
に
病
院
が
課
題
と
し
て
抱
え
る
で
あ
ろ

う
人
口
構
造
の
変
化
に
伴
う
経
営
上
の
諸
問
題
に

分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
こ
れ
ら

の
課
題
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ

く
再
現
性
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
と
実
績

を
例
示
し
て
み
た
い
。

短
期
的
課
題
（
財
務
お
よ
び
法
務
に
か
か
わ
る

諸
問
題
）

　

医
療
の
工
程
を
標
準
化
し
、
使
用
さ
れ
る
医

療
資
源
を
削
減
し
、
平
均
在
院
日
数
を
制
御
す

る
目
的
で
、
わ
が
国
で
はC

lin
ical P

ath
w

ay

と
呼
ば
れ
る
図
表
を
利
用
す
る
こ
と
が
広
く
行

わ
れ
て
い
る
。C

lin
ical P

ath
w

ay

は
合
併

症
の
減
少
お
よ
び
診
療
記
録
の
改
善
に
有
意
な

寄
与
を
す
る
が
、
再
入
院
率
お
よ
び
院
内
死
亡

率
を
改
善
す
る
こ
と
は
ま
だ
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、M

eta-A
n
alysis

で
は
病
院
の
費
用
な
い

し
は
料
金
お
よ
び
平
均
在
院
日
数
の
減
少
も
評

価
が
困
難
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
効
果
に
つ
い

て
は
い
ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、C

lin
ical P

ath
w

ay

は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
工
程
管
理
の
手
法
を
簡

略
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
医
療
以
外
の
領
域
で

は
工
程
の
把
握
と
介
入
の
効
果
予
想
に
Ｐ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
医
療
に
お
い
て
も

P
E
R
T
に
よ
り
適
切
にC

ritical P
ath

を

客
観
的
に
見
出
し
、
そ
の
効
果
を
定
量
的
に
予

測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。C

lin
ical P

ath
w

ay

の
開
発
に
当
っ
て
は
、
本
来
当
然
に
客
観
的
な

C
ritical P

ath

の
同
定
と
効
果
予
想
に
基
づ

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

医
療
機
関
の
広
告
が
規
制
さ
れ
て
い
る
わ
が

国
に
お
い
て
、
広
告
や
広
報
の
効
果
が
投
資
に

見
合
う
の
か
は
疑
問
視
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
効

果
に
つ
い
て
も
、
一
定
の
方
法
に
よ
り
測
定
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
広
告
や
広
報
の
戦
略

お
よ
び
戦
術
に
つ
い
て
も
適
切
な
指
標
を
設
定

す
る
こ
と
で
、
評
価
可
能
で
あ
る
。

　

医
療
安
全
の
領
域
に
対
す
る
投
資
と
効
果
に

つ
い
て
も
、
一
定
の
手
法
に
よ
り
評
価
す
る
こ

と
で
費
用
効
果
性
を
予
測
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。H

azard

の
発
生
ま
で
お
よ
びH

azard

か
らL

o
ss

の
発
生
ま
で
の
過
程
を
特
性
要
因

図
で
分
析
し
、
対
策
を
特
定
し
、
こ
の
対
策
の

費
用
と
効
果
（L

o
ss

発
生
確
率
の
低
減
）
を

推
定
す
る
こ
と
で
、
有
効
な
対
策
を
費
用
効
果

的
な
範
囲
で
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

近
年
に
お
い
て
は
、
術
前
に
手
術
に
よ
り
生

じ
う
る
合
併
症
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
を
行
う

医
療
慣
行
が
定
着
し
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
当
時

は
ま
だ
十
分
に
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の

当
時
で
あ
っ
て
も
、
不
適
切
な
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
コ
ン
セ
ン
ト
に
よ
り
説
明
さ
れ
て
い
な
い
合

併
症
が
生
じ
る
こ
と
に
よ
る
訴
訟
リ
ス
ク
よ
り

も
、
説
明
の
費
用
が
低
か
っ
た
。

　

以
上
の
と
お
り
、
法
的
規
制
が
か
か
わ
る
病

院
の
運
営
に
関
す
る
課
題
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
課
題
を
定
量
的
に
分
析
し
、
将
来
予
測
を

行
う
こ
と
が
出
来
る
。

中
長
期
的
課
題
（
人
口
構
造
の
変
化
に
伴
う
経

営
上
の
諸
問
題
）

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
対
応
す
る
た

め
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制
と
し
て
は
、
量

の
調
整
（
⒜
国
内
で
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
供
給
能

力
の
増
加
、
⒝
国
内
で
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
需
要

の
抑
制
）
お
よ
び
効
率
の
向
上
（
⒞
医
療
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
効
率
化
）
が
課
題
と
な
る
。

　

⒜
国
内
で
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
供
給
能
力
の
増
加

に
つ
い
て
は
、
医
師
の
労
働
力
構
造
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
、（
一
）
男
性
医
師
と
女
性
医
師
で
は
、
専

門
性
の
選
択
に
性
差
が
あ
る
。 

（
二
）
男
性
医
師

と
女
性
医
師
で
は
、
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
（
就
業
場

所
）
の
年
齢
の
変
化
に
性
差
が
あ
る
。（
三
）
医

学
部
の
定
員
が
変
化
し
な
い
過
去
十
五
年
の
間
に

新
卒
医
師
の
男
女
構
成
比
が
変
化
し
て
い
る
、
と

の
三
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
を
応
用

す
る
と
、
若
手
外
科
医
師
の
数
の
減
少
は
、
女
性

医
師
の
比
率
に
よ
り
ほ
ぼ
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
今
後
も
増
加
す
る
女
性
医
師
の
診
療
行
動

の
医
師
養
成
数
な
ど
医
療
サ
ー
ビ
ス
供
給
能
力
設

計
へ
の
影
響
を
評
価
す
る
必
要
性
が
示
さ
れ
た
。

　

次
に
、
⒝
国
内
で
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
抑

制
に
つ
い
て
は
、
患
者
が
外
国
で
医
療
を
受
け
る

可
能
性
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
年
齢
・
性

別
・
所
得
に
よ
り
行
動
が
強
く
影
響
さ
れ
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
り
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
増
大

の
原
因
と
な
る
高
齢
者
そ
し
て
女
性
で
は
消
極
的

傾
向
が
見
ら
れ
、
一
定
年
齢
以
下
の
人
口
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
⒞
医
療
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
効
率
化
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
医
療
の
知
的
労
働
部
分
に
つ

い
て
効
率
化
す
る
臨
床
判
断
支
援
機
能
を
開
発

し
運
用
に
供
し
た
。
し
か
し
、
判
断
基
準
の
モ
デ

ル
化
、
定
量
化
お
よ
び
合
意
が
な
さ
れ
ず
、
そ
の

機
能
が
活
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
知
的
労
働
の
軽
減

と
高
度
化
の
た
め
の
情
報
技
術
は
整
い
つ
つ
あ
る

が
、
そ
の
恩
恵
を
う
け
る
た
め
に
は
、
医
師
が
医

学
的
知
識
を
客
観
的
に
記
述
し
、
標
準
的
知
識

に
合
意
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
遵
守
す
る
意
図
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

今
後
の
展
望

　

数
理
科
学
お
よ
び
情
報
科
学
が
、
近
年
の
目

覚
し
い
基
礎
医
学
お
よ
び
臨
床
医
学
の
発
達
を

支
え
て
い
る
が
、
患
者
の
生
命
を
直
接
救
う
臨
床

現
場
で
あ
る
病
院
の
運
営
や
医
療
政
策
で
、
数
理

科
学
お
よ
び
情
報
科
学
を
活
用
し
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
医
療
経
営
や
制
度
設
計
が
普
及
し
な
い
こ

と
は
、
き
わ
め
て
奇
異
で
あ
る
。
常
に
科
学
は
、

科
学
の
ほ
か
の
領
域
の
発
達
の
影
響
を
受
け
、
相

互
に
影
響
し
あ
い
な
が
ら
発
達
し
て
お
り
、
本
学

医
学
系
研
究
科
に
お
い
て
も
学
問
領
域
の
多
様

性
を
活
用
し
た
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。
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頭
頸
部
腫
瘍
と
頭
頸
部
外
科

感
覚
運
動
病
態
学
（
耳
鼻
咽
喉
科
学
）
教
授　

吉
崎　

智
一

　
「
頭
頸
部
腫
瘍
」、「
頭
頸
部
外
科
」。
ど
ち
ら

も
一
般
市
民
は
元
よ
り
、
医
療
関
係
の
方
々
に

も
な
じ
み
の
薄
い
病
名
お
よ
び
診
療
科
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
が
、
私
の
専
門
と
す
る
分
野
で

す
。
大
学
に
頭
頸
部
外
科
と
い
う
講
座
は
な
く

一
般
に
は
耳
鼻
咽
喉
科
の
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ

テ
ィ
ー
と
し
て
頭
頸
部
腫
瘍
を
専
門
と
す
る
グ

ル
ー
プ
が
い
る
場
合
に
頭
頸
部
外
科
を
標
榜
す

る
場
合
が
多
い
。
そ
し
て
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
や

癌
研
病
院
で
は
「
耳
鼻
咽
喉
科
」
は
な
く
「
頭

頸
科
」
も
し
く
は
「
頭
頸
部
外
科
」
で
す
。
こ

れ
ら
頭
頸
部
外
科
医
の
八
割
は
「
耳
鼻
科
」
出

身
者
、
残
り
の
多
く
は
「
外
科
」
の
甲
状
腺
専

門
か
ら
頭
頸
部
へ
対
象
を
広
げ
て
き
た
も
の
た

ち
で
す
。
外
科
医
減
少
が
社
会
問
題
と
な
る
今

日
、
主
な
医
師
供
給
先
が
マ
イ
ナ
ー
科
の
耳
鼻

咽
喉
科
で
あ
る
「
頭
頸
科
」、「
頭
頸
部
外
科
」

が
、
す
で
に
事
実
上
消
滅
し
た
が
ん
セ
ン
タ
ー

も
あ
り
ま
す
。

　

頭
頸
部
腫
瘍
は
良
性
、
悪
性
、
両
方
を
包
括

す
る
用
語
で
す
が
、
こ
こ
で
は
、
悪
性
腫
瘍
に

つ
い
て
述
べ
ま
す
。
全
身
の
約
十
％
を
占
め
る

頭
頸
部
は
、
複
雑
な
骨
組
織
、
筋
組
織
、
皮
膚

粘
膜
構
造
、
リ
ン
パ
組
織
、
神
経
お
よ
び
血
管

走
行
を
有
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
安
全
域
を
十

分
つ
け
て
の
切
除
は
し
ば
し
ば
困
難
で
あ
っ
た

り
、
切
除
の
結
果
生
じ
る
機
能
障
害
は
著
し
く

Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
損
な
う
も
の
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

頭
頸
部
癌
は
口
腔
、
咽
頭
、
喉
頭
な
ど
管
腔
臓

器
か
ら
発
生
す
る
も
の
と
耳
下
腺
、
甲
状
腺
な

ど
の
頸
部
軟
部
組
織
か
ら
発
生
す
る
も
の
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
後
者
は
腺
癌
系
が
多
く
、
手
術

治
療
が
中
心
と
な
る
の
は
前
世
紀
か
ら
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
前
者
は
扁
平
上
皮
癌
で
あ
り
、
手

術
以
外
に
、
放
射
線
療
法
が
奏
効
し
ま
す
。
単

独
化
学
療
法
が
局
所
制
御
や
生
存
率
向
上
に
果

た
す
役
割
は
不
明
確
で
す
が
、
各
種
化
学
放
射

線
療
法
に
関
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
の
蓄
積
、
そ
し

て
、
強
度
変
調
放
射
線
治
療
に
代
表
さ
れ
る
放

射
線
治
療
技
術
の
進
歩
な
ど
、
化
学
療
法
お
よ

び
放
射
線
療
法
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
腫
瘍
の
栄
養
血
管
を
同
定

し
て
、
そ
こ
か
ら
直
接
抗
が
ん
剤
を
投
与
す
る

動
注
化
学
療
法
な
ど
イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
の
強
い

治
療
が
ど
ん
ど
ん
と
開
発
さ
れ
、
局
所
制
御
率

は
向
上
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
進
行
が

ん
に
対
す
る
生
存
率
自
身
の
改
善
は
不
十
分
で

あ
る
こ
と
、
臓
器
は
温
存
で
き
る
様
に
な
っ
た

も
の
の
、
機
能
は
温
存
ど
こ
ろ
か
障
害
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
経
口
摂
取
や
鼻
呼
吸
が
十
分
に
出

来
な
い
と
い
う
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
問
題
な
ど
、
新
た
な

課
題
が
出
現
し
て
き
ま
し
た
。

　

頭
頸
部
癌
の
原
因
は
一
様
で
あ
り
ま
せ
ん
。

主
と
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
喫
煙
に
よ
る
口
腔
、

中
咽
頭
、
下
咽
頭
、
喉
頭
癌
が
代
表
的
で
す
が
、

E
p
stein

-B
arr 

ウ
イ
ル
ス
が
発
癌
に
関
与
す

る
上
咽
頭
癌
、
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
が
関
与

す
る
中
咽
頭
癌
な
ど
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
原
因

と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
発
癌
に
い
た
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
違

い
は
、
化
学
療
法
、
放
射
線
療
法
に
対
し
て
の

感
受
性
の
違
い
と
し
て
反
映
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
同
一
組
織
で
あ
っ
て
も
、
ウ
イ
ル
ス
の

検
索
は
、
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
と
し
て
有
用
で
あ

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。

　

頭
頸
部
外
科
は
基
本
的
に
は
外
科
的
治
療
を

専
門
と
す
る
集
団
で
し
た
。切
除
技
術
の
進
歩
、

再
建
術
の
進
歩
、
周
術
期
の
管
理
技
術
の
進
歩

な
ど
が
あ
い
ま
っ
て
、
そ
れ
自
身
は
進
歩
を
遂

げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
頭

頸
部
癌
に
対
す
る
治
療
法
は
い
ず
れ
の
方
面
で

も
著
し
く
変
化
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

多
岐
に
わ
た
る
頭
頸
部
癌
に
関
す
る
診
断
、
治

療
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
る
の
は
、
都
市
部
で

は
頭
頸
部
外
科
医
で
あ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
全
国
的
に

見
る
と
頭
頸
部
外
科
を
専
門
と

す
る
耳
鼻
咽
喉
科
医
で
あ
る
場

合
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
臨

床
の
現
場
で
は
Ｔ
Ｎ
Ｍ
分
類
に

基
づ
い
た
病
期
分
類
と
治
療
方

針
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
放
射

線
感
受
性
や
薬
剤
耐
性
、
転
移

能
な
ど
分
子
レ
ベ
ル
で
、
癌
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
ゆ
く
時
代
へ
と
突
入
し
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
分
子
か
ら

ミ
ク
ロ
・
マ
ク
ロ
そ
し
て
社
会

ま
で
を
総
合
的
に
視
野
に
入
れ

て
臨
床
に
応
用
し
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
我
々
自
身
も
頭
頸
部

癌
治
療
の
標
準
化
を
推
進
す
る

一
方
で
、
出
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
治
療
方
針
を
そ
の
ま
ま

踏
襲
し
て
臨
床
に
応
用
す
る
の

で
な
く
、
頭
頸
部
癌
お
よ
び
患

頭頸部癌の病因論的特徴

酒・タバコがリスクファクター

多重癌・多発癌の可能性が１０－２０％

中咽頭癌
下咽頭癌
喉頭癌
口腔癌

副鼻腔（上顎）癌

聴器癌 （蓄膿症・中耳炎）

慢性炎症を母体にして発生

上咽頭癌
口腔・中咽頭癌

ウイルス発癌
（EB ウイルス・パピローマウイルス）
唾液感染・ 接触感染・ ＳＴＤ！？

者
に
対
し
て
、
前
述
の
分
子
か
ら
社
会
環
境
ま

で
を
は
ば
ひ
ろ
く
、
か
つ
、
深
く
洞
察
す
る
視

点
を
持
っ
たp

h
ysician

 scien
tist

と
し
て
、

p
o
sitive

に
周
り
を
巻
き
込
み
つ
つ
、
成
長
し

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



第146号（平成22.10.5）

9

 
論　

説

金
沢
大
学
医
学
部
創
立
百
五
十
周
年
記
念
誌
の
編
纂
に
つ
い
て

同
編
纂
委
員
会
委
員
長
・
会
報
編
集
委
員　

山
本　
　

博

一
、 

二
〇
一
〇
年
シ
ャ
ル
ジ
ャ

　

本
年
五
月
二
十
九
日
、ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
シ
ャ

ル
ジ
ャ
大
学
初
の
医
学
部
卒
業
式
と
、
同
日
オ
ー

プ
ン
さ
れ
た
同
大
学
医
学
研
究
所
お
よ
び
臨
床
外

科
研
修
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
に
招
か
れ
出
席
し
て

き
ま
し
た
。
シ
ャ
ル
ジ
ャ
大
学
は
た
い
へ
ん
若
い
大

学
で
す
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
お
そ
ら
く
世
界
一
。
臨

床
外
科
研
修
セ
ン
タ
ー
は
生
体
フ
ァ
ン
ト
ム
モ
デ
ル

を
用
い
た
内
視
鏡
手
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
ほ

か
最
先
端
の
研
修
設
備
を
備
え
、
研
究
所
で
は
フ

ラ
ン
ス
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
研
究
者
が
が
ん

や
サ
ラ
セ
ミ
ア
に
関
す
る
研
究
を
開
始
し
よ
う
と

し
て
い
ま
し
た
。
医
系
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
のH

am
d
y

副
学
長
は
「
研
修
を
希
望
す
る
医
師
を
世
界
中
か

ら
受
け
入
れ
た
い
。
シ
ャ
ル
ジ
ャ
は
教
育
・
文
化
・

医
療
立
国
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

筆
者
は
「
か
つ
て
加
賀
藩
が
目
指
し
、
金
沢
大
学

に
い
ま
も
継
承
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
通
じ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
」
と
応
え
、
本
学
の
過
去
・
現
在
・

未
来
に
想
い
を
馳
せ
た
こ
と
で
し
た
。

二
、 

二
〇
一
二
年
金
沢

　

金
沢
大
学
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
年
）
の
彦

三
種
痘
所
開
設
を
濫
觴
と
し
、
二
年
後
の
平
成

二
十
四
年
（
二
〇
一
二
年
）
に
医
学
部
創
立
百
五
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
期
に
、
様
々
な
記
念

事
業
が
構
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
学
に
あ
っ
て
は
、

「
金
沢
大
学
創
基
百
五
十
年
記
念
事
業
準
備
委
員

会
」（
委
員
長
、
柴
田
正
良
附
属
図
書
館
長
）
が
、

後
述
す
る
彦
三
種
痘
所
推
定
跡
地
で
の
記
念
碑
建

立
な
ど
の
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
医
学
類
に

あ
っ
て
は
、「
金
沢
大
学
医
学
部
創
立
百
五
十
周
年

記
念
事
業
準
備
委
員
会
」（
委
員
長
、
井
関
尚
一
医

学
類
長
）
が
記
念
式
典
の
開
催
、
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
建
立
、
医
学
部
創
立
百
五
十
周
年
記
念
誌
の

編
纂
ほ
か
の
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
本
学
よ

り
古
い
歴
史
を
も
つ
医
学
校
と
し
て
、
安
政
四
年

（
一
八
五
七
年
）
長
崎
奉
行
所
内
医
学
伝
習
所
で
の

開
講
に
は
じ
ま
る
長
崎
大
学
医
学
部
と
、
安
政
五

年
（
一
八
五
八
年
）
開
設
の
江
戸
お
玉
が
池
種
痘
所

を
淵
源
と
す
る
東
京
大
学
医
学
部
が
あ
り
ま
す
。

両
大
学
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
創
立
百
五
十
周
年
に

あ
た
り
、
種
々
の
記
念
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
、
記
念
誌
編
纂

　

創
立
百
周
年
の
後
に
は
故
西
田
尚
紀
先
生
を
代

表
と
す
る
編
集
委
員
会
に
よ
っ
て
「
金
沢
大
学
医

学
部
百
年
史
」
が
、
百
三
十
周
年
に
は
山
口
成
良

名
誉
教
授
を
長
と
す
る
編
集
委
員
会
に
よ
っ
て
「
金

沢
大
学
医
学
部
百
年
史
以
後
三
十
年
の
歩
み
」
が

編
集
、
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
来
る
百
五
十
周
年
の

節
目
に
も
、
来
し
方
を
振
り
返
り
、
ま
た
、
行
く

末
を
展
望
し
、
さ
ら
に
、
諸
資
料
を
収
集
、
整
理

し
て
後
世
に
託
す
べ
く
、
百
五
十
周
年
記
念
誌
編

纂
委
員
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
は
、
平

成
二
十
年
度
に
発
足
、
平
成
二
十
二
年
九
月
現
在

ま
で
に
十
一
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
メ
ン

バ
ー
は
「
百
年
史
」、「
百
年
史
以
後
三
十
年
の
歩
み
」

に
関
与
さ
れ
た
寺
畑
喜
朔
先
生
、
山
口
成
良
先
生
、

赤
祖
父
一
知
先
生
、
中
村
信
一
学
長
を
特
別
委
員
、

加
藤
聖
教
授
、
山
本
健
教
授
、
山
本
博
、
中
村
裕

之
教
授
、
三
邉
義
雄
教
授
、
太
田
哲
生
教
授
、
中

尾
眞
二
教
授
、
吉
崎
智
一
教
授
、
佐
々
木
素
子
准
教

授
、
和
田
隆
志
教
授
（
卒
業
年
次
順
、
同
学
年
は

五
十
音
順
）
を
委
員
と
す
る
計
十
四
名
で
す
。
記

念
誌
の
基
本
構
成
は
、
Ａ
「
通
史
」（
グ
ル
ー
プ
長
、

山
本
博
）、
Ｂ
「
教
室
史
お
よ
び
関
連
部
局
史
」（
グ

ル
ー
プ
長
、中
尾
委
員
）、Ｃ
「
余
滴
ま
た
は
思
い
出
」

（
グ
ル
ー
プ
長
、
加
藤
委
員
）、
Ｄ
「
写
真
」（
グ
ル
ー

プ
長
、
山
本
健
委
員
）
の
四
部
か
ら
成
り
ま
す
。

教
室
史
、
余
滴
等
を
担
当
さ
れ
る
同
窓
の
諸
兄
姉

や
教
員
各
位
に
は
、
お
世
話
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成

二
十
四
年
度
内
の
刊
行
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
「
百
年
史
」
の
折
と
同
様

に
有
料
頒
布
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
記
念
誌
編
纂
と
関
係
す
る
事
業
と
し
て
、

「
キ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
ー
平
成
の
修
理
」（
仮
題
）
の
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
も
企
画
さ
れ
、
解
剖
学
の

井
関
尚
一
教
授
、
尾
崎
紀
之
教
授
、
若
山
友
彦
准

教
授
、
易
勤
准
教
授
、
篠
原
治
道
金
沢
医
科
大
学

教
授
を
中
心
に
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

四
、
彦
三
種
痘
所
跡
地
の
推
定

　
「
通
史
」
グ
ル
ー
プ
の
焦
眉
の
急
は
、全
学
の
「
創

基
百
五
十
年
記
念
事
業
」
に
も
関
係
す
る
、
彦
三

種
痘
所
の
跡
地
の
推
定
で
し
た
。
当
時
の
種
痘
法

は
、
生
き
た
牛
痘
苗
を
善
感
し
た
子
供
か
ら
子
供

へ
と
植
え
継
い
で
行
く
や
り
方
で
あ
っ
た
た
め
、

親
子
同
伴
が
原
則
で
あ
り
、
種
痘
所
は
武
家
地
内

で
は
な
く
、
道
路
幅
が
よ
り
広
く
人
の
往
来
が
自

由
に
で
き
る
町
地
内
に
設
置
す
る
の
が
医
療
上
も

社
会
的
に
も
妥
当
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。
赤
祖
父
特
別
委
員
の
熱
心
な
調
査
、
考
証
と

炯
眼
に
よ
り
、
加
賀
藩
認
可
の
種
痘
所
は
当
初
は

町
地
で
あ
っ
た
常
福
寺
上
地
町
検
校
旧
屋
敷
に
置

か
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
地
所
は
元
治
元
年
に

武
家
地
で
あ
る
彦
三
八
番
丁
に
組
み
入
れ
ら
れ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
推
定
跡
地
は
、
現

金
沢
市
安
江
町
一
番
三
十
・
三
十
一
号
付
近
に
相
当

し
ま
す
、
現
地
を
訪
ね
て
み
ま
す
と
、
道
路
の
巾

も
曲
り
角
も
、
さ
ら
に
は
地
所
中
の
段
差
ま
で
も

江
戸
時
代
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、人
々

が
種
痘
の
た
め
行
き
交
う
様
が
目
に
見
え
る
よ
う

で
感
無
量
で
し
た
。

五 

、
医
学
部
創
立
百
五
十
周
年
に
は
同
窓
会
会
報

第
百
五
十
記
念
号
も
発
行

　

金
沢
大
学
医
学
部
十
全
同
窓
会
会
報
は
年
三
回

発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
号
は
一
四
六
号
で
す
か
ら
、

こ
の
ま
ま
予
定
ど
お
り
進
み
ま
す
と
、
記
念
す
べ

き
百
五
十
号
は
医
学
部
創
立
百
五
十
周
年
を
迎
え

る
平
成
二
十
四
年
の
新
年
に
発
行
さ
れ
る
計
算
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
寺
畑
特
別
委
員
の
ご
指
摘

に
よ
り
ま
す
。
偶
然
と
は
い
え
、
こ
れ
は
誠
に
吉

兆
慶
事
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
医
学
部
創
立

百
五
十
周
年
記
念
事
業
と
い
う
医
学
部
・
医
学
類

の
行
事
と
、
同
窓
会
報
第
百
五
十
記
念
号
の
発
行

と
い
う
十
全
同
窓
会
の
行
事
と
が
同
じ
年
に
同
期

し
て
行
わ
れ
る
の
で
す
か
ら
、
大
学
と
同
窓
会
と

の
協
調
と
連
携
が
将
来
に
亘
り
円
滑
に
行
わ
れ
る

こ
と
は
必
定
と
推
察
さ
れ
る
次
第
で
す
。

六
、
資
料
ご
提
供
の
お
願
い

　

金
沢
大
学
医
学
部
創
立
百
五
十
周
年
記
念
誌
用

の
資
料
候
補
と
考
え
ら
れ
る
文
書
や
写
真
等
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
提
供
あ
る
い
は
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
た
い
へ
ん
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
連
絡
先
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　

〒
九
二
〇
─
八
六
四
〇 

　
　

金
沢
市
宝
町
十
三
番
一
号

　

 　

 

金
沢
大
学
医
学
部
創
立
百
五
十
周
年
記
念
誌

編
纂
委
員
会

　
　

担
当
／
角
野
浩
一 

総
務
係
長 

宛

（
電
話
：
〇
七
六
─
二
六
五
─
二
一
〇
五
）

　

同
窓
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
各
位
の
ご

健
勝
と
弥
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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梅
田
良
三
名
誉
教
授
追
悼

金
沢
大
学
副
学
長　

古
川　

仭

追

悼

文

　

金
沢
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座
第
七

代
教
授
梅
田
良
三
名
誉
教
授
が
、
平
成
二
十
一

年
十
二
月
三
日
、心
不
全
の
た
め
逝
去
さ
れ
た
。

享
年
八
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
先
生
は
、
大
正

十
三
年
十
月
三
十
日
、
福
井
県
武
生
市
で
お
生

ま
れ
に
な
っ
た
。
戦
時
中
は
魚
雷
の
製
作
に
従

事
し
て
い
た
と
い
う
先
生
は
、
終
戦
後
、
心
機

一
転
し
て
工
学
系
か
ら
医
学
を
志
し
、
昭
和

二
十
一
年
五
月
金
沢
医
科
大
学
入
学
、
二
十
五

年
三
月
同
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
。
二
十
六
年
五

月
、
松
田
竜
一
教
授
主
宰
の
耳
鼻
咽
喉
科
学
教

室
に
専
攻
生
と
し
て
入
局
さ
れ
た
。
昭
和

二
十
八
年
十
月
、
文
部
教
官
・
附
属
病
院
助
手

と
な
り
昭
和
三
十
二
年
四
月
、
金
沢
大
学
講
師

に
な
り
、
昭
和
三
十
三
年
四
月
同
助
教
授
を
経

て
昭
和
四
十
八
年
六
月
豊
田
文
一
教
授
の
後
任

と
し
て
金
沢
大
学
教
授
に
昇
進
さ
れ
た
。
入
局

か
ら
退
官
ま
で
大
学
病
院
一
筋
と
い
う
、
稀
有

な
キ
ャ
リ
ア
の
持
ち
主
で
あ
る
。
こ
の
間
、
大

学
病
院
の
使
命
で
あ
る
教
育
・
研
究
・
臨
床
に

従
事
さ
れ
、
地
域
医
療
へ
の
多
大
な
貢
献
が

あ
っ
た
。
昭
和
六
十
三
年
四
月
か
ら
二
年
間
、

金
沢
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
と
し
て
附
属
病

院
の
管
理
運
営
に
も
貢
献
さ
れ
、
平
成
二
年
三

月
に
定
年
退
官
を
迎
え
ら
れ
た
。

　

先
生
の
業
績
に
関
し
て
は
枚
挙
に
暇
が
な
い

が
、
当
教
室
六
代
松
田
竜
一
教
授
の
指
導
の
も

と
に
開
始
さ
れ
た「
嗅
覚
障
害
の
診
断
と
治
療
」

に
関
す
る
研
究
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
自
他

と
も
に
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
。
主
な
も
の
を

列
挙
す
る
と
、
昭
和
四
十
六
年
七
月
「
ル
ー
チ

ン
テ
ス
ト
と
し
て
の
嗅
覚
検
査
法
に
つ
い
て
」

の
論
文
で
総
合
医
学
賞
（
医
学
書
院
）
を
受
賞

さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
四
十
七
年
五
月
、
日
本

耳
鼻
咽
喉
科
学
会
総
会
で
「
に
お
い
検
査
の
臨

床
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
」
の
特
別
講
演
を
担

当
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
五
十
六
年
五
月
、
日

本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
総
会
に
お
い
て
「
嗅
覚
障

害
の
診
断
と
治
療
を
め
ぐ
っ
て
」
宿
題
報
告
を

担
当
さ
れ
た
。
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
我
が
国

で
開
発
さ
れ
、
現
在
臨
床
現
場
で
普
及
し
て
い

る
経
静
脈
的
嗅
覚
検
査
（
い
わ
ゆ
る
ア
リ
ナ
ミ

ン
・
テ
ス
ト
）
の
臨
床
的
評
価
に
関
す
る
論
文

が
当
教
室
か
ら
多
数
発
表
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
末
梢
性
と
中
枢
性
嗅
覚
障
害
の
鑑
別
診
断

や
、
障
害
の
予
後
判
定
検
査
と
し
て
の
有
用
性

が
検
証
さ
れ
た
。
お
か
げ
で
金
沢
大
学
耳
鼻
咽

喉
科
教
室
の
嗅
覚
研
究
は
国
内
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。研
究
は
現
在
も
脈
々
と
し
て
受
け
継
が
れ
、

昨
年
金
沢
医
科
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
学
教
室
へ
赴

任
し
た
三
輪
高
喜
教
授
と
の
共
同
研
究
の
形
で

継
続
さ
れ
て
い
る
。

　

先
生
は
教
授
在
任
中
、
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学

会
北
陸
地
方
部
会
連
合
会
長
を
努
め
ら
れ
十
八

年
間
に
五
十
三
回
に
お
よ
ぶ
学
術
講
演
会
を
開

催
さ
れ
た
。
北
陸
に
お
け
る
耳
鼻
咽
喉
科
学
の

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
ば
か
り
で
な

く
、昭
和
六
十
一
年
に
は
新
た
に
日
耳
鼻
学
会
・

石
川
県
地
方
部
会
を
創
立
し
、
会
長
と
し
て
地

域
の
耳
鼻
咽
喉
科
医
療
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

た
。

　

全
国
規
模
の
学
会
と
し
て
は
、
昭
和
五
十
三

年
十
月
、
第
三
十
回
記
念
日
本
気
管
食
道
科
学

会
を
会
長
と
し
て
開
催
さ
れ
た
他
、
昭
和

五
十
六
年
十
月
、
第
四
十
三
回
日
本
耳
鼻
咽
喉

科
臨
床
学
会
、
昭
和
六
十
三
年
五
月
、
第

八
十
九
回
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
総
会
並
び
に

学
術
講
演
会
を
会
長
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
業
績
に
対
し
て
退
官
後
、
金
沢
大
学
名

誉
教
授
、
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
、
日
本
気
管

食
道
科
学
会
、
日
本
鼻
科
学
会
、
日
本
耳
鼻
咽

喉
科
臨
床
学
会
か
ら
は
名
誉
会
員
の
称
号
が
授

与
さ
れ
た
。

　

先
生
は
定
年
退
官
後
、
老
人
保
健
施
設
の
設

立
に
努
力
さ
れ
医
療
法
人
「
な
で
し
こ
の
丘
」

の
初
代
理
事
長
と
し
て
老
人
の
健
康
管
理
、
リ

ハ
ビ
リ
、
デ
イ
ケ
ア
ー
等
に
お
し
み
な
い
努
力

を
払
わ
れ
、
施
設
の
管
理
運
営
と
発
展
に
尽
く

さ
れ
た
。
そ
の
先
生
の
活
躍
ぶ
り
は
、雑
誌「
味

蕾
」
五
十
四
号
に
、「
こ
の
人
あ
り
、
昨
日
、

今
日
」
で
掲
載
さ
れ
た
。「
定
年
退
官
後
十
年

間
の
思
い
出
」
と
題
し
て
施
設
で
の
雑
感
を
診

療
録
風
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
業
務
を
通

じ
て
い
ろ
ん
な
人
と
の
出
会
い
の
楽
し
み
に
加

え
て
、
お
年
寄
り
の
良
き
理
解
者
と
し
て
専
念

さ
れ
た
先
生
の
温
厚
・
篤
実
な
人
柄
が
文
章
の

節
々
に
に
じ
み
で
て
お
り
、
何
時
読
ん
で
も
ほ

の
ぼ
の
と
心
温
ま
る
思
い
が
す
る
。

　

先
生
は
平
成
十
四
年
四
月
、
勲
三
等
に
叙
さ

れ
皇
居
に
お
い
て
旭
日
中
綬
章
受
賞
の
栄
誉
に

輝
い
た
。
長
年
、
医
学
部
臨
床
教
授
と
し
て
教

育
・
研
究
・
臨
床
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
ば
か
り

で
な
く
、
附
属
病
院
長
時
代
、
特
定
機
能
病
院

と
し
て
高
度
先
進
医
療
の
開
発
や
先
進
医
療
の

実
施
に
努
力
さ
れ
た
功
績
や
、
多
数
の
良
医
を

排
出
し
て
、
北
陸
地
方
に
お
け
る
医
療
の
向
上

に
勤
め
て
こ
ら
れ
た
業
績
な
ど
、
医
療
活
動
と

社
会
福
祉
活
動
に
一
貫
し
て
貢
献
さ
れ
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
十
五
年
、
先
生
が
傘
寿
を
迎
え
ら
れ
た

と
き
、
同
門
会
と
し
て
の
お
祝
い
の
相
談
に
自

宅
を
伺
っ
た
。
先
生
は
、
昔
を
振
り
返
り
感
慨

深
そ
う
に
第
三
十
回
記
念
日
本
気
管
食
道
科
学

会
開
催
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
さ
れ

た
。
学
会
直
前
に
助
教
授
が
不
慮
の
交
通
事
故

で
亡
く
な
っ
た
事
件
は
未
だ
に
私
も
忘
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
先
生
は
、
そ
の
時
味
わ
っ
た

悲
痛
な
思
い
と
学
会
担
当
者
の
苦
悩
を
吐
露
さ

れ
た
。
先
生
は
県
立
能
楽
堂
で
の
能
楽
界
重
鎮

に
よ
る
半
能
「
石
橋
」
を
立
案
さ
れ
、
学
会
理

事
長
は
じ
め
多
く
の
会
員
か
ら
絶
賛
を
博
し
た

こ
と
は
今
で
も
学
会
の
語
り
草
で
あ
り
、
先
生

の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
改
め
て
学

会
担
当
者
の
心
得
、
資
格
を
教
え
諭
さ
れ
た
気

が
す
る
。
ま
だ
ま
だ
、
大
所
高
所
か
ら
の
ご
指

導
を
お
願
い
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
今

は
、
悠
々
自
適
の
生
活
の
中
、
囲
碁
に
親
し
む

先
生
の
姿
が
思
い
出
さ
れ
て
な
ら
な
い
。
在
り

し
日
の
梅
田
良
三
先
生
を
偲
び
、
先
生
の
ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
る
ば
か
り
で
あ

る
。
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平
成
八
年
九
月
に
愛
媛
大
学
医
学
部
細
菌
学

講
座
教
授
と
し
て
赴
任
し
て
か
ら
、
す
で
に

十
四
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
三
年
四
月
に
研
究
内
容
を
反
映
す
る

よ
う
に
講
座
名
称
を
免
疫
学
感
染
病
態
学
講
座

と
改
称
し
、
さ
ら
に
、
平
成
十
八
年
四
月
か
ら

は
、
大
学
院
の
組
織
改
編
に
よ
り
、
医
学
系
研

究
科
医
学
専
攻
シ
ス
テ
ム
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
部
門

感
染
生
体
防
御
学
講
座
免
疫
学
感
染
病
態
学
分

野
と
称
し
て
い
ま
す
。
准
教
授
と
私
は
、
感
染

生
体
防
御
学
講
座
感
染
分
子
制
御
学
分
野
を
併

任
し
て
い
ま
す
。

　

当
講
座
は
医
学
部
教
育
の
う
ち
、
免
疫
学
の

系
統
講
義
と
細
菌
学
・
ウ
イ
ル
ス
学
の
系
統
講

義
お
よ
び
実
習
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
当
講
座

の
四
名
の
ス
タ
ッ
フ
と
統
合
医
科
学
講
座
の
一

　

今
回
は
、
四
国
で
ご
活
躍
の
十
全
同
窓
会
員

の
ご
紹
介
を
致
し
ま
す
。
愛
媛
大
学
浅
野
喜
博

教
授(

昭
和
四
十
七
年
卒
業
）
に
は
近
況
を
ご

報
告
い
た
だ
き
、
高
知
大
学
橋
本
良
明
教
授(

昭

和
五
十
一
年
卒
業
）
に
は
編
集
委
員
中
村
裕
之

が
、
大
学
の
現
状
や
研
究
の
一
端
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
し
た
。

十
全
学
術
行
脚
第
十
九
回

│

│

愛
媛
県
・
高
知
県

タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク
の
写
真
は
板
垣
退
助
像
と
高
知
城

一 

、
先
生
は
、
法
医
学
教
授
と
し
て
高
知
大
学

に
ご
赴
任
後
、
現
在
で
は
高
知
大
学
医
療
学

系
長
と
し
て
高
知
大
学
の
要
職
に
お
就
き
に

な
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
医
療
学
系
長
と
し

て
の
役
割
な
ど
、
高
知
大
学
の
組
織
な
ど
も

含
め
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
三
年
一
月
に
高
知
医
科
大
学
法
医
学
教

室
の
教
授
に
赴
任
し
て
か
ら
今
年
で
十
九
年
も

過
ぎ
ま
し
た
。
高
知
医
科
大
学
は
平
成
十
五
年

に
旧
高
知
大
学
と
合
併
、
そ
の
直
後
、
法
人
化

し
、
国
立
大
学
法
人
高
知
大
学
医
学
部
と
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
教
員
組
織
（
研
究
組
織
）
と

教
育
組
織
を
分
離
す
る
と
い
う
組
織
改
革
を
行

い
、
平
成
二
十
年
か
ら
医
学
部
の
教
員
組
織
は

他
の
人
文
社
会
科
学
系
や
自
然
科
学
系
な
ど
と

同
じ
教
育
研
究
部
に
一
元
化
さ
れ
ま
し
た
。
金

沢
大
学
医
学
部
が
同
じ
よ
う
に
、
研
究
組
織
と

教
育
組
織
が
医
学
系
と
医
学
類
に
分
か
れ
て
い

ま
す
の
で
、
十
全
の
先
生
方
も
ご
理
解
し
て
頂

け
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
組
織
を
よ
り
実

効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
の
産
み
の
苦
し

み
も
同
じ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
医
療
学
系
長
と

し
て
は
基
礎
医
学
部
門
、
臨
床
医
学
部
門
、
連

携
医
学
部
門
（
法
医
学
は
こ
こ
に
属
し
ま
す
）、

医
学
教
育
部
門
、
看
護
学
部
門
を
統
括
し
、
教

員
の
採
用
や
人
事
考
課
の
基
準
を
作
り
、
大
学

の
活
性
化
の
た
め
の
教
員
評
価
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

二 

、
先
生
の
現
在
の
研
究
内
容
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

法
医
学
講
座
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
教
授
一
名
、

助
教
三
名
（
学
内
講
師
一
名
含
む
）
で
す
が
、

法
医
解
剖
と
い
う
社
会
的
な
使
命
も
あ
り
、
構

成
員
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
高
知
県
全
域

の
司
法
解
剖
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年

に
入
っ
て
す
で
に
五
十
五
例
（
八
月
末
現
在
）

を
数
え
ま
す
。
研
究
内
容
も
司
法
解
剖
と
い
う

特
殊
性
を
活
か
し
て
、
非
常
に
貴
重
な
知
見
が

得
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
自
殺
者
の
組
織
中

ニ
コ
チ
ン
お
よ
び
そ
の
代
謝
産
物
を
調
べ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
殺
者
が
特
に
自
殺
直
前
に
喫

煙
量
が
極
め
て
多
く
な
る
こ
と
を
つ
き
と
め
、

喫
煙
量
の
増
大
は
自
殺
の
徴
候
で
あ
る
と
い
う

警
笛
を
鳴
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
新

生
児
や
乳
児
か
ら
も
ニ
コ
チ
ン
が
検
出
さ
れ
て

名
の
ス
タ
ッ
フ
の
計
五
名
で
分
担
担
当
し
て
お

り
、
教
育
の
負
担
は
か
な
り
大
き
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
二
年
次
お
よ
び
三
年

次
学
部
生
に
対
す
る
医
科
学
研
究
の
指
導
を
行

い
、
毎
年
二
名
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

大
学
院
へ
の
入
学
者
、
特
に
基
礎
講
座
へ
の

入
学
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
が
、
研
究
科
全

体
と
し
て
の
問
題
点
で
あ
り
、
ま
た
、
地
方
大

学
の
共
通
の
悩
み
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
医
学
部

を
活
性
化
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る

た
め
、
昨
年
度
、
医
学
部
を
中
心
と
し
て
プ
ロ

テ
オ
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
愛
媛
大
学
で
開
発
研
究
さ
れ
て

い
る
小
麦
胚
芽
を
用
い
た
無
細
胞
タ
ン
パ
ク
質

合
成
技
術
を
基
軸
に
、
感
染
症
、
自
己
免
疫
疾

患
、
加
齢
、
腫
瘍
、
神
経
疾
患
、
再
生
医
学
の

面
か
ら
疾
患
に
挑
む
研
究
組
織
で
、
ゲ
ノ
ム
情

報
を
基
に
プ
ロ
テ
オ
医
学
を
実
践
す
る
セ
ン

タ
ー
で
す
。
当
講
座
も
、
自
己
免
疫
疾
患
病
理

解
析
部
門
お
よ
び
新
興
・
再
興
感
染
症
部
門
に

協
力
講
座
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

細
菌
学
は
免
疫
学
と
極
め
て
密
接
に
関
係
し

た
学
問
領
域
で
あ
り
、
免
疫
学
は
も
と
も
と
細

菌
学
か
ら
発
展
し
て
き
た
学
問
で
す
。
感
染
症

に
伴
う
宿
主
の
免
疫
病
態
の
解
析
は
免
疫
学
の

重
要
な
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
愛
媛
大
学
へ
赴
任
ま
で
は
も
っ
ぱ
ら
、
Ｔ

細
胞
を
中
心
と
し
た
免
疫
応
答
制
御
機
構
を
解

析
し
て
い
ま
し
た
が
、
赴
任
後
は
研
究
の
方
向

を
少
し
変
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
知
見
を
細
菌
学

と
免
疫
学
の
境
界
領
域
の
研
究
と
し
て
よ
り
発

展
さ
せ
、
生
体
防
御
機
構
の
細
胞
生
物
学
的
・

分
子
生
物
学
的
解
析
を
目
指
し
て
研
究
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
こ
の
過
程
で
、パ
リ
・
パ
ス
ツ
ー

ル
研
究
所
のC

o
ssart

博
士
、
ド
イ
ツ
・
ビ
ュ

ル
ツ
ブ
ル
グ
大
学
のG

o
eb

el

博
士
、
そ
し
て

ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工
科
大
学
のF

u
ch

s

博

士
と
の
共
同
研
究
を
行
う
こ
と
が
出
来
、
研
究

も
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
ま
す
。

　

赴
任
し
て
十
四
年
、
前
任
地
の
東
京
か
ら
愛

媛
に
来
て
、
地
方
大
学
が
中
央
の
大
き
な
大
学

に
比
べ
て
、
様
々
な
面
で
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
が
、
そ
の
反
面
、
ゆ
っ

た
り
と
自
分
の
思
う
ま
ま
に
研
究
を
す
る
こ
と

が
出
来
る
環
境
が
あ
る
と
言
う
、
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
も
持
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
て
あ
ま
り

た
い
し
た
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
と
も
感
じ
て

い
ま
す
。
定
年
ま
で
の
残
さ
れ
た
一
年
あ
ま
り

の
時
間
を
、
有
意
義
に
過
ご
せ
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

愛
媛
大
学
大
学
院
医
学

系
研
究
科
免
疫
学
・
感

染
病
態
学
分
野

 

教
授　

浅
野　

喜
博

高
知
大
学
医
学
部

法
医
学
講
座

 

教
授　

橋
本　

良
明
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岡
田　

保
典
（
昭
和
四
十
九
年
卒
業
）

　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
病
理
学
教
室

　

平
成
二
十
二
年
度　

文
部
科
学
大
臣
表
彰　

科
学
技
術
賞（
開
発
部
門
）受
賞

受　
　

賞

　

こ
の
度
、
平
成
二
十
二
年
度
の
科
学
技
術
分

野
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰 

科
学
技
術
賞
（
開

発
部
門
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
科
学
技
術
分
野

の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
は
、「
科
学
技
術
に
関

す
る
研
究
開
発
、
理
解
増
進
等
に
お
い
て
顕
著

な
成
果
を
収
め
た
者
に
つ
い
て
、
そ
の
功
績
を

讃
え
る
こ
と
に
よ
り
、
科
学
技
術
に
携
わ
る
者

の
意
欲
の
向
上
を
図
り
、
も
っ
て
日
本
の
科
学

技
術
水
準
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
」、
を
目

的
と
し
文
部
科
学
省
が
表
彰
し
て
い
ま
す
。
科

学
技
術
賞
（
開
発
部
門
）
は
、「
社
会
経
済
、

国
民
生
活
の
発
展
向
上
な
ど
に
寄
与
し
、
実
際

に
活
用
さ
れ
て
い
る
画
期
的
な
研
究
開
発
・
発

明
を
行
っ
た
個
人
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
者
を
育

成
し
た
個
人
」
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
今
回

受
賞
し
た
業
績
名
は
、「
組
織
内
活
性
制
御
機

構
解
明
に
基
づ
く
血
清
Ｍ
Ｍ
Ｐ-

３
測
定
法
の

開
発
」
で
す
。
私
は
約
二
十
五
年
前
に
米
国
留

学
中
に
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
関
節
滑
膜
細
胞
か
ら

新
し
い
酵
素
が
産
生
さ
れ
る
こ
と
を
見
出
し
、

本
酵
素
を
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
メ
タ
ロ
プ
ロ
テ
ア
ー

ゼ-

３
（m

a
trix

 m
e
ta

llo
p
ro

te
in

a
se

-
3
=
M

M
P
-3

）
と
名
付
け
、
そ
の
後
の
我
々
を

含
め
た
世
界
の
研
究
者
に
よ
る
研
究
で
M
M
P

遺
伝
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
種
類
の
M
M
P
に
関
す
る
我
々
の
研
究
か

ら
、
Ｍ
Ｍ
Ｐ-

３
は
関
節
リ
ウ
マ
チ
滑
膜
細
胞

に
よ
り
大
量
に
産
生
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
細
胞
外
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
分
解

活
性
や
他
の
潜
在
型
Ｍ
Ｍ
Ｐ
の
活
性
化
な
ど
組

織
内
活
性
制
御
機
構
を
解
明
し
ま
し
た
。
次
い

で
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
Ｍ
Ｍ
Ｐ-

３
に
対
す
る
特
異
抗
体
を
用
い
た
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
イ
ム
ノ
ア
ッ
セ
イ
法
を
企
業
と
共
同
開
発

し
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
患
者
血
清
中
の
Ｍ
Ｍ
Ｐ-

３
濃
度
を
簡
便
、
正
確
、
短
時
間
で
測
定
す
る

こ
と
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
本
イ
ム
ノ
ア
ッ
セ

イ
法
は
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
関
節
滑
膜
病
変
を

反
映
す
る
世
界
初
の
非
侵
襲
的
検
査
法
と
し
て

平
成
十
三
年
か
ら
保
険
収
載
さ
れ
て
お
り
、
本

開
発
に
よ
り
従
来
の
検
査
法
で
は
検
出
で
き
な

か
っ
た
関
節
リ
ウ
マ
チ
滑
膜
炎
の
活
動
性
や
関

節
破
壊
の
予
測
を
可
能
に
し
、
生
物
学
的
製
剤

の
治
療
効
果
判
定
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
文

部
科
学
大
臣
表
彰
科
学
技
術
賞
は
、
金
沢
大
学

医
学
部
卒
業
者
で
は
機
能
再
建
学
（
旧
整
形
外

科
学
講
座
）
の
土
屋
弘
行
准
教
授
（
受
賞
時
）

と
富
田
勝
郎
教
授
（
受
賞
時
）
の
共
同
受
賞
と

経
血
管
診
療
学
（
旧
放
射
線
医
学
）
の
松
井 

修
教
授
の
受
賞
に
つ
い
で
三
件
目
で
あ
り
、
大

変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
昭
和

四
十
九
年
に
金
沢
大
学
を
卒
業
し
、
旧
病
理
学

第
一
講
座
、
旧
医
療
短
期
大
学
部
、
が
ん
研
究

所
を
経
て
、
平
成
九
年
十
月
よ
り
慶
應
義
塾
大

学
医
学
部
病
理
学
教
室
教
授
に
就
任
し
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｍ
Ｍ
Ｐ
と
そ
の
近
縁
遺
伝

子
フ
ァ
ミ
リ
ー
のA

D
A

M

（a d
isin

tegrin
 

an
d
 m

etallo
p
ro

tein
ase

）
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

つ
い
て
、
関
節
破
壊
や
癌
細
胞
の
増
殖
・
浸
潤
・

転
移
機
構
に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
十
全
同
窓
会
会
員
諸
先
生
か
ら
多
大
な

ご
支
援
・
ご
援
助
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
本
受

賞
内
容
に
も
旧
整
形
外
科
学
講
座
の
富
田
教
授

や
同
講
座
に
所
属
さ
れ
て
い
た
先
生
方
と
の
共

同
研
究
デ
ー
タ
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
今
後
と
も
同
窓
会
の
先
生
方
の
ご
指
導
・

ご
援
助
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
六
回　

十
全
医
学
賞

　

形
態
機
能
病
理
学
（
旧 

第
二
病
理
）

　

原
田　

憲
一
（
平
成
三
年
卒
業
）

　

こ
の
度
、
栄
誉
あ
る
第
六
回
十
全
医
学
賞
を

い
た
だ
き
、
金
沢
大
学
医
学
部
卒
業
生
と
し
て

大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
本
年
七
月
九

日
に
は
受
賞
式
な
ら
び
に
記
念
講
演
の
機
会
も

い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
私
の
受
賞
テ
ー
マ
は
、「
胆
管
に
お
け
る

自
然
免
疫
機
構
と
病
態
形
成
の
解
析
」
で
す
。

近
年
私
は
胆
道
系
自
然
免
疫
の
解
析
を
中
心
に

行
い
、
原
発
性
胆
汁
性
肝
硬
変
、
胆
道
閉
鎖
症
、

肝
内
結
石
症
な
ど
の
胆
道
系
疾
患
に
見
ら
れ
る

胆
管
病
変
の
病
態
形
成
に
胆
道
系
自
然
免
疫
応

答
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
卒
後
二
十
年
目
の
節

目
の
年
で
あ
り
、
入
局
以
来
研
究
し
て
き
ま
し

た
胆
道
系
疾
患
の
病
態
解
明
に
つ
い
て
の
研
究

内
容
が
、
ご
評
価
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変
う
れ

し
く
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
今
後
も
胆
道
系
疾
患

の
病
態
解
明
を
目
指
し
て
、
若
手
研
究
者
と
精

力
的
に
研
究
し
て
い
く
所
存
で
す
。
十
全
医
学

会
会
長
お
よ
び
選
考
委
員
の
先
生
方
、
ま
た
直

接
ご
指
導
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
中
沼
安
二
教

授
を
は
じ
め
金
沢
大
学
形
態
機
能
病
理
学
教
室

に
て
一
緒
に
研
究
に
携
わ
っ
た
先
生
方
、
ま
た

平
素
よ
り
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
国
内

外
の
先
生
方
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。
十
全
医
学

会
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
り
、
妊
婦
や
家
族
の
受
動
喫
煙
の
問
題
も
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
動
物
実
験
で
は
ニ
コ
チ
ン

の
次
世
代
へ
の
影
響
も
示
し
て
き
ま
し
た
。
自

殺
と
関
連
し
ま
す
が
、
遺
体
組
織
、
特
に
下
垂

体
や
副
腎
皮
質
、
唾
液
腺
か
ら
の
ス
ト
レ
ス
の

指
標
と
し
て
ク
ロ
モ
グ
ラ
ニ
ン
Ａ
の
有
用
性
に

つ
い
て
も
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
独
居
高
齢
者

の
飲
酒
や
薬
物
中
毒
の
問
題
点
も
明
ら
か
に
し

て
ま
い
り
ま
し
た
よ
う
に
、
社
会
医
学
的
な
現

象
を
こ
れ
ま
で
と
ま
っ
た
く
違
う
角
度
か
ら
み

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三 

、
最
後
に
、
会
員
の
先
生
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
医
療
学
系
長
と
し
て
高
知
大
学
の
医

学
研
究
発
展
を
第
一
に
尽
力
し
て
お
り
ま
す
。

高
知
大
学
で
は
各
学
部
の
教
員
が
従
来
の
縦
割

り
で
は
な
く
有
機
的
に
協
力
し
合
う
体
制
と
し

て
文
理
医
融
合
の
組
織
と
な
っ
て
お
り
、
横
断

型
の
組
織
を
有
す
る
点
で
、
金
沢
大
学
が
大
き

な
手
本
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
十
全
同

窓
会
の
皆
様
に
は
何
卒
ご
支
援
、
ご
指
導
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
八
回　

高
安
賞

　

平
成
二
十
二
年
七
月
三
日
に
金
沢
大
学
十
全

記
念
館
で
開
催
さ
れ
た
十
全
同
窓
会
総
会
の
席

上
で
、
研
究
科
長
か
ら
三
名
の
医
学
系
研
究
科

大
学
院
修
了
者
に
「
高
安
賞
」
が
授
与
さ
れ
た
。

最
優
秀
論
文
賞
は
杜
娃
博
士
に
、
優
秀
論
文
賞

は
橋
本
優
実
博
士
とD

u
 Y

u
ch

en

博
士
に
授

与
さ
れ
た
。

　
「
高
安
賞
」
は
、
高
安
病
の
発
見
者
で
あ
る

高
安
右
人
先
生
（
本
学
眼
科
三
代
目
教
授
、
旧

制
金
澤
医
科
大
学
の
初
代
学
長
）
の
本
学
お
よ

び
我
が
国
、
世
界
に
対
す
る
多
大
な
貢
献
と
業

績
を
記
念
し
て
平
成
十
五
年
に
制
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
今
年
で
八
回
目
と
な
る
。
そ
の
疾

患
は
明
治
十
四
年
四
月
に
福
岡
市
で
開
催
さ
れ

た
第
十
二
回
日
本
眼
科
学
会
で
最
初
に
報
告
さ

れ
た
。
ま
た
そ
の
原
著
論
文
は
十
全
会
雑
誌
第

五
十
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
「
高
安
賞
」
は
本
学
同
窓
会
会
員
臼
井

溢
氏
（
昭
和
三
十
九
年
卒
業
）
か
ら
の
寄
付
を

基
金
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
あ
る
。対
象
は
、

医
学
系
研
究
科
の
博
士
課
程
を
修
了
し
た
者

で
、
優
れ
た
学
位
論
文
を
発
表
し
た
と
評
価
さ

れ
た
者
を
表
彰
し
、
研
究
者
が
席
を
置
く
講
座

の
学
術
研
究
の
振
興
お
よ
び
若
手
研
究
者
の
育

成
に
貢
献
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
毎
年
、

複
数
の
委
員
か
ら
な
る
「
高
安
賞
」
選
考
委
員

会
で
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
今
年
は
五
十
四

編
に
及
ぶ
英
文
学
位
論
文
が
選
考
対
象
と
な
っ

た
。
今
回
選
ば
れ
た
右
記
三
名
、
さ
ら
に
僅
差

で
及
ば
な
か
っ
た
医
学
博
士
の
諸
君
に
は
、
今

後
も
研
究
に
、
診
療
に
活
躍
さ
れ
、
自
ら
の
業

績
を
伸
ば
し
、
さ
ら
な
る
本
学
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
る
こ
と
を
切
に
希
望
す
る
。

（
松
井　

修　

記
）

第
六
回　

黒
川
良
安
賞
及
び
ス
ロ
イ
ス
賞

　

医
王
保
護
者
の
会
の
支
援
に
基
づ
き
医
学
類

の
成
績
優
秀
学
生
を
顕
彰
す
る
黒
川
良
安
賞
及

び
ス
ロ
イ
ス
賞
の
授
与
式
は
、
今
年
で
六
回
目

を
迎
え
た
。

　

黒
川
良
安
賞
は
、
卒
業
す
る
学
生
の
う
ち
か

ら
選
ば
れ
た
片
山
恵
さ
ん
、坂
下
な
つ
み
さ
ん
、

小
林
英
士
さ
ん
（
成
績
順
）
の
三
名
に
対
し
て
、

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
三
日
の
学
位
記
伝
達

式
の
席
上
で
授
与
さ
れ
た
。

　

ま
た
ス
ロ
イ
ス
賞
は
、
三
年
次
を
修
了
し
た

学
生
の
う
ち
か
ら
選
ば
れ
た
野
口
和
寛
さ
ん
、

三
輪
隆
志
さ
ん
、
和
田
明
梨
さ
ん
（
成
績
順
）

の
三
名
に
対
し
て
、
平
成
二
十
二
年
四
月
七
日

の
入
学
式
当
日
に
開
催
さ
れ
た
医
王
保
護
者
の

会
総
会
の
席
上
で
授
与
さ
れ
た
。

（
井
関　

尚
一　

記
）

学
会
報
告
等

第
十
七
回　

日
本
チ
ェ
コ

外
科
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

第
十
七
回
日
本
チ
ェ
コ
外
科
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
五
日
（
土
）
か
ら
六

月
七
日
（
月
）
ま
で
、
金
沢
大
学
医
薬
保
健
学

域
医
学
系
が
ん
局
所
制
御
学
分
野
の
太
田
哲
生

教
授
を
会
長
と
し
て
、
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
平
成
十
三
年
に
慶
應
義
塾

大
学
名
誉
教
授
、
阿
部
令
彦
先
生
と
チ
ェ
コ
の
カ

レ
ル
大
学
教
授
、
ミ
ロ
ス
・
ハ
ヤ
ッ
ク
先
生
が
中

心
と
な
っ
て
、
日
本
と
チ
ェ
コ
の
外
科
学
の
交
流
・

発
展
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
当
時
、

両
教
授
は
国
際
外
科
学
会
（In

tern
ation

al 
C
ollege of S

urgeon
s

）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

部
会
長
の
要
職
に
あ
り
、
そ
の
際
の
交
友
を
基
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
両
国
の
文

化
交
流
や
親
睦
も
兼
ね
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

で
毎
年
交
互
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
式
言
語

は
英
語
で
、
今
回
は
チ
ェ
コ
に
加
え
て
ド
イ
ツ
か

ら
十
題
、
日

本
か
ら
は
十

八
題
、
合
わ

せ
て
二
十
八

題
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
外

科
学
の
総
論

か
ら
、
食
道
、

胃
、
大
腸
、

肝
胆
膵
、
肺
、

乳
房
、
ヘ
ル

ニ
ア
、
救
急

外
科
な
ど
の

各
論
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
発
表
と
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
久
留
米
大

学
の
藤
田
博
正
教
授
に
「
食
道
癌
の
治
療
成
績
と

病
院
規
模
の
関
係
」
に
つ
い
て
、
岩
手
医
科
大
学

の
若
林 

剛
教
授
に
「
腹
腔
鏡
補
助
下
肝
切
除
術
」

に
つ
い
て
、
大
変
興
味
深
い
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
金
沢
大

学
の
渡
邊 

剛
教
授
に
「
ダ
ビ
ン
チ
を
用
い
た
心
臓

の
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
」、
藤
田
保
健
衛
生
大
学
の
前
田

耕
太
郎
教
授
に
「
M
I
T
A
S
を
応
用
し
た
早
期

大
腸
癌
に
対
す
る
治
療
」
が
発
表
さ
れ
、
い
ず
れ

も
高
度
の
技
術
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
出
席
し

て
い
た
外
科
医
は
皆
す
ば
ら
し
い
画
像
に
釘
付
け

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
特
別
講
演
と
し

て
、
石
川
県
出
身
の
元
チ
ェ
コ
駐
在
大
使
で
、
金

沢
学
院
大
学
名
誉
学
長
で
あ
る
石
田
寛
人
先
生
に

「
人
形
劇
と
子
供
歌
舞
伎
」
の
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
金
沢
は
歌
舞
伎
や
能
が
有
名
で
す
が
、

一
方
プ
ラ
ハ
で
は
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
形
劇

が
非
常
に
盛
ん
と
の
こ
と
で
、
両
国
・
両
都
市
の

文
化
に
精
通
さ
れ
て
お
ら
れ
る
石
田
先
生
な
ら
で

は
の
ご
講
演
で
、
ま
さ
に
日
本
と
チ
ェ
コ
の
交
流

を
深
め
る
意
味
で
大
変
意
義
の
あ
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
六
月
五
日
に
は
金
沢
で
開
催
さ

れ
た
百
万
石
行
列
の
見
学
を
か
ね
て
、
チ
ェ
コ
の

先
生
や
同
伴
の
方
を
、
兼
六
園
や
金
沢
城
に
ご
案

内
し
、
金
沢
の
歴
史
や
美
観
に
触
れ
て
い
た
だ
く

機
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
、
お
互
い
の
親
睦
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
当
た
り
、

金
沢
大
学
第
二
外
科
同
門
会
、
金
沢
大
学
十
全

医
学
会
、
金
沢
大
学
消
化
器
・
乳
腺
・
移
植
再

生
外
科
の
ス
タ
ッ
フ
を
始
め
、
多
く
の
方
々
に

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
に
は
心
よ

り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。（

藤
村　

隆　

記
）
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幹
細
胞
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
注
目
を
集
め

て
い
る
。
そ
こ
に
さ
ら
に
「
マ
ウ
ス
モ
デ
ル
」
が

加
わ
り
、
そ
の
進
展
か
ら
は
目
が
離
せ
な
い
ホ
ッ

ト
な
領
域
と
な
っ
て
い
る
。「
分
子
標
的
」
に
つ

い
て
も
新
規
分
子
標
的
の
探
索
に
加
え
、
薬
剤

耐
性
に
つ
い
て
も
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に

と
も
な
う
標
的
分
子
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ

る
。

　

国
際
交
流
の
場
と
し
て
は
、
外
国
か
ら
若
手

研
究
者
を
招
聘
し
、
国
内
の
若
手
研
究
者
と
の

交
流
を
促
進
す
る
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画

し
た
。
独
・
日
本
・
中
国
出
身
で
現
在
、
異
国

の
米
・
豪
国
で
活
躍
し
て
い
る
新
進
気
鋭
の
研

究
者
た
ち
で
あ
り
、
同
年
代
の
日
本
の
若
手
研

究
者
も
刺
激
を
受
け
た
こ
と
と
思
う
。
本
セ
ミ

ナ
ー
に
は
、
二
〇
一
二
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

（
メ
ル
ボ
ル
ン
）
で
国
際
Ｍ
Ｒ
Ｓ
（M

etastasis 
R

esearch
 S

ociety

）
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
す

る
予
定
の
Ｍ
Ｒ
Ｓ
副
会
長 E

. W
. T

hom
pson

博

士
（
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
）
も
招
待
し
た
。

　

今
年
度
の
研
究
奨
励
賞
の
一
件
は
が
ん
研
究

所
腫
瘍
内
科
研
究
員
の
王
博
士
が
受
賞
し
た
。

本
学
会
で
は
本
学
出
身
の
清
木
教
授
（
東
大
・

医
科
研
所
長
）、
岡
田
教
授
（
慶
応
・
病
理
）
も

活
躍
し
て
い
る
。
今
回
の
金
沢
で
の
学
会
に
つ

い
て
、「
転
移
研
究
の
メ
ッ
カ
と
称
さ
れ
る
金
沢

大
学
が
ん
研
究
所
の
面
目
躍
如
」
と
多
く
の
先

生
方
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
多
数
い
た
だ
い
た
。

以
上
、
第
十
九
回
日
本
が
ん
転
移
学
会
は
盛
況

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
が
ん
研
究
所
の
諸
先
生
方
、

と
り
わ
け
矢
野
腫
瘍
内
科
教
授
お
よ
び
太
田
哲

生
第
二
外
科
教
授
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
最
後
に
、
今
後
と
も
日
本
が
ん
転
移
学
会

に
対
し
て
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
佐
藤　

博　

記
）

　

去
る
七
月
九
日
（
金
）
に
十
全
講
堂
に
お
い

て
平
成
二
十
二
年
度
十
全
医
学
会
学
術
集
会
が

開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
横
田
崇
教
授
、
加
藤
聖

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
下
『
再
生
医
療
の
最
前

線
─
分
子
か
ら
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
ま
で
─
』
と
題
し

て
、
学
外
四
名
の
講
師
お
よ
び
学
内
四
名
の
指

定
討
論
者
の
講
演
が
行
わ
れ
、
梅
雨
時
に
も
か

か
わ
ら
ず
総
勢
二
七
四
名
の
来
場
者
が
あ
っ

た
。

　

最
初
に
、
大
井
集
会
理
事
に
よ
る
開
会
の
辞

が
あ
り
、
第
一
席
と
し
て
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
研
究
所
講
師
の
高
橋
和
利
先
生
に
よ
る
「
ヒ

ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」
が

井
上
正
樹
教
授
の
司
会
の
下
行
わ
れ
た
。
同
氏

は
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
産
み
の
親
、
山
中
伸
弥
教
授

の
直
弟
子
で
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
誕
生
に
至
る
ま

で
の
経
緯
や
今
後
の
再
生
医
療
に
お
い
て
腫
瘍

性
の
な
い
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
作
製
技
術
の
開
発
の
課

題
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

　

次
い
で
理
化
学
研
究
所
幹
細
胞
研
究
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー

の
丹
羽
仁
史

先
生
の
講
演

「
多
能
性
を

規
定
す
る
転

写
因
子
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の

動
態
」
が
横

田
教
授
の
司

会
の
下
行
わ

れ
た
。
同
氏

は
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
の
多
能
性

に
つ
い
て
転

写
因
子
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の

観
点
か
ら
明

瞭
に
話
さ

れ
、
進
化
の

側
面
か
ら
も

話
さ
れ
た
。

　

続
い
て
加

藤
の
司
会
の

下
、
理
化
学

研
究
所
網
膜
再
生
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
高
橋

政
代
先
生
が
「
再
生
医
療
に
お
け
る
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
の
可
能
性
と
今
後
の
課
題
」
の
テ
ー
マ
で
網

膜
視
細
胞
と
色
素
上
皮
細
胞
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
や

Ｅ
Ｓ
細
胞
か
ら
の
分
化
誘
導
の
話
と
、
網
膜
変

性
疾
患
特
に
網
膜
色
素
変
性
症
や
黄
斑
変
性
症

へ
の
応
用
に
つ
い
て
の
話
を
中
心
に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
の
安
全
性
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
語
ら
れ

た
。

　

最
後
に
米
田
幸
雄
教
授
（
薬
学
系
）
の
司
会

の
下
、慶
応
大
学
教
授
の
岡
野
栄
之
先
生
の「
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
た
再
生
・
創
薬
研
究
」の
テ
ー

マ
で
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
の
脊
髄
損
傷
や
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
へ
の
細
胞
移
植
の

話
が
あ
り
、
更
に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
腫
瘍
原
性
へ

の
安
全
面
や
先
天
的
遺
伝
子
疾
患
患
者
か
ら

作
っ
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
た
創
薬
研
究
の
話

が
あ
っ
た
。

　

以
上
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
基
礎
か
ら
臨
床
応
用
ま

で
最
新
の
知
見
が
発
表
さ
れ
、
来
場
者
一
同
深

い
感
銘
を
受
け
た
。
予
定
時
間
を
超
過
す
る
ほ

ど
熱
心
な
討
論
も
な
さ
れ
、
本
学
再
生
医
療
研

究
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
学
術
集
会
で

あ
っ
た
。

（
加
藤　

聖　

記
）

岡野氏講演風景

会場風景

第
十
九
回　

日
本
が
ん
転
移

学
会
学
術
集
会
・
総
会

平
成
二
十
二
年
度　

十
全
医
学
会
学
術
集
会
開
催
さ
る

　

第
十
九
回
日
本
が
ん
転
移
学
会
学
術
集
会
・

総
会
は
六
月
十
六
（
水
）・
十
七
日
（
木
）
金
沢

市
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
三
〇
〇
名
を

超
え
る
参
加
者
が
あ
っ
た
。
本
学
会
が
金
沢
で

開
催
さ
れ
る
の
は
二
〇
〇
三
年
に
故
磨
伊
教
授

が
会
長
を
務
め
ら
れ
て
以
来
で
あ
る
。
今
回
の

学
術
集
会
は
、
転
移
研
究
分
野
に
お
け
る
「
若

手
研
究
者
の
飛
躍
」
と
「
国
際
交
流
」
を
重
点

課
題
と
し
て
企
画
を
し
た
。
今
回
の
学
術
集
会

で
は
、
転
移
研
究
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
が

ん
幹
細
胞
」
と
「
分
子
標
的
」
を
取
り
上
げ
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
重
点
的
に
議
論
し
た
。

「
が
ん
幹
細
胞
」
で
は
が
ん
研
究
所
の
仲
准
教
授
、

本
学
出
身
で
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
増
富

博
士
ら
が
、「
分
子
標
的
」
は
が
ん
研
究
所
の
矢

野
教
授
が
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
し
、
同
教
室
の
山
田

助
教
ら
が
発
表
し
た
。
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
が
ん
研
究
所
の
大
島
、
平
尾
教
授
と
金
沢
出

身
の
武
藤
誠
京
都
大
学
教
授
が
、
が
ん
研
究
に

お

け

る

「
マ
ウ
ス

モ
デ
ル
」

に
つ
い
て

最
新
の
知

見
を
講
演

し
た
。
現

在
、
転
移
・

悪
性
化
・

薬
物
耐
性

等
の
根
本

理
解
と
し

て
「
が
ん

研究奨励賞を受賞した王博士（中央）、矢野教授（左）、筆者（右）
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第
五
回　

研
究
所
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

二
〇
一
〇
年
六
月
二
十
四
日
（
木
）、

二
十
五
日
（
金
）
の
両
日
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
金

沢
に
て
、
が
ん
研
究
所
が
主
管
施
設
と
し
て
、

第
五
回
研
究
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
国
立
大
学
の
附
置
研

究
所
の
う
ち
生
命
医
科
学
を
研
究
領
域
と
す

る
、
東
北
大
学
・
加
齢
医
学
研
究
所
、
東
京
大

学
・
医
科
学
研
究
所
、
京
都
大
学
・
ウ
イ
ル
ス

研
究
所
、
京
都
大
学
・
再
生
医
科
学
研
究
所
、

大
阪
大
学
・
蛋
白
質
研
究
所
、
大
阪
大
学
・
微

生
物
病
研
究
所
、
九
州
大
学
・
生
体
防
御
医
学

研
究
所
な
ら
び
に
本
研
究
所
が
共
同
で
、
研
究

体
制
の
連
携
と
共
同
研
究
の
推
進
を
通
し
て
、

社
会
へ
の
貢
献
を
進
め
る
べ
く
、
本
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
五
年
前
か
ら
、
各
研
究
所
の
持
ち
回
り

で
毎
年
一
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
五
回
目
の
今

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、が
ん
研
究
所
が
企
画
・

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、が
ん
・

感
染
症
・
再

生
医
学
に
関

わ
る
最
新
の

研
究
成
果
に

つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
研

究
所
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の

研
究
所
を
代

表
す
る
エ
ー

ス
・
ク
ラ
ス

の
研
究
者
一
名
と
若
手
研
究
者
一
名
に
口
頭
発

表
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
四
名
の
研
究
者

も
国
外
か
ら
招
待
し
、
研
究
成
果
を
発
表
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
各
研
究
所
の
若

手
研
究
者
に
は
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
し
て
い
た
だ

く
場
も
設
け
、
合
計
三
十
弱
の
ポ
ス
タ
ー
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
主
管
す
る
研
究
所
の

特
色
に
合
わ
せ
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
け
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
今
回
は
が
ん
研
究
所
が
力
を

注
い
で
お
り
ま
す
「
が
ん
幹
細
胞
」「
転
移
」

に
関
わ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
け
、
こ
れ
ら
の

テ
ー
マ
に
関
連
し
て
活
発
な
研
究
を
行
わ
れ
て

い
る
方
を
海
外
か
ら
の
招
待
講
演
者
と
し
て
お

呼
び
す
る
と
と
も
に
、
各
研
究
所
か
ら
も
こ
れ

ら
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
る

方
に
ご
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
研
究

所
や
本
学
の
医
学
系
研
究
科
よ
り
参
加
し
た
研

究
者
は
、
国
際
レ
ベ
ル
の
最
新
の
知
見
に
触
れ

る
と
と
も
に
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
大
変
活
発

に
討
議
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

多
く
の
方
が
懇
親
会
に
も
参
加
し
、
外
部
の
研

究
所
か
ら
の
研
究
者
の
方
と
の
熱
心
な
交
流
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
こ
と
を
通
し
て
、

参
加
さ
れ
た
研
究
者
の
方
の
研
究
の
進
展
に
些

少
な
り
と
も
貢
献
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
医
学
系
研
究
科
博
士

課
程
の
単
位
認
定
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
本
学
の
医
学
系
研
究
科
の
博
士
課
程
の
多

く
の
学
生
も
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
学
生
の
多
く
が
講
演
会
場
や
ポ
ス
タ
ー
会

場
で
の
討
議
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
お
り
、

医
学
系
研
究
科
の
教
員
も
兼
ね
て
い
る
身
と
し

て
は
、
医
学
系
研
究
科
の
将
来
に
大
変
心
強
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。（

向
田　

直
史　

記
）

金
沢
大
学
関
連
病
院
長
会
議

　

金
沢
大
学
関
連
病
院
長
会
議
は
、
金
沢
大
学
関

連
病
院
長
（
石
川
ブ
ロ
ッ
ク
四
十
四
、
富
山

二
十
三
、
福
井
十
三
、
関
東
関
西
そ
の
他
三
）
と

金
沢
大
学
附
属
病
院
診
療
科
長
（
教
授
、
病
院
臨

床
教
授
・
医
局
長
な
ど
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
年
度
の
金
沢
大
学
関
連
病
院
長
会
議
は
、

平
成
二
十
二
年
七
月
三
日
（
土
）
十
四
時
三
十
分

か
ら
ホ
テ
ル
日
航
金
沢
で
開
催
さ
れ
、
九
十
八
名

（
関
連
病
院
か
ら
は
五
十
九
名
、
大
学
病
院
か
ら
は

三
十
九
名
）
の
参
加
の
も
と
、
総
会
及
び
意
見
交

換
を
行
い
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
総
会
議
事
に
お

い
て
は
会
計
報
告
、
役
員
の
異
動
報
告
な
ど
に
引

き
続
き
、
金
沢
大
学
附
属
病
院
長
と
し
て
重
点
的

に
以
下
の
内
容
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

① 

「
医
師
の
育
成
と
臨
床
研
修
医
制
度
」に
つ
い
て

　
「
臨
床
医
師
は
二
年
間
の
研
修
期
間
で
一
人
前
に

な
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
六
─
十
年
か
け
て
広
く

深
く
経
験
を
積
み
な
が
ら
一
人
前
に
育
っ
て
い
く
も

の
」
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
が
よ
う
や
く
〝
研
修

医
・
お
役
人
〟
の
双
方
に
わ
か
っ
て
も
ら
え
た
よ
う

で
、
厚
生
労
働
省
は
そ
れ
を
反
映
し
て
昨
年
、
思

い
切
っ
た
臨
床
研
修
医
制
度
の
大
幅
軌
道
修
正
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
北
陸
で
は
大
都
会
へ

の
研
修
医
の
大
流
出
が
鎮
静
化
し
、
金
沢
大
学
附

属
病
院
で
は
研
修
医
が
増
員
し
、
外
科
系
志
望
者

も
増
え
ま
し
た
。
ま
た
厚
生
労
働
省
指
針
と
し
て

「
こ
れ
か
ら
は
大
学
病
院
の
よ
う
な
大
規
模
病
院
を

中
核
と
し
、
地
域
医
療
機
関
と
連
携
を
持
つ
「
地

域
医
療
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
組
ん
で
若
手
医
師

を
育
て
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」、
と
の
記
述
が
あ

る
こ
と
も
追
加
し
、
中
央
省
庁
の
注
目
す
べ
き
意

識
変
化
で
あ
る
と
し
て
紹
介
し
ま
し
た（
ち
な
み
に
、

こ
れ
ら
の
改
革
こ
そ
が
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
堅
持
し

て
き
た
関
連
病
院
長
会
議
の
理
念
に
合
致
す
る
も

の
で
す
）。

　

し
か
し
、
全
国
の
地
方
医
療
を
見
渡
す
と
必
ず

し
も
楽
観
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年

度
の
研
修
医
の
動
向
が
重
要
な
の
で
、
引
き
続
き
、

各
関
連
病
院
と
協
力
し
て
若
手
医
師
の
育
成
に
、

愛
情
と
熱
意
を
も
っ
て
一
層
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

旨
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

② 

「
石
川
県
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て

　

金
沢
大
学
附
属
病
院
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る「
石

川
県
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」、「
金
沢
大
学
附

属
病
院
・
医
療
支
援
機
構
」
に
対
し
て
、
有
志
あ

る
各
関
連
病
院
長
か
ら
、
医
師
育
成
支
援
、
地
域

医
療
の
支
援
を
主
眼
と
し
た
寄
附
を
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
へ
の
御
礼
を
述
べ
、
そ
の
用
途
明
細
を
説

明
し
ま
し
た
。
特
に
今
年
度
は
主
に
指
導
医
・
研

修
医
の
情
報
交
流
会
や
研
修
医
の
周
辺
環
境
の
整

備
備
品
の
一
部
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
た
旨
を
報
告

し
ま
し
た
。

③
「
石
川
県
地
域
医
療
再
生
計
画
」
に
つ
い
て

　

石
川
県
が
推
進
し
て
い
る
「
石
川
県
地
域
医
療

再
生
計
画
」
に
つ
い
て
、
特
に
能
登
北
部
地
区
及
び

南
加
賀
地
区
を
中
心
と
し
た
医
療
再
生
に
向
け
て
、

金
大
附
属
病
院
が
中
心
と
な
り
尽
力
し
て
い
き
た

い
、
各
関
連
病
院
の
一
層
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い

旨
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
近
年
の
医
師
の
動
向
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
長
瀬
教
授
か
ら
特
別
講
演
が
あ
り
、
な
か
で
も

「
女
性
医
師
が
今
後
も
漸
増
し
て
い
く
こ
と
が
確
実

な
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て
病
院
内
環
境
整
備
が
重
要

で
あ
り
、
医
師
不
足
の
解
決
策
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ

で
あ
る
」
こ
と
な
ど
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
も
各
関
連
病
院
長
と
金
大

附
属
病
院
の
先
生
が
た
と
、
和
や
か
で
熱
心
な
意

見
交
換
、
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
は
七
月
二
日
（
土
）
金
沢
大
学
附
属
病
院
・

宝
ホ
ー
ル
で
の
開
催
予
定
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
富
田　

勝
郎　

記
）
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御
遺
骨
返
還
式
・
合
同
慰
霊
祭

　

平
成
二
十
二
年
の
御
遺
骨
返
還
式
・
合
同
慰

霊
祭
は
六
月
十
九
日
（
土
）
午
前
十
時
、
十
全

講
堂
で
の
文
部
科
学
大
臣
感
謝
状
伝
達
式
か
ら

始
ま
っ
た
。
池
森
順
一
総
務
課
長
に
よ
る
開
式

の
辞
に
は
じ
ま
り
、
平
成
二
十
一
年
度
献
体
者

の
ご
芳
名
が
拝
誦
さ
れ
、
井
関
尚
一
医
学
類
長

よ
り
ご
遺
族
お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
に
文
部
科
学

大
臣
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
、
感
謝
の
言
葉
を
ご

家
族
の
皆
様
に
述
べ
ら
れ
た
。

　

献
体
者
御
遺
骨
返
還
式
は
午
前
十
時
半
か
ら
、

ご
遺
族
の
皆
様
、
し
ら
ゆ
り
会
会
長 

井
沢
義
武

様
、
理
事
長 

竹
山
雅
万
様
を
は
じ
め
と
し
た
、

し
ら
ゆ
り
会
役
員
の
方
々
、
会
員
の
皆
様
に
ご

出
席
い
た
だ
き
、
井
関
尚
一
医
学
類
長
、
医
学

系
研
究
科
・
医
学
類
と
附
属
病
院
の
教
職
員
、

医
員
、
学
生
が
出
席
し
て
始
ま
っ
た
。
成
願
者

二
十
五
名
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
を
さ
さ
げ

た
後
、
祭
主
の
井
関
尚
一
医
学
類
長
が
追
悼
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。
出
席
者
全
員
が
壇
上
の

御
遺
骨
に
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
献
花
を
し
、

井
関
尚
一
医
学
類
長
か
ら
御
遺
骨
が
ご
遺
族
に

返
還
さ
れ
た
。
最
後
に
学
生
を
代
表
し
て
岡
直

輝
君
（
三
年
生
代
表
）
が
感
謝
の
言
葉
を
申
し

上
げ
、
解
剖
学
教
育
と
献
体
業
務
の
担
当
者
を

代
表
し
て
神
経
分
布
路
形
態
・
形
成
学
分
野 

尾

㟢
紀
之
が
感
謝
と
お
礼
の
言
葉
を
申
し
述
べ
た
。

　

合
同
慰
霊
祭
卯
辰
山
墓
地
法
要
は
午
後
一
時

か
ら
金
沢
大
学
医
学
部
卯
辰
山
墓
地
に
お
い

て
、
覚
林
寺
ご
住
職
の
ご
読
経
と
ご
講
話
を
賜

り
、
粛
然
と
営
ま
れ
た
。
ご
遺
族
と
し
ら
ゆ
り

会
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
井
関
尚
一
医
学

類
長
、
大
学
教
職
員
と
学
生
が
参
列
し
焼
香
、

参
拝
し
た
。
こ
の
墓
地
に
は
、
明
治
二
十
年
の

第
四
高
等
中
学
校
医
学
部
（
川
瀬
泰
輔
教
授
の

御
時
）
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
約
六
千
名
の

献
体
者
の
芳
名
墓
碑
が
三
十
四
あ
り
、
井
沢
義

武
会
長
の
ご
尽
力
も
あ
り
、
金
沢
市
よ
り
そ
の

整
備
に
つ
い
て
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

午
後
二
時
、
十
全
同
窓
会
が
平
成
十
四
年
十
月

に
修
造
し
て
下
さ
っ
た
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
愛
児

（
明
治
十
二
年
歿
）
の
墓
碑
に
も
奉
拝
し
た
。

　

第
一
○
八
回
合
同
慰
霊
祭
は
午
後
二
時
半
に

始
ま
っ
た
。
祭
壇
に
は
正
常
解
剖
と
病
理
解
剖

に
お
体
を
捧
げ
ら
れ
た
一
六
九
名
の
ご
芳
名
を

記
し
た
聖
額
が
立
て
ら
れ
、ご
遺
族
と
ご
来
賓
、

し
ら
ゆ
り
会
役
員
な
ら
び
に
会
員
の
皆
様
の
ご

臨
席
を
仰
ぎ
、
井
関
尚
一
医
学
類
長
、
松
井
修

研
究
科
長
、
三
邉
義
雄
附
属
病
院
副
病
院
長
、

医
学
系
研
究
科
・
医
学
類
・
附
属
病
院
の
教
職

員
、
そ
し
て
学
生
が
参
列
し
た
。
黙
祷
の
後
、

井
関
尚
一
医
学
類
長
が
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
、
出
席
者
全
員
が
献
花
を
さ
れ
た
。
最
後
に

三
邉
義
雄
副
病
院
長
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
午

後
三
時
半
過
ぎ
に
終
了
と
な
っ
た
。

　

七
月
八
日
（
木
）、
金
沢
大
学
医
学
部
卯
辰
山

墓
地
で
献
体
者
盂
蘭
盆
会
法
要
が
営
ま
れ
た
。

し
ら
ゆ
り
会
会
長 

井
沢
義
武
様
、
し
ら
ゆ
り
会

役
員
の
方
々
の
ご
出
席
を
仰
ぎ
、
井
関
尚
一
医

学
類
長
を
は

じ
め
と
す
る

医
学
類
の
教

職
員
多
数
の

方
々
が
参
列

さ
れ
た
。
覚

林
寺
ご
住
職

の
ご
読
経
を

賜
り
、
参
列

者
一
同
で
献

体
者
の
冥
福

を
祈
っ
た
。

（
尾
㟢　

紀
之　

記
）

医
学
展
開
催
に
向
け
て

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
医
学
展
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
致
し
ま
し
た
。
二

〇
一
〇
年
度
医
学
展
開
催
に
向
け
て
、
同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、

医
学
展
実
行
委
員
会
一
同
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
の
医
学
展
で
は
テ
ー
マ
を
「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
」
と
し
、
ヒ
ト
の
体
に
あ
る
た
く
さ
ん

の
不
思
議
や
感
動
を
来
場
者
に
実
感
・
体
感
し
て
も
ら
い
、
そ
の
こ
と
が
と
っ
つ
き
に
く

か
っ
た
医
学
へ
の
扉
を
開
く
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
想
い
で
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
毎
年
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
「
人
体
迷
路
」
に
加
え
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
内

視
鏡
体
験
・
Ｂ
Ｌ
Ｓ
講
習
・
リ
ハ
ビ
リ
体
験
を
行
う
「
模
擬
病
院
」、「
キ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
・

解
体
新
書
の
展
示
」、
主
に
地
域
の
方
の
自
ら
の
体
験
に
基
づ
く
医
療
に
対
す
る
想
い
を

集
め
た
「
気
持
ち
企
画
」
な
ど
、
様
々
な
も
の
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
学
生
に
す
ぎ
な
い
私
個
人
の
意
見
を
書
い
て
お
こ
が
ま
し
い
の
で
す
が
、
私
は
、
関

わ
っ
た
人
・
来
て
下
さ
っ
た
方
双
方
に
と
っ
て
、
こ
の
医
学
展
が
「
医
学
」
を
振
り
返
る
・

考
え
る
・
触
れ
る
機
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
生
に
と
っ
て
は
、
こ
れ

か
ら
自
分
た
ち
が
関
わ
っ
て
い
く
「
医
学
」
を
見
つ
め
な
お
す
場
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の

想
い
を
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
数
少
な
い
場
。
来
て
下
さ
っ
た
方
に
と
っ
て
は
、
自
分

の
体
に
つ
い
て
扱
う
医
学
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
数
少
な
い
場
。
そ
れ
ら
を
繋
い
で
い

る
の
が
「
医
学
展
」
で
す
。
医
学
展
と
い
う
場
を
通
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
医
学
を
見
つ

め
な
お
し
、そ
の
結
果
様
々
な
人
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
ど
れ
だ
け
い
い
だ
ろ
う
か
。

　

学
生
と
い
う
立
場
で
こ
の
よ
う

な
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
十

分
感
謝
し
な
が
ら
も
貪
欲
に
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
時
間
を
見
つ
け
て
足
を

運
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

日
ご
ろ
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
鞭

撻
に
感
謝
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

（
医
学
展
実
行
委
員　

委
員
長　

五
年　

平
木　

咲
子　

記
）
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病
院
紹
介

金
沢
赤
十
字
病
院

沿
革

　

日
本
赤
十
字
社
の
前
身
は
、
明
治
十
年
西
南

戦
争
を
機
に
設
立
さ
れ
た
救
護
団
体「
博
愛
社
」

で
、
明
治
二
十
年
に
日
本
赤
十
字
社
と
改
称
さ

れ
ま
し
た
。
名
誉
総
裁
に
皇
后
陛
下
を
頂
き
、

人
道
的
国
際
活
動
、
救
護
活
動
、
医
療
事
業
、

看
護
師
養
成
事
業
、
血
液
事
業
、
社
会
福
祉
事

業
、
救
急
法
等
の
講
習
、
赤
十
字
活
動
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
八
事
業
を
世
界
の
赤
新
月
社
や
赤

十
字
社
と
と
も
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
に
医
療
事
業
が
あ
り
、
日
本
全
国
に
現
在

九
十
二
の
病
院
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
金
沢

赤
十
字
病
院
は
大
正
十
九
年
七
月
に
「
日
本
赤

十
字
社
石
川
県
支
部
産
院
」
と
し
て
全
国

二
十
七
番
目
の
医
療
施
設
と
し
て
発
足
し
、
昭

和
二
十
八
年
四
月
に
金
沢
赤
十
字
病
院
と
名
称

を
変
更
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
に
現
在
の
金
沢

市
郊
外
三
馬
の
地
に
、
石
川
県
か
ら
委
託
を
受

け
た
老
人
病
棟
一
〇
〇
床
と
一
般
病
棟
一
〇
〇

床
、
合
計
二
〇
〇
床
の
病
院
と
な
っ
て
移
転
し

ま
し
た
。
そ
の
後
老
人
病
棟
が
二
〇
〇
床
と
な

り
ま
し
た
が
、
平
成
九
年
七
月
に
石
川
県
立
老

人
病
棟
全
病
床
が
赤
十
字
病
院
に
移
管
さ
れ
全

三
〇
〇
床
が
一
般
病
棟
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
整
形
外
科
や
脳
神
経
外
科
、
眼
科
な
ど
の

常
勤
医
を
招
聘
し
、
健
診
セ
ン
タ
ー
も
開
設
、

平
成
十
一
年
四
月
に
増
築
改
修
工
事
が
完
成
し

ま
し
た
。
平
成
十
九
年
四
月
に
血
液
浄
化
セ
ン

タ
ー
を
増
床
、
救
急
外
来
と
と
も
に
新
築
し
ま

し
た
。

現
況

　

金
沢
赤
十
字
病
院
と
言
え
ば
、
昭
和
五
十
年

代
故
遠
藤
元
院
長
が
率
い
る
産
婦
人
科
に
多
く

の
妊
婦
さ
ん
や
患
者
さ
ん
が
集
ま
り
、
年
間
出

産
取
扱
数
千
件
を
超
え
、
手
術
件
数
も
多
か
っ

た
時
代
の「
産
婦
人
科
の
日
赤
」と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
今
で
も
お
持
ち
の
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
は
医
師
不
足
の

あ
お
り
を
受
け
て
産
婦
人
科
の
常
勤
医
が
不
在

と
な
り
、
出
産
や
婦
人
科
手
術
は
不
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
①
糖
尿
病
お
よ
び
生
活
習

慣
病
・
腎
②
消
化
器
内
科
・
消
化
器
外
科
③
整

形
外
科
お
よ
び
脳
神
経
疾
患
と
そ
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
三
本
を
当
院
の
診
療
の
柱
と

し
、
患
者
さ
ん
の
便
宜
な
ど
も
考
え
、
糖
尿
病
・

腎
セ
ン
タ
ー
、
消
化
器
病
セ
ン
タ
ー
、
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
病
棟
な
ど
を
設
置
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
県
立
老
人
病
棟
が
委
託
さ
れ
て
い
た

関
係
か
ら
当
院
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
伝
統
的
に

高
齢
者
医
療
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
お

り
、
ま
た
診
療
報
酬
に
収
載
さ
れ
る
前
か
ら
訪

問
看
護
を
実
践
し
、
県
内
で
も
早
く
か
ら
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
を
充
実
さ
せ
、

高
齢
者
に
対
す
る
医
療
、
看
護
に
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
一
病
院
完
結
型
の
医
療
で
は
な
く

地
域
完
結
型
の
医
療
・
介
護
が
常
識
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
当
院
で
も
地
域
医
療
連
携
室
を
中

心
に
病
診
連
携
、
病
病
連
携
に
力
を
入
れ
、
開

放
病
床
三
十
五
床
を
設
置
し
、
地
域
の
開
業
医

か
ら
の
紹
介
率
お
よ
び
逆
紹
介
率
が
向
上
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
金
沢
大
学
附
属
病
院
と
の
連

携
も
強
く
、
手
術
な
ど
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
一

番
有
益
と
な
る
医
療
を
役
割
分
担
し
な
が
ら
遂

行
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
、
現
在
診
療
科
十
六
科
で
常
勤
医
は

二
十
八
名
、
非
常
勤
医
師
が
三
名
で
、
そ
の
大

多
数
が
金
沢
大
学
医
局
出
身
ま
た
は
派
遣
医
師

で
す
。
平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
院

と
な
り
、
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構V

er.5

の

認
定
を
受
け
て
お
り
、
現
在
は
協
力
型
臨
床
研

修
病
院
で
す
が
、
基
幹
型
に
認
定
さ
れ
る
べ
く

努
力
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

展
望
と
課
題

　

昨
今
の
社
会
現
象
で
す
が
、
当
院
で
も
呼
吸

器
内
科
医
、
循
環
器
内
科
医
、
整
形
外
科
医
、

婦
人
科
医
、
泌
尿
器
科
医
な
ど
が
不
足
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
大
小
の
病
院

が
集
中
し
て
い
る
金
沢
お
よ
び

そ
の
周
辺
の
病
院
の
分
布
が
今

の
ま
ま
で
い
い
の
か
ど
う
か
は

議
論
の
余
地
が
あ
り
ま
す
が
、

一
病
院
で
ど
う
な
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
現
実
は
大
学
の

医
局
に
お
願
い
し
て
医
師
を
確

保
す
る
努
力
を
す
る
し
か
な
い

よ
う
で
す
。
一
方
、
一
部
の
建

物
が
老
朽
化
し
て
き
て
い
る
事

や
、
い
わ
ゆ
る
電
子
カ
ル
テ
と

言
わ
れ
る
院
内
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
の
導
入
な
ど
の
課
題
も
今

後
解
決
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
当
院
は
家
庭
的
雰

囲
気
の
中
、
金
沢
大
学
医
局
の

お
か
げ
で
有
能
な
医
師
が
揃

い
、
赤
十
字
の
伝
統
か
ら
か
患

者
さ
ん
に
や
さ
し
い
看
護
を
目

指
す
ナ
ー
ス
が
多
く
、
そ
の
他

ス
タ
ッ
フ
も
真
面
目
で
熱
心
な

人
が
多
い
の
で
、
安
全
で
信
頼

さ
れ
る
医
療
を
通
し
て
地
域
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
力
を

合
わ
せ
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
や
は
り
内
科
、
外
科
、
整
形
外
科
を

中
心
に
、
金
沢
大
学
附
属
病
院
を
は
じ
め
と
す

る
近
隣
の
病
院
と
の
病
院
連
携
を
ま
す
ま
す
強

め
、
一
方
で
は
地
域
の
診
療
所
等
と
の
連
携
を

広
げ
、
地
域
の
中
で
当
院
の
力
に
見
合
っ
た
質

の
高
い
医
療
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
十
全

同
窓
会
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
院
長　

岩
田　

章　

記
）
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病
院
紹
介

国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会

舞
鶴
共
済
病
院

沿
革

　

舞
鶴
市
は
明
治
時
代
よ
り
軍
港
と
し
て
栄

え
、
多
く
の
公
的
機
関
が
設
置
さ
れ
、
人
口
は

十
万
人
を
超
え
、
当
時
よ
り
三
病
院
を
必
要
と

す
る
京
都
府
北
部
で
最
大
の
中
核
地
域
で
あ
っ

た
。
戦
後
、
舞
鶴
鎮
守
府
海
軍
病
院
は
国
立
舞

鶴
病
院
に
、
財
団
法
人
海
仁
会
病
院
は
舞
鶴
市

民
病
院
に
、
そ
し
て
舞
鶴
海
軍
工
廠
職
工
共
済

会
病
院
は
舞
鶴
共
済
病
院
へ
と
名
称
を
変
え

た
。
そ
の
後
、舞
鶴
赤
十
字
病
院
が
開
設
さ
れ
、

人
口
十
万
人
都
市
と
し
て
は
稀
な
医
療
充
実
都

市
が
形
成
さ
れ
た
。
終
戦
後
に
、
当
院
は
国
家

公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
（
Ｋ
Ｋ
Ｒ
）
が
運
営

す
る
全
国
三
十
五
カ
所
の
病
院
群
に
属
し
、
職

域
病
院
か
ら
広
く
一
般
市
民
を
対
象
と
す
る
医

療
機
関
と
生
ま
れ
変
わ
り
、
平
成
十
九
年
三
月

に
創
立
百
周
年
を
迎
え
た
。
当
院
は
準
公
的
病

院
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
公
的
資
金
の
援
助

を
受
け
ず
独
立
採
算
で
、
永
ら
く
地
域
医
療
に

貢
献
し
て
き
た
。
こ
の
背
景
が
、
当
院
の
理
念

で
あ
る
「
患
者
さ
ん
に
良
質
で
安
心
し
て
い
た

だ
け
る
医
療
」
を
「
効
率
よ
く
提
供
」
す
る
原

動
力
と
な
り
「
健
全
な
病
院
運
営
」
を
続
け
て

き
た
。
こ
の
永
年
培
わ
れ
た
自
立
心
は
厳
し
い

医
療
施
策
を
生
き
抜
く
た
め
の
大
切
な
精
神
で

あ
り
、
こ
の
事
が
当
院
に
お
け
る
他
職
種
間
は

も
と
よ
り
各
診
療
科
間
の
垣
根
が
低
い
こ
と
や

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
（
結
束
力
）
に
繋
が
っ

て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。

京
都
北
部
地
区
の
医
療
事
情
の
変
遷

　

戦
後
、
こ
の
小
さ
な
地
方
都
市
に
公
的
四
病

院
が
存
在
し
、
か
つ
、
各
々
の
病
院
の
設
置
母

体
や
支
援
大
学
が
異
な
る
こ
と
か
ら
自
ず
と
病

院
間
の
生
存
競
争
が
発
生
。
舞
鶴
地
区
は
近
隣

の
市
町
村
と
比
べ
て
、
新
し
い
医
療
技
術
の
導

入
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
著
し
か
っ
た
た
め
、

舞
鶴
地
区
の
医
療
を
求
め
て
、
近
隣
か
ら
流
入

す
る
患
者
は
相
当
数
に
上
り
、
診
療
圏
の
推
定

人
口
は
二
十
万
人
を
優
に
超
え
て
い
た
。
し
か

し
、
平
成
に
入
り
近
隣
の
福
知
山
市
、
宮
津
市
、

綾
部
市
等
の
自
治
体
病
院
の
診
療
機
能
が
飛
躍

的
に
充
実
し
始
め
る
と
、
徐
々
に
舞
鶴
市
の
病

院
過
密
地
帯
に
異
変
が
出
始
め
て
来
た
。
舞
鶴

市
内
四
病
院
に
通
院
す
る
総
患
者
数
の
減
少

（
周
り
の
市
町
村
の
患
者
が
地
元
の
病
院
で
治

療
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
）
に
よ
り
、
表
現

と
し
て
は
些
か
不
適
切
で
は
あ
る
が
、
い
わ
ゆ

る
勝
ち
組
、
負
け
組
に
次
第
に
分
か
れ
る
状
況

と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
急
性
期

病
院
を
利
用
す
る
入
院
患
者
が
減
少
し
、
平
成

十
一
年
に
舞
鶴
赤
十
字
病
院
（
京
都
府
立
医
科

大
学
関
連
病
院
）は
一
般
病
床
一
九
八
床
の
内
、

四
十
八
床
を
療
養
型
病
床
に
変
更
。
さ
ら
に
、

新
卒
後
研
修
制
度
が
開
始
さ
れ
た
平
成
十
六
年

四
月
、
舞
鶴
市
民
病
院
（
当
時
は
京
都
大
学
医

学
部
関
連
病
院
）
の
内
科
医
師
が
突
然
の
集
団

退
職
。
舞
鶴
市
民
病
院
が
決
定
的
な
負
け
組
と

な
り
、
そ
の
後
、
数
十
億
の
財
政
援
助
を
し
て

い
る
が
、
現
在
も
一
般
病
院
と
し
て
の
機
能
は

果
た
せ
て
い
な
い
。
私
が
舞
鶴
共
済
病
院
に
赴

任
し
た
昭
和
五
十
五
年
頃
は
、
舞
鶴
国
立
病
院

（
京
都
府
立
医
科
大
学
関
連
病
院
。
現
・
舞
鶴

医
療
セ
ン
タ
ー
）
が
圧
倒
的
優
位
に
立
つ
総
合

病
院
で
あ
っ
た
が
、
平
成
十
年
頃
よ
り
次
第
に

勢
い
に
陰
り
が
見
え
始
め
た
た
め
、
平
成
十
二

年
に
救
急
セ
ン
タ
ー
を
設
置
、
巻
き
返
し
を
図

り
、そ
の
後
の
数
年
間
は
勢
い
を
取
り
戻
す
も
、

平
成
十
六
年
頃
よ
り
医
師
不
足
の
影
響
が
徐
々

に
出
始
め
、
多
く
の
外
科
系
診
療
科
（
耳
鼻
咽

喉
科
、
眼
科
、
泌
尿
器
科
、
産
婦
人
科
等
）
の

医
師
が
一
人
体
制
と
な
り
、
三
九
五
床
あ
っ
た

一
般
病
床
は
、
平
成
二
十
年
か
ら
は
三
三
九
床

に
減
少
し
た
。

舞
鶴
地
域
医
療
の
問
題
点

　

最
近
、
新
聞
な
ど
で
舞
鶴
地
区
の
公
的
四
病

院
再
編
計
画
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
平
成

十
九
年
に
舞
鶴
地
域
医
療
あ
り
方
検
討
委
員
会

が
発
足
し
、
七
回
の
議
論
を
重
ね
て
、「
将
来

的
に
一
な
い
し
二
病
院
に
ま
と
め
、
で
き
れ
ば

一
つ
の
運
営
母
体
で
管
理
す
る
」
の
結
論
が
舞

鶴
市
長
に
答
申
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
平
成

二
十
一
年
四
月
に
公
的
四
病
院
を
一
つ
に
纏
め

る
再
編
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
た
。

各
病
院
の
設
立
母
体
、
支
援
す
る
大
学
病
院
、

医
療
実
績
、
経
営
状
況
、
病
院
職
員
の
気
持
、

等
を
全
く
無
視
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
は
多
く
の
無

理
が
あ
り
、
我
が
病
院
は
平
成
二
十
一
年
九
月

に
再
編
計
画
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
を
正
式
に
表

明
し
た
。

当
院
の
現
状
と
今
後
の
展
望

　

当
院
の
病
床
数
は
三
二
〇
床
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
・
Ｉ

Ｃ
Ｕ 

十
床
を
含
む
）
で
、標
榜
診
療
科
は
内
科
、

消
化
器
内
科
、
循
環
器
内
科
、
心
臓
血
管
外
科
、

一
般
外
科
、
小
児
科
、
整
形
外
科
、
泌
尿
器
科
、

産
婦
人
科
、
皮
膚
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
眼
科
、

口
腔
外
科
、
麻
酔
科
、
放
射
線
科
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
十
六
診
療
科
が
あ
り
、
平
成

二
十
一
年
度
の
平
均
在
院
日
数
は
一
三
・
一
日
、

病
床
稼
働
率
は
八
九
・
一
％
、
紹
介
率
は

四
三
・
八
％
、
外
来
診
療
単
価 

一
一
、三
二
四

円
、
入
院
診
療
単
価 
五
一
、二
二
八
円
で
あ
り
、

急
性
期
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
当
院
に
常
勤
医
師
を
派
遣
し
て
戴
い
て
い

る
大
学
は
、
金
沢
大
学
医
学
部
、
福
井
大
学
医

学
部
、
京
都
府
立
医
科
大
学
、
京
都
大
学
医
学

部
、
岡
山
大
学
医
学
部
（
平
成
二
十
一
年
七
月

よ
り
常
勤
麻
酔
科
医
二
名
）
で
、
外
来
診
療
の

支
援
と
し
て
金
沢
医
科
大
学
が
挙
げ
ら
れ
る
。

す
べ
て
の
外
科
系
診
療
科
の
医
師
は
二
名
以
上

の
常
勤
医
が
お
り
、
手
術
件
数
は
京
都
府
北
部

で
最
も
多
く
（
平
成
二
十
一
年
度
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー

タ
ー
か
ら
、
京
都
府
下
で
は
十
一
番
目
、
石
川

県
に
当
て
は
め
る
と
五
番
目
に
手
術
が
多
い
）

当
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
住
民
か
ら
頼
り
に

さ
れ
て
い
る
。
舞
鶴
地
区
の
住
民
が
手
術
治
療

を
含
め
た
最
新
治
療
を
都
会
に
住
む
方
々
と
等

し
く
享
受
で
き
る
態
勢
を
築
く
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
配
慮
し
、
当

院
の
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
①
地
域
に
お
け

る
循
環
器
系
（
脳
神
経
、
心
臓
、
腎
臓
）
医
療

の
拠
点
化
、
②
地
域
が
ん
医
療
の
拠
点
化
、
③

救
急
医
療
の
充
実
、④
健
診
管
理
部
門
の
充
実
、

の
四
本
柱
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
努
力

し
て
い
る
。

　

当
院
の
診
療
体
制
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す

る
た
め
に
、
現
在
、
新
病
棟
の
整
備
計
画
が
進

行
中
で
、
平
成
二
十
五
年
の
完
成
を
目
指
し
て

い
る
。こ
れ
を
機
に
、①
疾
患
群
別
の
セ
ン
タ
ー

化
、
②
放
射
線
治
療
装
置
を
新
規
に
導
入
し
、

癌
治
療
の
充
実　

③
個
室
率
を
高
め
る
こ
と
に

よ
り
患
者
さ
ん
に
快
適
な
入
院
環
境
を
提
供　

④
海
が
見
え
る
総
合
医
局
の
開
設
、
を
考
え
て

い
る
。

　

最
後
に
、
終
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
、
当
院
の

病
院
長
は
金
沢
大
学
医
学
部
第
二
内
科
の
出
身

で
あ
り
、
金
沢
大
学
の
絶
大
な
支
援
を
得
て
運

営
し
て
お
り
ま
す
。
金
沢
か
ら
遠
く
離
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
院
長　

多
々
見　

良
三　

記
）
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再
生
分
子
医
学

研
究
分
野
に
つ
い
て

　

私
た
ち
の
所
属
し
て
い
る
再
生
分
子
医

学
研
究
分
野
は
、
一
九
九
八
年
に
金
沢
大

学
大
学
院
医
学
研
究
科
・
分
子
情
報
医
学

系
専
攻
・
分
子
病
態
医
学
講
座
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
（
初
代
講
座
主
任
：
中
西
功

夫
教
授
）。
そ
の
後
、
二
〇
〇
一
年
に
横

田 

崇
教
授
が
第
二
代
教
授
と
し
て
就
任

し
、
同
年
に
行
わ
れ
た
博
士
課
程
の
部
局

化
に
伴
う
改
組
に
よ
っ
て
、
金
沢
大
学
大

学
院
医
学
系
研
究
科
・
が
ん
医
科
学
専

攻
・
機
能
再
生
学
講
座
・
再
生
分
子
医
学

研
究
分
野
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

二
〇
〇
八
年
に
行
わ
れ
た
三
学
域
・
十
六

学
類
制
へ
の
移
行
に
よ
り
、
金
沢
大
学
医

薬
保
健
研
究
域
医
学
系
・
が
ん
医
科
学
専

攻
・
再
生
分
子
医
学
研
究
分
野
と
な
り
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
医
学
系
研
究
科

の
修
士
・
博
士
課
程
の
教
育
を
担
当
し
、
こ
れ

ま
で
に
修
士
五
名
、
博
士
四
名
に
学
位
を
授
与

し
、
現
在
は
修
士
課
程
に
二
名
、
博
士
課
程
に

四
名
の
大
学
院
生
が
在
籍
し
て
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。

研
究
分
野
に
お
け
る
研
究
の
紹
介

　

私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、
主
と
し
て
マ
ウ
ス

の
胚
性
幹
細
胞
（
Ｅ
Ｓ
細
胞
）
を
研
究
材
料
と

し
て
用
い
て
、
幹
細
胞
の
増
殖
や
分
化
の
制
御

機
構
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｓ

細
胞
は
胚
盤
胞
の
内
部
細
胞
塊
か
ら
樹
立
さ
れ

た
細
胞
株
で
、
体
内
の
様
々
な
細
胞
へ
と
分
化

で
き
る
能
力
（
多
能
性
）
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
最
近
で
は
人
の
体
細
胞
か
ら
Ｅ
Ｓ
細
胞
に

良
く
似
た
性
質
を
持
つ
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
作
製
が

可
能
で
あ
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
や

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に
代
表
さ
れ
る
多
能
性
幹
細
胞
を

用
い
た
再
生
医
療
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
能
性
幹
細
胞
を
実
際

に
治
療
に
用
い
る
際
に
は
材
料
と
な
る
幹
細
胞

を
必
要
な
数
に
ま
で
増
幅
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
多
能
性
幹
細
胞
を
通
常
の
条
件

下
で
培
養
す
る
と
多
能
性
を
持
つ
が
故
に
大
半

の
細
胞
が
分
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

多
能
性
幹
細
胞
の
自
己
複
製
（
多
能
性
を
保
持

し
な
が
ら
未
分
化
状
態
で
増
殖
す
る
こ
と
）
の

分
子
機
構
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
知
見
を
も

と
に
効
率
の
良
い
多
能
性
幹
細
胞
の
増
幅
方
法

を
開
発
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ウ
ス
の
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
場
合
に
は
、
白
血
病

阻
害
因
子
（
Ｌ
Ｉ
Ｆ
）
と
呼
ば
れ
る
サ
イ
ト
カ

イ
ン
を
培
地
に
添
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の

自
己
複
製
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
現
在
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
に

お
け
る
Ｌ
Ｉ
Ｆ
の
自
己
複
製
シ
グ
ナ
ル
の
解
明

を
中
心
に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
私
た
ち
を
含
む
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
研

究
か
ら
、
マ
ウ
ス
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
自
己
複
製
に
お

い
て
はO

ct3
/4

やS
o
x2

、
そ
し
て
Ｌ
Ｉ
Ｆ
の

下
流
分
子
で
あ
るS
T
A
T

3

と
い
っ
た
転
写
因

子
群
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の

転
写
因
子
の
下
流
分
子
の
探
索
を
行
っ
た
結

果
、
ポ
リ
コ
ー
ム
分
子
で
あ
る
Ｅ
ｅ
ｄ
や
、
イ

ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
制
御
分
子
で
あ
る

Z
fp

5
7

、
Ｅ
ｔ
ｓ
フ
ァ
ミ
リ
ー
転
写
因
子

G
A

B
Pα

、
癌
遺
伝
子
と
し
て
も
有
名
なβ

-caten
in

、
核
内
オ
ー
フ
ァ
ン
受
容
体D

ax1

、

新
規
分
子S

d
d
r

な
ど
の
興
味
深
い
分
子
を
見

出
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
分
子
の

E
S
細
胞
の
自
己
複
製
に
お
け
る
役
割
に
つ
い

て
も
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
の
で
、
こ
こ
に
ご
紹
介
し
ま

す
。

Ⅰ 

Ｅ
Ｓ
細
胞
に
お
け
る
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス

　

制
御
と
自
己
複
製
の
関
係

　

Ｅ
Ｓ
細
胞
の
自
己
複
製
状
態
と
分
化
状
態
の

切
り
替
え
に
伴
い
、
ヒ
ス
ト
ン
修
飾
が
動
的
に

変
化
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
ヒ
ス
ト
ン
修
飾
を
介
し
て
様
々
な
遺
伝
子
の

発
現
制
御
を
行
う
ポ
リ
コ
ー
ム
分
子
Ｅ
ｅ
ｄ
の

発
現
量
を
人
為
的
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
Ｅ
Ｓ
細
胞
株
を
作
製
し
て
、
Ｅ
Ｓ
細

胞
に
お
け
る
こ
の
分
子
の
役
割
を
調
べ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
E
e
d
がG

ata4

やC
d
x2

な
ど
の
様
々
な
分
化
関
連
遺
伝
子
群
の
プ
ロ

モ
ー
タ
ー
領
域
付
近
に
局
在
し
、
付
近
の
ヒ
ス

ト
ン
の
リ
ジ
ン
残
基
を
メ
チ
ル
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
遺
伝
子
群
の
発
現
を
抑
制

し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
結
果
か
ら
、S

T
A
T

3

やO
ct3

/4

な
ど
の

転
写
因
子
が
Ｅ
ｅ
ｄ
の
発
現
を
誘
導
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
ヒ
ス
ト
ン
構
造
を
調
節
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
様
々
な
分
化
関
連
遺
伝
子
群
の
発
現
を

抑
制
し
て
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
自
己
複
製
を
促
進
し
て

い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅱ 

Ｅ
Ｓ
細
胞
の
自
己
複
製
に
お
け
る
転
写
因
子

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
詳
細
な
解
析

　

最
近
の
網
羅
的
な
解
析
か
ら
、S

T
A
T
3

や

O
ct3

/4

を
含
む
い
く
つ
か
の
転
写
因
子
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｅ

Ｓ
細
胞
の
自
己
複
製
を
維
持
し
て
い
る
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
転
写
因
子

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
体
に
関
し
て
は
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
は

S
T
A
T
3

やO
ct3

/4

の
下
流
分
子
と
し
て
見
い

だ
し
た
分
子
の
解
析
を
進
め
て
い
く
に
つ
れ

て
、
い
く
つ
か
の
転
写
因
子
がO

ct3
/4

と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
ま

し
た
。
例
え
ば
、G

A
B

Pα

はO
ct3

/4

リ
プ

レ
ッ
サ
ー
分
子
群
の
発
現
を
抑
制
す
る
こ
と
に

よ
っ
てO

ct3
/4

の
発
現
を
促
進
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、β

-caten
in

はO
ct3

/4

の

co-activator

と
し
て
働
い
て
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
自

己
複
製
維
持
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
も
見
出
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
はD

ax1

の
よ
う
に
、O

ct3
/4

に
結
合
し
てO

ct3
/4

の
活
性
を
負
に
制
御
し

て
い
る
転
写
因
子
の
存
在
も
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
自
己
複
製
の
維
持
に

お
い
て
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る

O
ct3

/4

の
周
囲
に
存
在
す
る
転
写
因
子
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
一
部
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
ご
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
現
時
点
で

は
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
自
己
複
製
機
構
に
関
し
て
の

知
見
を
蓄
積
し
て
い
る
段
階
で
す
が
、
今
後
は

こ
れ
ら
の
知
見
を
も
と
に
再
生
医
学
の
発
展
に

も
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
同
窓
会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
小
出　

寛　

記
）
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細
胞
移
植
学

　
「
新
し
い
」
内
科
学
講
座
を
売
り
に
し
て

い
た
第
三
内
科
も
、
本
年
で
開
講
四
十
二
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。「
第
三
内
科
」
と
い
う

愛
着
の
あ
る
教
室
名
称
は
だ
ん
だ
ん
と
使
わ

れ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
中
尾
眞
二
教

授
が
第
三
代
教
授
に
昇
任
後
、
附
属
病
院
で

は
「
血
液
内
科
・
呼
吸
器
内
科
」、
医
薬
保

健
研
究
域
医
学
系
（
大
学
院
医
学
系
研
究

科
）
で
は
「
が
ん
医
科
学
専
攻
機
能
再
生
学

講
座
細
胞
移
植
学
」
の
看
板
を
か
か
げ
て
最

先
端
の
診
療
と
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
最
近
で
は
学
生
教
育
や
研
修
医

の
指
導
に
も
全
医
局
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

旧
第
三
内
科
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
血
液
・

移
植
研
究
室
、
血
栓
・
止
血
研
究
室
、
呼
吸

器
研
究
室
の
三
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

血
液
・
移
植
グ
ル
ー
プ
の
研
究
テ
ー
マ
は
、

中
尾
教
授
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
再
生
不
良

性
貧
血
（
再
不
貧
）
の
病
態
解
明
」
と
「
造
血
幹

細
胞
移
植
に
よ
る
難
治
性
血
液
疾
患
の
治
療
」
で

す
。
中
尾
教
授
が
教
室
を
主
宰
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
今
年
で
十
二
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

現
在
も
直
接
、
若
手
の
研
究
指
導
を
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

再
不
貧
に
お
け
る
免
疫
病
態
の
関
与
を
診
断
す

る
上
で
、
現
在
も
っ
と
も
簡
便
で
信
頼
の
お
け
る

検
査
法
は
、
当
教
室
で
開
発
さ
れ
た
「
高
感
度
フ

ロ
ー
サ
イ
ト
メ
ト
リ
ー
を
用
い
た
発
作
性
夜
間
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
尿
症
（
Ｐ
Ｎ
Ｈ
）
型
血
球
の
検
出
」

で
す
。
こ
の
ア
ッ
セ
イ
の
重
要
性
が
広
く
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
今
で
は
全
国
の
血
液

内
科
医
か
ら
検
査
依
頼
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
解
析

結
果
と
治
療
方
針
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
杉
森
尚
美
助

教
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
山
﨑
宏
人
講
師

（
医
局
長
）
は
「
再
不
貧
に
お
け
る
免
疫
病
態
マ
ー

カ
ー
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
多
施
設
共

同
前
方
視
的
臨
床
試
験
」
を
主
導
し
、
歴
代
の
大

学
院
生
た
ち
が
見
つ
け
た
免
疫
病
態
マ
ー
カ
ー
が

骨
髄
不
全
の
日
常
臨
床
に
役
立
つ
か
否
か
を
検
討

中
で
す
。
さ
ら
に
、大
学
院
生
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、

多
系
統
の
血
球
に
お
け
る
Ｐ
Ｎ
Ｈ
型
血
球
の
有
無

を
調
べ
る
こ
と
で
造
血
幹
細
胞
の
分
化
経
路
の
解

明
を
目
指
す
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
ん
で
い

ま
す
。

　

高
見
昭
良
准
教
授
（
輸
血
部
長
）
は
、
厚
生
労

働
省
班
会
議
・
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
と
の
共
同
研
究

と
し
て
同
種
造
血
幹
細
胞
移
植
の
患
者
・
ド
ナ
ー

に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｐ
解
析
を
行
い
、
移
植
転
帰
に
影

響
す
る
複
数
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
ｓ
を
見
出
し
ま
し
た
。
Ｈ

Ｌ
Ａ
検
査
と
Ｓ
Ｎ
Ｐ
解
析
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
移
植
成
績
が
最
も
良
く
な
る
「
理
想
の

ド
ナ
ー
選
び
」
が
将
来
可
能
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
近
藤
恭
夫
助
教
（
外
来
医
長
）
は
、
留
学

先
で
の
研
究
を
発
展
さ
せ
、
抗
Ｇ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
抗
体
を

併
用
し
た
Ｃ
Ｄ
Ｋ
２
ペ
プ
チ
ド
ワ
ク
チ
ン
の
臨
床

応
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
科
は
日
本

最
大
の
血
液
腫
瘍
研
究
組
織
で
あ
る
日
本
成
人
白

血
病
研
究
グ
ル
ー
プ
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｇ
）
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
コ
ア
メ
ン
バ
ー
の
大
竹
茂

樹
教
授
（
保
健
学
科
）
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が

ら
、
各
種
の
臨
床
試
験
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
新

研
修
制
度
の
導
入
後
、
教
育
の
重
要
性
が
一
層
増

し
ま
し
た
。
新
任
の
小
谷
岳
春
助
教
は
病
棟
で
の

学
生
教
育
・
研
修
医
の
初
期
教
育
を
担
当
し
、
評

判
も
上
々
の
よ
う
で
す
。

　

先
代
の
松
田
保
名
誉
教
授
が
基
礎
を
作
ら
れ
た

血
栓
・
止
血
研
究
室
は
、「
血
栓
症
の
克
服
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
チ
ー
フ
の

朝
倉
英
策
准
教
授
（
高
密
度
無
菌
治
療
部
）
は
播

種
性
血
管
内
凝
固
症
候
群
（
Ｄ
Ｉ
Ｃ
）
の
病
態
解

析
と
治
療
法
の
改
善
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
い

ま
す
。
朝
倉
准
教
授
ら
が
提
唱
し
た
Ｄ
Ｉ
Ｃ
の
病

型
分
類
（
線
溶
抑
制
型
と
線
溶
亢
進
型
）
は
、
血

栓
止
血
学
会
で
も
そ
の
有
用
性
が
広
く
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
森
下
英
理
子
准
教
授
（
保
健
学
科
）

は
先
天
性
凝
固
異
常
症
の
遺
伝
子
解
析
を
専
門
と

し
て
お
り
、
全
国
の
先
生
方
か
ら
様
々
な
欠
損
症

の
解
析
依
頼
を
受
け
て
い
ま
す
。
山
﨑
雅
英
講
師

は
抗
リ
ン
脂
質
抗
体
症
候
群
（
Ａ
Ｐ
Ｓ
）
の
病
態

解
析
に
挑
む
傍
ら
、
不
育
症
や
強
皮
症
の
診
療
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
本
グ
ル
ー
プ
は
、
薬
学

部
の
大
学
院
生
や
附
属
病
院
検
査
部
血
液
検
査
室

の
ス
タ
ッ
フ
と
の
共
同
研
究
が
さ
か
ん
で
す
。
ま

た
、
全
身
臓
器
に
広
が
る
血
管
を
研
究
の
対
象
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
血
管
外
科
は
も
ち
ろ
ん
皮

膚
科
・
産
科
等
、
様
々
な
診
療
科
・
研
究
室
と
横

断
的
に
臨
床
や
研
究
を
進
め
て
い
る
こ
と
も
大
き

な
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　

呼
吸
器
研
究
室
は
、
対
象
疾
患
別
に
三
つ
の
サ

ブ
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
基
礎
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
気
道
疾
患
グ
ル
ー
プ
は
、
慢
性
閉
塞

性
肺
疾
患
、
特
に
「
ア
ト
ピ
ー
咳
嗽
」
と
「
慢
性

咳
嗽
」
に
お
け
る
咳
嗽
の
発
生
機
序
の
解
明
と
治

療
法
の
開
発
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
い
ま
す
。

藤
村
政
樹
准
教
授
の
指
導
の
も
と
、
大
倉
徳
幸
助

教
や
大
学
院
生
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
、
咳
嗽
発

生
に
お
け
る
気
管
支
平
滑
筋
と
Ａ
Δ
神
経
線
維
と

の
関
係
や
ア
ト
ピ
ー
咳
嗽
に
対
す
る
マ
ク
ロ
ラ
イ

ド
の
新
作
用
な
ど
、
ア
ト
ピ
ー
咳
嗽
や
咳
喘
息
の

咳
嗽
発
生
機
序
に
関
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
成
果

を
い
く
つ
も
発
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
片
山
伸

幸
助
教
（
病
棟
医
長
）
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
慢

性
咳
嗽
の
原
因
疾
患
調
査
な
ど
の
疫
学
調
査
も
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

間
質
性
肺
炎
グ
ル
ー
プ
で
は
、
早
稲
田
優
子
医

員
ら
子
育
て
奮
闘
中
の
若
手
女
性
医
師
が
中
心
と

な
っ
て
臨
床
と
基
礎
研
究
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

間
質
性
肺
炎
患
者
の
乾
性
咳
嗽
は
実
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
合
併
す
る
慢
性
咳
嗽
が
原
因
で
あ
る
こ

と
、
現
在
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｉ
ｇ
Ｇ
４
関
連
疾
患

で
は
好
酸
球
性
気
道
疾
患
の
合
併
が
多
い
こ
と
な

ど
、
新
知
見
を
い
く
つ
も
見
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、

基
礎
研
究
で
は
肺
の
線
維
化
に
関
す
る
研
究
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

　

肺
が
ん
グ
ル
ー
プ
で
は
、
笠
原
寿
郎
講
師
（
外

来
化
学
療
法
室
長
）
の
指
導
の
も
と
、
大
学
院
生

が
中
心
と
な
っ
て
肺
癌
治
療
薬
ゲ
フ
ィ
チ
ニ
ブ（
イ

レ
ッ
サ
）
に
関
す
る
基
礎
研
究
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
連
携
腫
瘍
内
科
学
講
座
の
曽
根

崇
特
任
准
教
授
や
関
連
病
院
の
先
生
方
と
共
同

で
、
非
小
細
胞
肺
が
ん
に
対
す
る
多
施
設
共
同
臨

床
試
験
を
い
く
つ
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

第
三
内
科
は
「
成
果
が
臨
床
に
す
ぐ
還
元
で
き

る
よ
う
な
臨
床
に
近
い
研
究
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

世
界
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
「
若
い
」
第
三
内
科
の
伝
統
を

ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
医
局
員
一
同
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
山
﨑　

宏
人　

記
）
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支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

滋
賀
支
部

　

平
成
二
十
二
年
度
十
全
同
窓
会
滋
賀
県
支
部

総
会
、
懇
親
会
は
、
六
月
十
三
日
（
日
）
午
前

十
一
時
か
ら
草
津
市
内
に
あ
る
ホ
テ
ル
ボ
ス
ト

ン
プ
ラ
ザ
草
津
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
支
部

の
会
員
数
は
現
在
五
十
七
名
で
す
。
昨
年
度
の

移
動
は
、
転
入
三
名
、
転
出
二
名
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
三
名
で
し
た
。
お
集
ま
り
下
さ
い
ま
し

た
先
生
方
は
総
勢
十
八
名
で
し
た
。
十
全
同
窓

会
本
部
よ
り
来
賓
と
し
て
金
沢
大
学
学
長
中
村

信
一
先
生
に
奥
様
ご
同
伴
で
お
出
で
頂
き
ま
し

た
。
ま
ず
当
番
幹
事
の
三
宅
隆
先
生
の
司
会
に

始
ま
り
、
浅
野
定
弘
先
生
が
本
年
四
月
保
健
衛

生
の
功
績
に
よ
り
旭
日
小
綬
章
の
叙
勲
を
受
け

ら
れ
た
こ
と
と
、
三
浦
克
之
先
生
が
昨
年
十
二

月
滋
賀
医
科
大
学
社
会
医
学
講
座
の
教
授
に
就

任
さ
れ
た
こ
と
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
い

で
支
部
長
浅
野
定
弘
先
生
に
よ
り
今
日
の
厳
し

い
医
療
状
勢
の
お
話
を
ま
じ
え
た
御
挨
拶
が
あ

り
、
つ
い
で
朝
日
晋
先
生
に
よ
る
平
成
二
十
一

年
度
会
計
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き
中
村
信
一
先
生
に
よ
り

「
地
域
に
立
脚
し
世
界
に
飛
躍
す
る
『
新
生
金

沢
大
学
』
へ
の
進
化
〜
我
が
国
ベ
ス
ト
10
大
学

を
目
指
し
て
」
の
演
題
で
特
別
講
演
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。
ま
ず
学
部
学
科
制
か
ら
学
域
学
類

制
へ
の
変
革
や
、
地
域
と
世
界
に
開
か
れ
た
教

育
重
視
の
研
究
大
学
を
目
指
す
基
本
理
念
の
お

話
、
世
界
的
な
研
究
拠
点
形
成
の
ビ
ジ
ョ
ン
の

お
話
を
し
て
頂
き
、
つ
い
で
附
属
病
院
や
宝
町

キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
病
棟
建
設
や
新
改
築
の
進
捗

状
況
の
お
話
、
角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
金

沢
大
学
の
素
晴
ら
し
い
建
物
の
紹
介
を
多
数
の

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
高
邁
な
理
念
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
に
変
革
が

進
ん
で
い
る
母
校
の
様
子
に
、
感
激
す
る
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
期
待
を
込
め
な
が
ら
拝
聴
致

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
十
二
階
に
移
動
し
懇
親
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
和
洋
折
衷
の
美
味
し
い
料
理
と
お
酒

を
頂
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
懐
か
し
い
金
沢
時

代
の
思
い
出
を
話
し
合
っ
た
り
、
近
況
や
、
最

近
の
厳
し
い
医
療
情
勢
の
こ
と
な
ど
、
時
間
を

忘
れ
て
歓
談
が
続
き
ま
し
た
。

　

終
了
後
、中
村
信
一
先
生
を
お
送
り
し
た
後
、

名
残
惜
し
い
十
数
名
の
方
々
は
一
階
の
ラ
ウ
ン

ジ
に
移
動
し
更
に
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
皆
様

こ
こ
で
も
お
酒
が
入
っ
て
、
気
持
よ
く
お
話
も

は
ず
み
ま
し
た
が
、
午
後
四
時
過
ぎ
に
来
年
の

再
会
を
約
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
滋
賀
県
支
部
総
会
は
、
滋
賀
医
科

大
学
の
先
生
方
に
当
番
幹
事
を
お
願
い
し
、
平

成
二
十
三
年
六
月
の
第
二
日
曜
日
に
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

当
日
の
出
席
者

山
口　
　

勝
（
昭
和
十
九
年
卒
業
）

九
谷　
　

修
（
昭
和
二
十
五
年
卒
業
）

宮
浦　

靖
郎
（
昭
和
三
十
六
年
卒
業
）

江
竜　

喜
史
（
昭
和
三
十
九
年
卒
業
）

笹
井　

三
郎
（
昭
和
三
十
九
年
卒
業
）

白
石　
　

制
（
昭
和
四
十
一
年
卒
業
）

浅
野　

定
弘
（
昭
和
四
十
二
年
卒
業
）

三
宅　
　

隆
（
昭
和
四
十
三
年
卒
業
）

朝
日　
　

晋
（
昭
和
四
十
五
年
卒
業
）

眞
下　

六
郎
（
昭
和
四
十
六
年
卒
業
）

山
本　
　

明
（
昭
和
四
十
六
年
卒
業
）

桑
原　

正
喜
（
昭
和
四
十
九
年
卒
業
）

谷　
　
　

徹
（
昭
和
五
十
一
年
卒
業
）

桝
田
昌
之
助
（
昭
和
五
十
三
年
卒
業
）

中
西　
　

二
（
昭
和
五
十
三
年
卒
業
）

伊
藤　
　

誠
（
昭
和
五
十
四
年
卒
業
）

三
浦　

克
之
（
昭
和
六
十
三
年
卒
業
）

斉
木　

雅
章
（
平
成
三
年
卒
業
）

（
眞
下　

六
郎　

記
）

ク

ラ

ス

会

金
沢
大
学
医
学
部

三
十
九
年
卒
業
同
窓
会

　

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
三
十
九
年
卒
業
同
窓

会
、今
年
は
福
井
県
在
住
者
が
担
当
と
な
っ
た
。

福
井
で
開
催
す
る
時
は
、
芦
原
温
泉
が
多
か
っ

た
の
で
、今
回
は
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

最
も
遠
方
か
ら
毎
回
皆
出
席
の
中
島
君
、
姫
路

か
ら
安
積
君
、
千
葉
か
ら
井
上
君
ら
総
勢

二
十
八
名
が
集
ま
っ
た
。
福
井
の
せ
い
か
例
年

よ
り
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
が
、
大
変
楽
し
い

懇
親
会
で
あ
っ
た
。

　

来
年
の
幹
事
は
、
中
島
君
が
担
当
と
な
り
遠

路
山
形
県
酒
田
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
皆
楽

し
み
に
し
て
い
た
。

（
福
島　

克
治　

記
）
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昭
和
四
十
二
年
度
医
学
部

進
学
生
・
同
窓
会

　

平
成
二
十
二
年
六
月
五
日
（
土
）、
昭
和

四
十
二
年
度
進
学
生
の
同
窓
会
が
香
林
坊
の
エ

ク
セ
ル
東
急
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同

日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
全
国
か
ら
三
十
四
名
の

同
期
生
が
参
加
し
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
中
に

は
卒
業
後
初
対
面
と
い
う
諸
氏
も
含
ま
れ
互
い

に
す
ぐ
に
は
名
前
が
で
な
い
受
付
で
の
一
幕
も

あ
り
ま
し
た
。
会
は
物
故
者
へ
の
黙
祷
に
始
ま

り
テ
ー
ブ
ル
席
で
の
宴
会
に
進
み
ま
し
た
。
ス

ク
リ
ー
ン
で
は
金
沢
医
科
大
学
の
歴
史
を
収
録

編
纂
し
た
貴
重
な
映
像
（
十
全
同
窓
会
よ
り
貸

出
）
を
九
十
分
に
渡
り
上
映
し
往
時
を
偲
び
ま

し
た
。
一
同
、
改
め
て
本
学
の
歴
史
の
深
さ
と

先
人
の
医
学
に
対
す
る
熱
意
に
感
銘
を
受
け
た

次
第
で
す
。
続
い
て
出
席
し
た
諸
氏
の
近
況
報

告
に
移
り
リ
レ
ー
方
式
で
壇
上
か
ら
の
三
分
間

ス
ピ
ー
チ
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
還
暦
を
過
ぎ

る
こ
と
数
年
、
参
集
し
た
全
員
が
健
康
で
現
役

で
要
職
に
就
い
て
お
り
、
話
術
も
滑
ら
か
に
一

巡
し
た
と
こ
ろ
で
予
定
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
時
代
の
秘
話
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
多
く
披
露

さ
れ
、
金
沢
で
の
学
生
時
代
の
経
験
が
今
日
の

礎
に
な
っ
て
い
る
と
の
話
に
会
場
で
は
頷
く
姿

も
多
数
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
東
京
女
子
医
大

の
中
川
君
か
ら
同
大
附
属
第
二
病
院
長
の
井
上

君
（
旧
姓
広
瀬
）（
四
十
六
年
卒
業
）
を
昨
年

自
ら
主
治
医
と
し
て
病
床
で
看
取
っ
た
と
い
う

壮
絶
な
話
が
あ
り
一
同
、
改
め
て
ご
冥
福
を
祈

り
ま
し
た
。
戦
直
前
、
直
後
の
食
糧
難
に
胎
児

期
を
過
ご
し
た
我
々
の
年
代
は
倹
約
遺
伝
子
の

後
生
的
影
響
？
に
よ
っ
て
さ
ぞ
メ
タ
ボ
状
態
か

な
と
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、
比
較
的
ス
マ
ー
ト

な
体
型
の
諸
氏
が
多
か
っ
た
の
も
意
外
で
し
た

（
写
真
は
同
伴
者
四
名
を
含
む
）。
皆
、
健
康
管

理
に
は
熱
心
で
ジ
ム
通
い
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ゴ

ル
フ
、
登
山
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ス
キ
ー
な
ど

の
快
適
な
汗
を
流
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

い
る
よ
う
で
し
た
。
異
色
の
趣
味
と
し
て
は

一
〇
〇
㎞
マ
ラ
ソ
ン
、
大
規
模
菜
園
、
海
中
ダ

イ
ビ
ン
グ
な
ど
が
あ
り
、
医
業
の
傍
ら
悠
々
自

適
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
真
只
中
と
い
う
誠
に
羨

ま
し
い
君
も
お
り
人
生
い
ろ
い
ろ
医
者
も
い
ろ

い
ろ
の
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

宴
も
た
け
な
わ
と
な
り
、
今
後
の
開
催
予
定

に
つ
い
て
話
が
進
み
ま
し
た
。
今
回
四
十
二
年

度
進
学
と
し
た
の
は
卒
業
年
度
が
複
数
年
度
に

渡
り
通
常
の
卒
業
年
度
で
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
理
由
が
あ
り
ま
し
た
。
次
回
か

ら
は
天て

ん

孫そ
ん

会
と
い
う
名
称
で
開
催
す
る
こ
と
で

意
見
が
一
致
し
ま
し
た
。
天
孫
会
の
由
来
は
故

西
田
尚
紀
名
誉
教
授
の
命
名
に
よ
る
も
の
で

す
。
先
生
を
当
時
金
沢
大
学
医
学
部
で
活
躍
し

て
い
た
四
十
六
年
卒
業
の
同
期
生
か
ら
成
る
有

志
の
会
（
約
十
名
）
に
お
招
き
し
た
際
に
「
君

た
ち
は
大
学
で
仕
事
を
す
る
に
はT

en
sio

n

を

持
つ
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
集
ま

り
は
天
孫
降
臨
の
天
孫
会
（T

en
sio

n

に
掛
け

て
）
に
し
て
は
ど
う
か
」
に
由
来
す
る
も
の
で

す
。
西
田
先
生
ら
し
い
ユ
ー
モ
ア
と
戒
め
が
込

め
ら
れ
て
お
り
最
も
相
応
し
い
と
い
う
こ
と
で

決
定
し
ま
し
た
。

　

会
は
盛
会
裡
に
閉
会
と
な
り
、
一
同
、
市
祭

百
万
石
パ
レ
ー
ド
の
余
韻
が
残
る
初
夏
の
香
林

坊
へ
と
繰
り
出
し
ま
し
た
。
翌
日
、
有
志
に
よ

る
二
組
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
片
山
津
Ｇ
Ｃ
で
行

わ
れ
ま
し
た
。ち
な
み
に
ス
コ
ア
は
九
十
六（
Ｔ

Ｙ
氏
）
が
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
で
参
加
者
は
前
日
の

睡
眠
不
足
が
影
響
し
た
よ
う
で
し
た
。

　

末
筆
な
が
ら
貴
重
な
金
沢
医
科
大
学
の
歴
史

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
山

本
博
学
域
長
並
び
に
十
全
同
窓
会
事
務
局
に
深

謝
致
し
ま
す
。

（
幹
事
：
藤
井
、
川
崎
、
坂
東
、
文
責
：
宮
森　

勇
）

第
四
十
六
回　

日
本
周

産
期
・
新
生
児
医
学
会

　

去
る
七
月
十
一
日
〜
十
三
日
に
神
戸
国
際
会

議
場
を
メ
イ
ン
会
場
に
第
四
十
六
回
日
本
周
産

期
・
新
生
児
医
学
会
を
主
催
さ
せ
て
戴
き
ま
し

た
。
本
学
術
集
会
の
会
長
は
産
科
医
、
新
生
児

科
医
に
加
え
て
五
年
に
一
回
小
児
外
科
医
が
務

め
て
お
り
ま
す
。
本
学
術
集
会
の
企
画
は
次
の

四
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
行
い
ま
し
た
。

一
つ
目
は
「
小
さ
な
い
の
ち
を
救
い
、
大
き
な

み
ら
い
を
支
え
る
─
Ｅ
Ｂ
Ｍ
と
Ｎ
Ｂ
Ｍ
─
」
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
企
画

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
据
え
る
こ
と
、
二
つ
目

は
一
般
演
題
の
発
表
を
全
て
示
説
に
す
る
こ

と
、
三
つ
目
は
国
際
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
、
四
つ
目
は
参
加
者
が
楽
し
め
る
学
術

集
会
に
す
る
こ
と
で
す
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
胎

児
発
育
障
害
や
周
産
期
の
治
療
的
侵
襲
は
生
涯

に
亘
っ
て
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
重
大
な
影

響
を
も
た
ら
し
、
そ
の
た
め
に
予
防
は
周
産
期

か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
治
療
と
フ
ォ
ロ
ー

ア

ッ

プ

はN
arrative-based

 M
ed

icin
e

（N
B
M

）
に
基
づ
い
て
成
人
に
達
す
る
ま
で
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
に
基
づ
い

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら「S

m
all 

fo
r G

estatio
n
al A

ge

（S
G

A

）
の
病
態
と

予
防
」「
周
産
期
か
ら
の
虐
待
予
防
」
及
び
「
胎

児
診
断
と
倫
理
」
を
メ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

し
、「
小
さ
な
い
の
ち
へ
の
医
療
侵
襲
と
こ
こ

ろ
の
発
達
」
を
教
育
講
演
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

メ
イ
ン
会
場
で
一
つ
だ
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
「
母
胎
救
命
救
急
の

限
界
」「
社
会
的
リ
ス
ク
と
周
産
期
医
療
」「
壊 特別講演の大江健三郎氏に感謝状を進呈する（学会長）

同
窓
生
の
消
息
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医
師
会
コ
ー
ナ
ー

平
成
二
十
二
年
度　

医
薬
保
健
学
域
特
別
講
義

石
川
県
医
師
会
理
事　

小
川　

純

　

金
沢
大
学
医
薬
保
健
学
域
医
学
類
一
年
生
に

対
す
る
特
別
講
義
も
今
年
度
で
三
回
目
を
数
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。
石
川
県
医
師
会
が
中
心
と

な
り
学
生
に
講
義
を
行
う
も
の
で
、
二
年
前
か

ら
始
ま
っ
た
。
第
一
回
の
六
月
八
日
（
火
）
か
ら

第
五
回
の
七
月
六
日
（
火
）
ま
で
、一
週
間
に
一
度
、

合
計
五
回
に
わ
た
り
各
九
十
分
の
講
義
を
行
っ

た
。
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

一
、
日
本
の
医
療
制
度
、
世
界
の
医
療
制
度

　
　

石
川
県
医
師
会　

会
長　
　

小
森　
　

貴　

先
生

　
　

芳
珠
記
念
病
院　

小
児
科　

多
賀　

千
之　

先
生

　

小
森
会
長
か
ら
は
医
療
制
度
全
般
、医
師
会
、

ま
た
医
師
の
心
構
え
な
ど
を
、
あ
る
時
は
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
学
生
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
多

賀
先
生
か
ら
は
ご
自
分
の
ア
メ
リ
カ
留
学
時
代

の
経
験
を
交
え
日
本
の
医
療
制
度
の
優
れ
た
面

を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

二
、
各
診
療
科
、
現
場
か
ら
の
声

　
　

石
川
県
医
師
会
理
事　

内
科　

洞
庭　

賢
一　

先
生

　
　

石
川
県
医
師
会
理
事　

外
科　

大
平　

政
樹　

先
生

　
　

柴
山
ク
リ
ニ
ッ
ク　

内
科　

柴
山　

真
介　

先
生

　
　

サ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
ま
だ　

小
児
科　

山
田　
　

燦　

先
生

　
　

石
川
県
医
師
会
理
事　

内
科　

小
川　
　

純

　

冒
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
に
今
の
科
目
を

選
ば
れ
た
理
由
、
実
際
の
医
療
現
場
で
の
体
験

を
お
話
し
い
た
だ
き
、
今
回
、
初
め
て
の
試
み

と
し
て
後
半
は
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
学
生

の
テ
ー
ブ
ル
に
行
っ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

し
て
も
ら
っ
た
。
五
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
順
に

回
っ
て
い
た
だ
い
た
た
め
一
グ
ル
ー
プ
に
五
分

間
く
ら
い
し
か
い
ら
れ
ず
、せ
わ
し
か
っ
た
が
、

学
生
は
そ
の
ほ
う
が
し
ゃ
べ
り
や
す
か
っ
た
と

み
え
、
活
発
に
発
言
し
て
い
た
。

三
、
女
性
医
師
の
体
験
談

　
　

金
沢
医
科
大
学
病
院　

赤
澤　

純
代　

先
生

　
　

芳
珠
記
念
病
院　
　

野
竹
早
智
子　

先
生

　

女
性
医
師
の
お
話
は
い
つ
も
学
生
に
人
気
が

あ
る
。
医
科
大
に
女
性
外
来
を
作
ら
れ
た
赤
澤

先
生
の
今
ま
で
の
苦
労
、
そ
し
て
今
後
の
展
望

な
ど
の
お
話
、
野
竹
先
生
に
は
麻
酔
科
で
の
経

験
に
始
ま
り
現
在
の
部
署
ま
で
の
道
の
り
を
、

両
先
生
と
も
に
し
っ
か
り
と
し
た
口
調
で
、

き
っ
ぱ
り
と
お
話
し
さ
れ
た
。
学
生
な
ら
ず
と

も
私
も
聞
き
惚
れ
て
し
ま
っ
た
。

四
、
勤
務
医
の
体
験
談

　
　

金
沢
大
学
研
修
医　

金
森　

岳
広　

先
生

　
　

金
沢
大
学
研
修
医　

友
影　

美
貴　

先
生

　
　

金
沢
大
学
研
修
医　

宮
川　

太
郎　

先
生

　
　

金
沢
大
学
研
修
医　

徳
久　

英
樹　

先
生

　

現
役
の
研
修
医
の
話
に
は
年
齢
が
近
い
せ
い

も
あ
っ
て
か
学
生
も
大
い
に
興
味
が
あ
る
ら
し

く
、
と
く
に
そ
の
一
日
の
生
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
関
心
が
あ
る
よ
う
だ
っ
た
。

五
、
在
宅
医
療

　
　

加
賀
た
ち
ば
な
元
気
ク
リ
ニ
ッ
ク　

橘　
　

秀
樹　

先
生

　

今
回
初
め
て
在
宅
医
療
の
話
が
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
在
宅
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
家
族
ぐ
る
み
の

診
療
に
目
を
見
張
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

六
、
過
疎
地
域
医
療
の
体
験
談

　
　

石
川
県
立
中
央
病
院　

消
化
器
内
科　

辻　
　

国
広　

先
生

　
　

石
川
県
立
中
央
病
院　

循
環
器
内
科　

寺
本　

了
太　

先
生

　

過
疎
地
域
と
く
に
離
島
診
療
の
経
験
談
は
学

生
に
き
っ
と
新
鮮
に
映
っ
た
に
違
い
な
い
。

七
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

　
　

小
松
市
民
病
院　

小
児
科　

上
野　

良
樹　

先
生

　
　

北
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク　

小
児
科　

北
谷　

秀
樹　

先
生

　
　

金
沢
市
立
病
院　

呼
吸
器
内
科　

中
積　

泰
人　

先
生

　

昨
年
勃
発
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は

医
療
機
関
、
行
政
と
も
に
そ
の
対
応
に
四
苦
八

苦
し
た
。
何
よ
り
敵
の
正
体
が
わ
か
ら
な
い
、

対
処
方
法
が
わ
か
ら
な
い
、
そ
の
よ
う
な
中
で

診
療
所
と
病
院
が
協
力
し
て
立
ち
向
か
っ
て

い
っ
た
姿
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。

八
、
医
師
会
に
つ
い
て

　
　

石
川
県
医
師
会
理
事　
　

小
川　
　

純

　

学
生
も
、
若
い
研
修
医
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
開

業
医
ま
で
第
一
線
で
活
躍
す
る
医
師
に
よ
る
話

を
聞
け
た
こ
と
が
印
象
的
で
刺
激
的
だ
っ
た
ら

し
く
、
来
年
も
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
多

く
聞
か
れ
た
。
来
年
も
内
容
を
吟
味
し
是
非
学

生
に
話
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
今

回
ご
参
加
い
た
だ
い
た
十
九
名
の
先
生
方
に
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

死
性
腸
炎
の
病
因
と
予
防
」「
周
産
期
医
療
と

再
生
医
学
」"G

lo
b
al H

ealth
: C

h
allen

ges 
an

d
 O

p
p
o
rtu

n
ities"

な
ど
時
機
に
合
っ
た

九
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
「
妊
婦
健
診
体
制
を

再
考
す
る
」「
周
産
期
医
療
と
倫
理
」「
重
症
染

色
体
異
常
症
例
に
対
す
る
周
産
期
ケ
ア
」「
ハ

イ
リ
ス
ク
新
生
児
の
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に

よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
諸
問
題
」
な
ど
四
つ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
示
説
発
表

だ
け
の
演
題
募
集
で
し
た
が
、
国
内
か
ら
九
〇

〇
余
題
、
国
外
か
ら
三
十
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
国
外
か
ら
は
十
一
名
の
講
師
と
四
名
の
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
を
招
待
致
し
ま
し
た
。
特
別
講
演

の
大
江
健
三
郎
氏
に
は
最
も
弱
い
者
の
視
点
か

ら
周
産
期
医
療
従
事
者
に
聞
い
て
欲
し
い
『
ひ

と
り
の
苦
し
め
ら
れ
た
子
供
の
一
滴
の
涙
』
を

話
し
て
戴
き
ま
し
た
。
招
待
講
演
は
童
話
作
家

の
宮
川
ひ
ろ
氏
に
『
子
ど
も
の
頃
も
ら
っ
た
も

の
』
を
、ま
た
獣
医
師
の
竹
田
津
実
氏
に
は
『
野

生
か
ら
の
伝
言
』
を
御
講
演
戴
き
、
何
れ
も
会

員
に
深
い
感
銘
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
会
長
講

演
と
し
て
『
小
さ
い
い
の
ち
を
救
い
、
大
き
な

み
ら
い
を
支
え
る
〜
Ｅ
Ｂ
Ｍ
と
Ｎ
Ｂ
Ｍ
〜
』
を

講
演
し
、
周
産
期
医
療
の
一
角
を
担
う
新
生
児

外
科
を
例
に
と
っ
て
Ｅ
Ｂ
Ｍ
と
同
時
に
Ｎ
Ｂ
Ｍ

の
重
要
性
を
強
調
致
し
ま
し
た
。
有
料
参
加
者

は
医
師
二
、
〇
一
〇
名
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
三
六

〇
名
、
招
待
者
一
五
〇
名
、
学
生
七
〇
名
で
、

参
加
総
数
二
、
六
〇
〇
名
余
で
過
去
の
記
録
を

大
幅
に
更
新
致
し
ま
し
た
。

（
大
阪
府
立
母
子
保
健
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

小
児
外
科　

窪
田　

昭
男　

記
）
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明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
官
立
高
等
中

学
校
医
学
部
と
し
て
設
置
さ
れ
、
の
ち
高
等
学

校
医
学
部
と
な
り
、
明
治
三
十
四
年

（
一
九
〇
一
）
勅
令
に
よ
り
官
立
医
学
専
門
学

校
と
し
て
独
立
し
た
の
は
、
金
沢
と
同
じ
歴
史

を
有
す
る
千
葉
、
仙
台
、
岡
山
、
長
崎
の
五
校

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）
に
新
潟
医
学
専
門
学
校
が
官
立

と
し
て
新
設
さ
れ
、
計
六
校
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
六
校
の
う
ち
、
仙
台
医
学
専
門
学
校

は
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
・
七
月
三
十
日

大
正
と
改
元
）
に
東
北
帝
国
大
学
医
学
専
門
部

と
な
り
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
同
大
学
医

科
大
学
と
な
っ
た
。
な
お
同
医
学
専
門
部
は
大

正
七
年
に
廃
止
さ
れ
た
。

　

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
十
二
月
六
日
に
大

学
令
が
公
布
さ
れ
、残
る
新
潟
を
含
む
五
校
は
、

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
単
科
大
学
令
に
よ

る
医
科
大
学
へ
の
昇
格
が
約
束
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
各
校
の
大
学
昇
格
の
順
位
を
め
ぐ

り
種
々
問
題
も
あ
っ
た
が
、
大
正
十
一
年

（
一
九
二
二
）
に
官
立
医
科
大
学
官
制
が
公
布

さ
れ
、
大
学
と
し
て
授
業
開
始
の
順
序
は
、
大

正
十
一
年
度
に
二
大
学
（
新
潟
、
岡
山
）、
翌

十
二
年
度
に
三
大
学
（
千
葉
、
金
沢
、
長
崎
）

に
す
る
と
正
式
に
決
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
順
序
の
決
定
は
、
全
国
に
お
け
る
大
学

配
置
の
地
理
的
関
係
を
重
視
し
た
「
文
部
省
通

牒
」
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
（『
十
全
會
雜
誌
』

第
一
八
一
号
・
大
正
十
年
二
月
一
日
）。

　

今
回
、
医
学
部
記
念
館
資
料
室
所
蔵
の
「
校

長
會
議
々
事
綴
」
の
中
に
、
正
式
決
定
に
先
立

つ
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
十
二
月
二
十
七
日

付
の
関
係
文
書
を
見
付
け
た
の
で
、
以
下
原
文

の
ま
ま
記
す
。

資
料
①

拜
啓
醫
科
大
學
開
始
順
序
に
關
す
る
件
本
日
通

牒
相
成
候
に
付
て
は
其
の
趣
旨
御
含
み
の
上
職

員
諸
氏
等
の
間
に
自
然
誤
解
を
生
す
る
が
如
き

事
無
之
様
可
然
御
配
慮
相
煩
度
候
尚
大
學
と
し

て
の
授
業
開
始
に
は
前
後
の
順
序
有
之
候
も
官

制
に
は
可
成
同
時
に
大
學
引
直
し
の
意
味
を
表

は
し
得
る
様
規
定
方
目
下
考
究
中
に
有
之
候
此

義
も
内
々
御
含
置
相
成
度
候

敬
具

　

大
正
九
年
十
二
月
二
十
七
日

文
部
省
專
門
學
務
局
長
松
浦
鎭
次
郎

金
澤
醫
學
專
門
學
校
長
髙
安
右
人
殿

資
料
②

　

大
正
九
年
十
二
月
二
十
七
日

文
部
省
專
門
學
務
局
長
松
浦
鎭
次
郎　

印

　

金
澤
醫
學
專
門
學
校
長
髙
安
右
人
殿

官
立
醫
學
專
門
學
校
ヲ
引
直
シ
テ
醫
科
大
學
ト

為
ス
コ
ト
ハ
確
定
ノ
事
實
ナ
ル
カ
大
學
ト
シ
テ

授
業
ヲ
開
始
ス
ル
ノ
順
序
ハ
別
記
ノ
理
由
ニ
ヨ

リ
左
ノ
如
ク
决
定
シ
タ
ル
ニ
付
右
御
諒
知
相
成

度
　

大
正
十
一
年
度

　
　

岡
山
醫
學
專
門
學
校

　
　

新
潟
醫
學
專
門
學
校　

　

大
正
十
二
年
度

　
　

千
葉
醫
學
專
門
學
校

　
　

金
澤
醫
學
專
門
學
校

　
　

長
崎
醫
學
專
門
學
校　
　

以
上

資
料
③

　

醫
科
大
學
授
業
開
始
順
序
ニ
關
ス
ル
件

大
正
八
年
度
追
加
豫
算
ト
シ
テ
議
會
ノ
協
賛
ヲ

經
タ
ル
髙
等
諸
學
校
擴
張
計
畵
ニ
依
リ
千
葉
、

金
澤
、
新
潟
、
岡
山
、
長
崎
、
ノ
五
官
立
醫
學

專
門
學
校
ヲ
引
直
シ
テ
醫
科
大
學
ト
為
ス
コ
ト

ハ
確
定
ノ
事
實
ナ
ル
カ
大
學
ト
シ
テ
ノ
授
業
開

始
ハ
同
時
ニ
之
ヲ
爲
ス
ニ
ア
ラ
ス

大
正
十
一
年
度
ニ
於
テ
二
大
學
大
正
十
二
年
度

ニ
於
テ
三
大
學
ヲ
開
ク
豫
定
ナ
リ
然
ラ
ハ
五
校

ノ
中
何
レ
ヲ
先
ト
ス
ヘ
キ
ヤ
今
五
校
ヲ
通
觀
ス

ル
ニ
新
潟
ハ
創
立
最
新
ラ
シ
ク
明
治
四
十
三
年

ニ
開
校
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
モ
他
ノ
四
校
ハ
何
レ

モ
明
治
二
十
年
同
時
ニ
髙
等
學
校
醫
學
部
ト
ナ

リ
明
治
三
十
六
年
同
時
ニ
專
門
學
校
令
ニ
依
リ

醫
學
專
門
學
校
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
創
立

ニ
モ
前
後
ノ
別
ナ
ク
且
ツ
五
校
共
其
ノ
規
模
成

績
畧
同
様
ナ
ル
カ
故
ニ
其
間
ニ
優
劣
ノ
差
等
ヲ

設
ケ
之
ヲ
標
準
ト
シ
テ
大
學
引
直
シ
ノ
順
序
ヲ

定
ム
ル
カ
如
キ
ハ
到
底
不
可
能
ト
ス
唯
大
體
全

國
ニ
對
ス
ル
大
學
配
置
ノ
地
理
的
關
係
ヨ
リ
見

ル
ニ
千
葉
醫
學
專
門
學
校
ハ
關
東
ニ
在
リ
金
澤

醫
學
專
門
學
校
及
新
潟
醫
學
專
門
學
校
ハ
北
陸

ニ
在
リ
岡
山
醫
學
專
門
學
校
ハ
中
國
（
四
國
ヲ

モ
含
ミ
タ
ル
區
域
）
ニ
在
リ
長
崎
醫
學
專
門
學

校
ハ
九
州
ニ
在
リ
然
ル
ニ
關
東
ニ
ハ
既
に
千
葉

ニ
接
近
シ
テ
東
京
帝
國
大
學
醫
學
部
在
リ
九
州

ニ
ハ
既
ニ
長
崎
ト
比
較
的
近
キ
所
ニ
九
州
帝
國

大
學
医
學
部
在
リ
之
ニ
反
シ
テ
中
國
及
北
陸
ニ

ハ
從
來
全
ク
醫
科
大
學
ノ
設
ケ
ナ
キ
ヲ
以
テ
政

府
ト
シ
テ
各
地
方
ニ
偏
頗
ナ
リ
醫
科
大
學
ヲ
分

布
ス
ル
ノ
見
地
ヨ
リ
シ
テ
先
ツ
中
國
ニ
於
テ
岡

山
、
北
陸
ニ
於
テ
金
澤
新
潟
ノ
中
一
校
ヲ
取
ル

ヲ
適
當
ト
ス
而
シ
テ
北
陸
二
校
ノ
間
ニ
於
テ
金

澤
ハ
比
較
的
京
都
帝
國
大
學
醫
學
部
ニ
近
キ
ヲ

以
テ
先
ツ
之
ニ
遠
キ
新
潟
ヲ
先
ニ
ス
ヘ
キ
モ
ノ

ト
ス
依
テ
右
ノ
通
リ
決
定
ス
、

　

以
上
の
ご
と
く
、
官
立
医
学
専
門
学
校
の
大

学
と
し
て
の
授
業
開
始
時
期
が
地
理
的
理
由
に

よ
り
大
正
十
一
年
度
と
同
十
二
年
度
に
二
分
さ

れ
た
。
し
か
し
、
資
料
①
に
考
慮
中
と
示
さ
れ

て
い
る
「（
五
校
）
同
時
の
大
学
昇
格
」
の
意

味
を
表
わ
す
た
め
に
と
ら
れ
た
具
体
的
な
処
置

は
、
大
学
昇
格
に
先
行
し
て
行
わ
れ
た
千
葉
、

金
沢
、
長
崎
の
各
県
立
病
院
の
官
立
移
管
で

あ
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
三

月
三
十
一
日
の
勅
令
第
百
四
十
二
号
・
同

百
四
十
三
号
に
よ
る
文
部
省
直
轄
学
校
官
制
の

改
正
と
官
立
医
科
大
学
官
制
に
従
う
こ
と
と
な

り
、
従
来
の
県
立
病
院
の
一
切
が
学
校
に
交
付

さ
れ
、
学
校
附
属
医
院
と
改
称
さ
れ
た
。
金
沢

で
は
同
年
四
月
一
日
石
川
県
金
沢
病
院
が
金
沢

医
学
専
門
学
校
附
属
医
院
と
な
り
、
翌
大
正

十
二
年
（
一
九
二
三
）
官
立
金
沢
医
科
大
学
発

足
と
と
も
に
同
大
学
附
属
医
院
と
な
っ
た
。

［
医
院
の
呼
称
］
中
国
の
古
典
『
周
礼
』
の
「
博

ク
天
下
ノ
名
医
ヲ
徴
シ
、以
テ
大
医
院
ト
為
ス
」

に
由
来
し
、「
帝
国
大
学
・
官
立
医
育
機
関
に

は
天
下
の
名
医
が
集
っ
て
い
る
」
の
意
で
用
い

ら
れ
て
い
た
。
こ
の
名
称
は
、
戦
後
昭
和

二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
医
療
法
の
改
正
に
よ

り
病
院
と
公
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

［
追
記
］
旧
制
官
立
医
科
大
学
は
、
現
在
旧
六
と

称
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
の
一
つ
熊
本
大
学
医
学

部
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
公
布
の
専

門
学
校
令
に
よ
り
同
年
八
月
私
立
熊
本
医
学
専

門
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
、
大
正
十
一
年

（
一
九
二
二
）
五
月
大
学
令
に
よ
り
熊
本
医
科
大
学

と
な
り
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
四
月
に
官
立

熊
本
医
科
大
学
と
な
っ
た
。

医
学
部
百
五
十
年
史
の
た
め
の
覚
え
書【
29
】

　
　

官
立
医
学
専
門
学
校
の
大
学
昇
格
順
位
の
決
定
に
つ
い
て

赤
祖
父　

一
知
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四
年
生
の
今
、
思
う
こ
と

医
学
科
四
年　

杉
森　

慎

学
生
コ
ー
ナ
ー

　
「
君
の
書
く
論
文
が
百
年
残
る
か
ど
う
か
は

不
確
実
だ
が
、こ
の
同
窓
会
会
報
へ
の
寄
稿
は
、

き
っ
と
百
年
経
っ
て
も
残
っ
て
い
る
よ
。」

こ
う
し
て
、
会
報
編
集
委
員
長
よ
り
寄
稿
の
依

頼
を
い
た
だ
い
た
。
拙
筆
な
が
ら
、
多
感
な
医

学
部
四
年
生
の
、
現
在
進
行
形
の
心
境
を
語
ら

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　

早
い
も
の
で
四
年
の
月
日
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
る
。
故
郷
を
離
れ
、
生
ま
れ
て
初
め
て
の

北
陸
の
地
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
希
望
に
満
ち

溢
れ
て
い
た
一
年
生
。
宝
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

専
門
授
業
が
始
ま
り
、
医
学
の
面
白
さ
に
心
躍

ら
さ
れ
つ
つ
も
、
そ
の
学
ぶ
べ
き
学
習
量
に
圧

倒
さ
れ
た
二
年
生
。
座
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
実

習
で
確
認
し
、
い
よ
い
よ
基
礎
医
学
か
ら
臨
床

医
学
へ
と
移
行
し
て
い
く
中
で
、
改
め
て
、
医

師
に
な
る
の
だ
と
自
覚
し
始
め
た
三
年
生
。
臨

床
講
義
の
鮮
烈
過
ぎ
る
手
術
ス
ラ
イ
ド
に
肝
を

冷
や
し
つ
つ
、
真
新
し
い
白
衣
と
聴
診
器
を
携

え
て
の
臨
床
手
技
実
習
に
心
躍
ら
せ
る
四
年

生
。
と
い
う
の
が
、
理
想
の
、
優
等
生
の
心
境

な
の
だ
ろ
う
。

　

必
ず
し
も
、
理
想
通
り
の
毎
日
を
過
ご
し
て

き
た
と
は
言
え
な
い
が
、
何
は
と
も
あ
れ
、
私

も
そ
ん
な
三
年
余
り
を
過
ご
し
て
き
た
わ
け

で
、「
一
生
懸
命
、
勉
強
せ
ね
ば
」
と
絶
え
ず

努
力
し
て
き
た
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
。
し

か
し
、
い
つ
も
勉
強
と
い
う
ノ
ル
マ
に
心
を
占

拠
さ
れ
て
い
た
か
と
言
え
ば
、そ
う
で
は
な
く
、

い
つ
も
何
か
満
た
さ
れ
な
い
、
ハ
ン
グ
リ
ー
な

気
持
ち
に
牽
引
さ
れ
て
い
た
気
が
し
て
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
、「
充
実
し
た
生
き
が
い
の
あ
る

一
日
を
、
人
生
を
過
ご
し
た
い
」、
そ
の
た
め

に
「
今
、
す
べ
き
こ
と
は
何
な
の
か
？
」、「
ど

う
す
れ
ば
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
の
か
？
」、

そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
を
考
え
て
い
た
気
が
す

る
。
あ
る
意
味
で
は
、
そ
れ
が
青
春
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
で
も
、
こ
れ
は
き
っ
と
大
学
生
に

限
ら
ず
、
社
会
に
出
て
か
ら
の
毎
日
も
同
じ
こ

と
の
繰
り
返
し
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。
き
っ
と
、
授
業
や
勉
強
が
仕
事
に

代
わ
っ
て
も
、
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
そ
う
と

努
力
す
る
姿
勢
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
ろ

う
し
、忙
し
く
て
も
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

自
ら
行
動
し
掴
み
取
る
、
そ
ん
な
姿
勢
を
養
う

た
め
の
準
備
期
間
が
大
学
生
な
の
で
は
な
い
の

だ
ろ
う
か
、
と
一
丁
前
に
考
察
し
て
み
る
今
日

こ
の
頃
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
「
今
、
す
べ
き
こ
と
は
何
な
の

か
？
」
と
い
う
、
言
わ
ば
人
生
の
命
題
を
、
否

が
応
に
も
意
識
す
る
機
会
が
増
え
て
き
た
。
そ

れ
だ
け
〝
大
人
〟
に
な
っ
た
と
言
え
ば
、
そ
れ

ま
で
な
の
だ
ろ
う
が
、
私
は
再
受
験
組
（
人
生

や
り
直
し
組
）、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
友
人

達
の
社
会
人
と
し
て
の
船
出
や
、
紙
面
や
マ
ス

コ
ミ
を
賑
わ
す
同
世
代
の
活
躍
を
目
に
す
る

と
、
言
い
よ
う
の
な
い
焦
燥
感
と
無
力
感
を
感

じ
な
が
ら
、
よ
り
一
層
、
考
え
込
ん
で
し
ま
う
。

も
ち
ろ
ん
、「
今
に
見
て
い
ろ
、オ
レ
だ
っ
て
！
」

そ
ん
な
ガ
ッ
ツ
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け

で
は
な
い
し
、
こ
ん
な
私
で
も
二
年
後
の
国
家

試
験
を
パ
ス
さ
え
す
れ
ば
、
世
間
で
は
「
お
医

者
様
」
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
い
ず
れ
医
師
に
な
れ
る
」

と
い
う
安
堵
感
は
、
あ
る
意
味
、
砂
上
の
楼
閣

に
思
え
て
な
ら
な
い
。
確
か
に
医
学
部
と
い
う

レ
ー
ル
は
心
強
い
が
、
単
に
「
医
師
に
な
る
」

と
い
う
終
着
駅
を
意
識
し
な
が
ら
学
生
生
活
を

送
る
こ
と
は
、
妥
協
へ
と
つ
な
が
っ
て
は
い
な

い
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
に
な
る
の
で
あ
る
。
幼

い
頃
は
、
誰
し
も
自
分
の
将
来
に
無
限
の
可
能

性
を
感
じ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
気
が
つ
け

ば
、「
な
れ
っ
こ
な
い
」、「
自
分
な
ん
て
…
」

と
自
ら
を
卑
下
し
、
自
身
の
将
来
を
制
限
し
て

し
ま
っ
て
き
た
よ
う
に
、
た
だ
単
に
国
家
試
験

に
合
格
す
れ
ば
良
い
と
い
う
基
準
を
設
け
て
し

ま
う
こ
と
で
、
更
な
る
成
長
を
阻
ん
で
し
ま
っ

て
い
る
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
一
方

で
、
身
の
程
を
知
る
、
分
を
わ
き
ま
え
る
、
そ

し
て
、
将
来
を
見
据
え
る
、
と
い
う
こ
と
も
大

切
な
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
発
展

的
結
果
の
積
み
重
ね
で
あ
る
べ
き
で
、
決
し
て

妥
協
が
含
ま
れ
て
い
て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
強

く
自
戒
し
て
し
ま
う
。
こ
ん
な
こ
と
ば
か
り
を

言
っ
て
い
て
は
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
求
め
て
再

受
験
し
た
の
か
と
誤
解
を
受
け
そ
う
だ
が
、
い

つ
ま
で
経
っ
て
も
、「
自
分
の
将
来
に
無
限
の

可
能
性
を
感
じ
て
い
た
い
」
あ
る
い
は
、「
こ

の
先
四
〇
年
の
進
路
を
決
断
す
る
の
を
躊
躇
し

て
し
ま
う
」、
そ
ん
な
二
十
五
歳
な
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
医
師
と
い
う
職
業
を
一
括
り
に
し

て
話
を
進
め
て
き
た
が
、
も
ち
ろ
ん
、
医
師
に

も
様
々
な
形
態
が
あ
り
、「
ど
ん
な
形
態
の
医

師
を
目
指
す
か
？
」
を
見
定
め
る
の
が
、
学
生

時
代
の
課
題
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
基

礎
系
、
臨
床
系
の
選
択
に
始
ま
り
、
更
に
は
各

専
門
分
野
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
れ

ば
、
極
め
て
多
様
で
あ
る
し
、
更
に
そ
の
中
で
、

自
分
ら
し
さ
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
求
め

る
と
な
れ
ば
、
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
私
は
、

も
と
も
と
研
究
者
に
憧
れ
を
抱
い
て
入
学
し
た

こ
と
も
あ
り
、
現
在
は
研
究
室
生
活
を
か
じ
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
が
、
日
々
、
先
人

達
が
築
き
上
げ
て
き
た
実
験
方
法
の
緻
密
さ
に

感
嘆
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
生
命
現
象
を
垣

間
見
ら
れ
る
こ
と
に
言
い
よ
う
の
な
い
充
実
感

を
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
英
語
力
の
無
さ
に
は

閉
口
し
て
し
ま
う
が
、
論
文
や
レ
ク
チ
ャ
ー
を

通
し
て
、
世
界
の
〝
今
〟
を
学
べ
る
こ
と
に
、

強
い
好
奇
心
を
か
き
立
て
ら
れ
て
い
る
。
目
指

せ
！
〝
百
年
後
も
残
る
論
文
〟
な
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
毎
日
の
怒
涛
の
よ
う
な
講
義
は
、
力

強
く
臨
床
の
風
を
吹
か
せ
て
い
る
。
性
格
上
、

将
来
の
進
路
を
悩
み
続
け
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
の
だ
ろ
う
が
、
今
は
た
だ
、
目
の
前
の
課
題

を
一
つ
ず
つ
、
着
実
に
こ
な
し
て
い
く
こ
と
こ

そ
が
最
良
の
処
方
箋
な
の
だ
と
信
じ
、
一
歩
一

歩
、
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　

特
殊
な
症
例
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
恥
ず

か
し
な
が
ら
、
あ
る
四
年
生
の
生
の
心
境
を
取

り
と
め
も
な
く
語
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
最
後

に
な
る
が
、
心
に
残
っ
て
い
る
、
あ
る
先
生
の

お
話
を
紹
介
し
た
い
。「
大
学
時
代
に
色
々
な

経
験
を
し
、
色
々
な
感
情
を
味
わ
い
な
さ
い
。

そ
う
し
て
様
々
な
喜
怒
哀
楽
を
理
解
す
る
こ
と

が
、
将
来
、
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
の
分
か
る
、

感
情
豊
か
な
医
師
に
な
る
た
め
に
は
必
要
不
可

欠
な
の
で
す
。」
残
り
の
二
年
間
も
、
ハ
ン
グ

リ
ー
に
、
精
一
杯
も
が
き
な
が
ら
、
色
濃
い
大

学
生
活
を
送
れ
る
よ
う
願
い
つ
つ
、
こ
の
振
り

返
り
を
終
え
た
い
。
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気
象
庁
が
統
計
を
取
り
始
め
た
一
八
九
八
年

以
来
、
今
年
の
夏
（
六
─
八
月)

の
平
均
気
温

が
最
も
高
い
と
い
う
発
表
は
記
憶
に
新
し
い
と

思
い
ま
す
。と
り
わ
け
酷
暑
と
な
り
ま
し
た
が
、

十
全
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
活
躍
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

会
報
第
一
四
六
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。
本

年
度
よ
り
、
十
全
同
窓
会
理
事
長
に
加
藤
聖
先

生
が
ご
就
任
さ
れ
、
新
し
い
体
制
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
佐
藤
保
同
窓
会
長
と
と
も
に
手
腕

を
発
揮
さ
れ
、
十
全
同
窓
会
の
舵
取
り
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
四
年
に
金
沢
大
学
は
医
学

部
創
立
百
五
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
国
内
外
の
情
勢
が
激
変
し
て
い
る
中
、
こ

の
地
で
脈
々
と
続
く
金
沢
大
学
医
学
部
の
歩
み

の
重
み
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
創
立

百
五
十
周
年
記
念
事
業
を
目
前
に
控
え
、
そ
の

推
進
準
備
委
員
長
で
あ
る
井
関
尚
一
医
学
類
長

が
進
捗
状
況
を
ご
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
本

博
教
授
を
長
と
す
る
委
員
会
に
お
い
て
、
記
念

誌
編
纂
作
業
も
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
記
念
誌
用
の
資
料
候
補
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
号
に
は
、
昨
年
十
二
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た

梅
田
良
三
名
誉
教
授
の
追
悼
文
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
先
生
の
講
義
で
学
ば
せ
て
頂
い
た

こ
と
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
先
生
の
ご
冥
福

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
同
窓
会
会
報
は
、
国
内
外
の
同
窓
会
員
の

ご
活
躍
、
な
ら
び
に
現
在
の
金
沢
大
学
の
現
状

を
お
伝
え
し
、
少
し
で
も
楽
し
く
、
懐
か
し
く
、

そ
し
て
喜
ん
で
頂
け
る
内
容
を
発
信
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
の
一
つ
の
機
能
と

し
て
、
人
の
つ
な
が
り
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

十
全
同
窓
会
の
皆
様
の
つ
な
が
り
を
、
よ
り
一

層
強
固
に
、
有
機
的
に
紡
ぐ
同
窓
会
会
報
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見

を
編
集
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

(

和
田　

隆
志 

記)

第
四
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
の
ご
案
内
十
一
月
六
日
（
土
）
開
催

第
三
回
金
沢
大
学
未
来
開
拓
研
究
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
ご
案
内

　

今
年
で
四
回
目

を
迎
え
る
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
イ

は
、
来
る
十
一
月

六
日
（
土
）
午
後

に
開
催
さ
れ
ま

す
。
八
月
上
旬
か

ら
順
次
、
案
内
状

の
発
送
や
広
報
用

チ
ラ
シ
の
配
付
が

始
ま
り
、
併
せ
て

　

金
沢
大
学
未
来
開
拓
研
究
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
昨
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
東
京
を
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

学
域
・
研
究
域
の
創
設
を
記
念
し
て
は
じ
め
ら

れ
た
も
の
で
、
今
回
が
三
回
目
と
な
り
ま
す
。

F
eatu

res fo
r th

e F
u
tu

re

と
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
が
示
し
ま
す
よ
う
に
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
未
来
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
各
研

究
域
の
特
色
を
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
金
沢
大

学
の
活
動
の
一
つ
で
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
金
沢
大
学
の
国
際
共
同

研
究
─
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
そ
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア

へ
」。
金
沢
大
学
は
大
学
憲
章
の
中
で
、「
北
陸

と
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
知
の
拠
点
と
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
む
世
界
に
向
け
て
情
報
を
発

信
す
る
」
と
謳
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
理
念
の

さ
ら
な
る
展
開
を
目
指
す
内
容
で
す
。

みなさまのお越しをお
待ちする中村信一学長

桂まん我さん

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
専
用
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
桂
ま
ん
我
さ
ん
（
平
成
六
年
工
学

部
卒
業
）
の
「
上
方
落
語
独
演
会
」、
豪
華
景
品

の
当
た
る
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
や
「
金
沢
城

内
大
懇
親
交
流
会
」（
有
料
七
千
円
・
先
着

一
五
〇
名
）
な
ど
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
楽
し
み

い
た
だ
け
る
新
た
な
企
画
も
準
備
し
ま
し
た
。

　
「
第
四
十
七
回
金
大
祭
」、「
医
学
展
」、「
ふ

れ
て
サ
イ
エ
ン
ス
＆
て
く
て
く
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
」
が
同
時
に
開
催
さ
れ
、
ま
た
、
昨
年
に

引
き
続
き
写
真
展
「
よ
み
が
え
る
城
内
キ
ャ
ン

パ
ス
」
も
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
や
ご
友

人
と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

◎
参
加
費
＝
五
百
円
（
当
日
徴
収
）

　

◎
申
込
み
締
切
（
一
次
）
＝
十
月
八
日
（
金
）

　

◎ 

申
込
み
の
連
絡
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
詳

細
の
照
会
は
、
左
記
ま
で
。

〈
金
沢
大
学
学
友
支
援
室
〉

　

電　

話　

〇
七
六
─
二
六
四
─
五
〇
八
一

　

F
A
X　

〇
七
六
─
二
三
四
─
四
〇
一
五

　

メ
ー
ル　

 gaku
yu

@
ad

m
.kan

azaw
a-u

.
ac.jp

（
学
友
支
援
室
長　

西
谷　

公
作　

記
）

　

医
薬
保
健
研
究
域
か
ら
は
医
学
系
の
市
村
宏

教
授
が
「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
〜
H
I
V
研
究
・
教
育
の
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

の
発
信
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
す
。
ま
た
、
中

村
信
一
学
長
自
ら
に
よ
る
特
別
講
演
「
ボ
ツ
リ

ヌ
ス
菌
を
訪
ね
て
〜
細
菌
で
た
ど
る
マ
ル
コ

ポ
ー
ロ
の
道
」
も
あ
り
ま
す
。
講
演
会
終
了
後

に
は
交
流
会
も
開
か
れ
ま
す
。
講
演
会
、
交
流

会
と
も
入
場
無
料
で
す
。

　

開
催
日
時
と
会
場
は
、つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
【
日
時
】
平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
七
日
（
土
）

　
　
　
　
　

十
三
時
〜　

講
演
会

　
　
　
　
　

十
六
時
三
十
分
〜　

交
流
会

　
【
場
所
】
東
京
都
港
区
港
南
一
─
八
─
三
十
五

　

K
O
K
U
Y
O
 H
A
L
L

　

前
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
交
流
会
に
は
、
十

全
同
窓
会
東
京
支
部
・
千
葉
支
部
・
山
梨
支
部

か
ら
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
お
蔭
を
も
ち
ま
し

て
、
大
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
と
交
流
会
に
も
多
数
の
同
窓
会
員
諸
兄
姉
の

ご
参
加
を
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。
事
前
参
加
申
込
み
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

参
加
申
込
み
は
、
金
沢
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
の

（h
ttp

://w
w

w
.k

a
n

a
z
a

w
a
-u

.a
c
.jp

/
even

ts/10
/11/27

/index.h
tm

l

）
を
お
訪
ね

い
た
だ
き
、
こ
の
ペ
ー
ジ
上
の
「
参
加
申
込
み

フ
ォ
ー
ム
へ
」か
ら
電
子
申
込
み
い
た
だ
く
か
、

つ
ぎ
の
お
問
い
合
わ
せ
先
宛
お
申
し
込
み
い
た

だ
く
か
の
、
い
ず
れ
か
に
よ
り
受
け
付
け
ら
れ

ま
す
。

　

金
沢
大
学
総
務
部
総
務
課
総
務
係　

　

電　

話　

〇
七
六
─
二
六
四
─
五
〇
一
〇

　

F
A
X　

〇
七
六
─
二
三
四
─
四
〇
一
〇

　

メ
ー
ル　

ff
k@

ad
m

.kan
azaw

a-u.ac.jp

　

十
一
月
二
十
七
日
（
土
）
K
O
K
U
Y
O
 

H
A
L
L
へ
の
ご
来
駕
を
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

（
山
本　

博　

記
）


